
        
            
                
            
        

    













































お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ⑪






鈴木大輔




ＭＦ文庫Ｊ







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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九月十九日









　だいじょうぶバレない、という結論に至いたった。

　十じゆう乗じよう寺じさんと一夜を過ごした翌朝。混乱しながらもあわてて学生寮に駆け戻る、その道中においてである。

　確かにこれはアレだ。

　僕が今からしでかそうとしてるのは、いわゆる『朝帰り』というやつだ。

　その言葉が文字どおり、夜が明けてから帰宅するという意味である限りにおいて、僕は間違いなく当該の行為におよびました。ええ人生初です。生まれてこの方はじめて僕は朝帰りをしようとしてます。

　不良です。

　不純です。

　不潔です。

　認めましょう。これは明らかにけしからぬ状態です。

　だけどＨＡＨＡＨＡ、それが一体どうしたというんだいＹＯＵ？

　なぜならナニも証拠がない。昨晩からこの方、僕がどこでナニをしていたのか、それを知る術すべはなく、記録もなく、素直に白状するつもりもない。目元の隈くまも酒臭い息もどうとだってごまかせる。この状況で一体ナニを恐れることがある？

　ああ断言するとも。

　言い逃れはまったくもって可能なミッションであると。

　小説家の端くれとして、文筆で糧を得ている身として、持てる言葉の限りを尽くし、あらゆる追及をかわしてみせよう。

　そうしてこれまでと何ら変わらぬ日常に接続し直し、非日常へと脱線してしまった我が身を回復させてみせよう。

　そう僕は姫ひめの小路こうじ秋あき人と。世界一のブラコンを妹に持ち、官能文学を生業なりわいとし、いくつかの名家の資産を差し押さえ、美人と美少女しか住んでいない学生寮においてただひとりの男として暮らす、ごくごく普通の高校生だ。

　そのポジションを守るためだったら何だってするとも。

　だからさあ、行こう。

　大手を振って、胸を張って、堂々と。

　あくまでも何ら後ろ暗い点がないかのような態で、粛しゆく々しゆくと我が学生寮の門をくぐろうではないか！






　　　　＊







「なんでえ一発ヤってきたのか？」

　いきなり指摘された。

　門をくぐったところで最初に遭遇した、朝稽古中の生徒会長さんからである。

「──ええ、まあ」

　図星を突かれて固まったのはほんの二秒ぐらいだと思う。

　いくらなんでもここまでド直球にストライクを投げられるとは予想してなかったけど、予想外の展開だって想定済み。まだあわてるような時間じゃない。

「いやそうなんですよね～」

　僕は照れ隠しの態で頭を掻かき掻かきしながら、こう応じる。

「ついついのめり込みすぎて朝帰りしちゃいましたわー。なんせ僕も男なんで、たまにはそういうこともありますよあっはっは──って何でやねーん！　いやいや違いますってそうじゃないですって、これにはいろいろ事情があってですね、ちょっと聞いてもらえます会長さん？」

　……どうだろうか？

　切り返しとしてはファインプレーに属すると僕は思ってますよ？　下手に隠さずあえて事実を明かし、かと思えばボケをかましてノリ突っ込みにまで持っていくという、このしたたかな手法なわけですよ。ええ僕だってね、まったく何も無策ってわけじゃあないんですわ。ここまで走って帰ってくる中でいろいろ心の準備をして、いろんな受け答えをシミュレーションしていたんですわ。そりゃ高校の二年生ともなればですね、のらりくらりと追及をかわす手管のひとつやふたつは持ってるわけで、

「相手は十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かか？」

　立て続けのピンポイントだった。

　ふたたび固まること二秒。

「──いや、あのですね」

「だから言ったじゃねえか気をつけろって」

　弁明は聞いてもらえなかった。

　会長さんは大仰にため息をつき、木刀を担いで天を仰いで、

「おかげで妙な展開になっちまったねェ。ただでさえリリアナ祭でてんてこ舞いだってのに、オトコとオンナの関係までお祭り騒ぎにしちまってからに……まあしょうがねえか、あいまいな注意喚起しかできなかったあたしにも非はあらァな」

「……えーと。いえ。その」

「この件はあたしが預かる」

　冷や汗まみれで口ごもる僕を横目に、会長さんはさらなるため息。

「それでいいな？　恋愛には寛容なリリアナ学園だが、事がここに至いたっちまっては寛容の度を超える。単なる朝帰りならむしろ推奨するってなもんだが、生徒会と文化祭実行委員っていうツートップの組織が絡む案件だし、何より──」

　と言って会長さんが振り返る。

　振り返った先は学生寮の玄関で。

　玄関の前には那な須す原はらさんが、銀ぎん兵べ衛えが、ありさが──そして秋あき子こが。

「あたしに預けてくれねえと、一晩中お前さんの帰りを待っていたあいつらが何やらかすか知れたもんじゃねえし。そういうわけで頼むわ、な？」






　　　　＊







　そういうことになった。

　言うまでもなく即座に承諾した。

　正直なところ、僕にとっては救いの手以外の何物でもない。あまりに想定外の展開が降りかかってきたものだから気が動転していたし、情けない話ながら誰かにヘルプしてもらわなきゃ泥沼から抜け出せない状態だったのだ。

　会長さんから下された指令はまず、学校を休むことだった。

　期間は無期限。

　行動の自由は大幅に制限され、僕は学生寮の自室から出ることを禁じられた……実質的な謹慎と言っていい。当然の処置だと思う。

　ただしその間、学生寮の仲間たちはもちろん、秋あき子ことの接触さえ禁じられたのは痛かった。外界との接触は唯一、差し入れを運んでくれた会長さんとの間にあったのみ。もちろん携帯は没収でネット環境も閉じられてしまったから、うん、謹慎というよりは独房で懲役を食らってるのに近いあつかいではある。

　もちろん否いなやはない。

　いわば咎とが人にんたる身としては、粛しゆく々しゆくとお上の沙汰に従う他なく。むしろ謹慎期間中の欠席を、研修あつかいの公務として免除してくれた会長さんの温情に、思わず涙腺がゆるみそうになったほどだ。二に階かい堂どう嵐あらしって人はホント頼りになるよなあ、身内に対しては特に。手当たり次第の捕食者キャラでありながら不動の支持を得ている理由が、今回の件で身にしみて理解できたよ。





　さて肝心の謹慎生活だけど。

　これが厳しくつらいものだったかと言えば、答えはノーである。

　それも全力のノーだ。

　口が裂けても身が裂けても、妹の命と引き替えだと言われてさえも、僕は首を縦に振らない。むしろ真逆で、謹慎生活は僕にとってパラダイスであったとさえ表現してもいいくらいだったりする。

　なぜかって？

　なぜならおかげさまで、何よりも欲しかったものが手に入ったから。

　欲しかったものとは他でもない。『時間』だ。

　いやほんと願ったり叶かなったりなのである。原稿の締め切りは言うに及およばず、リリアナ祭においてもいろんな仕事を背負っていて、正直忙しすぎてあっぷあっぷで──なんか近ごろじゃそんなのが常態化しちゃってるけど、いろんなスケジュールを正常化するためには、今回の謹慎はまったくもってうってつけだったんだ。

　部屋から一歩も出られない。

　外部からは何も邪魔が入ってこない。

　それでいて衣食住はきっちり保証されている。

　これってあれだ。

　作家にとってはいわゆる『カンヅメ』というやつに他ならないわけで。

　迫る締め切りに戦々恐々していた身としては、懲罰どころかご褒美にしか思えないわけで。

　僕は嬉き々きとして原稿に取り組んだ。

　それはもう書きまくった。

　寝食を忘れ、机にかじりついて書きまくった。

　朝帰りの件を頭から追い出すためにも、書いて書いて書き倒した。

　二に階かい堂どう嵐あらしってお方はひょっとして神か何かなのか、失態を犯した僕がこんなおいしい思いをしていいのか──と嬉うれし涙なみだを流しつつ原稿を量産した。どうやら一定の条件下におけるストレスは僕にとって、有効な逃避の手段となるらしい。見る間にデータのバイト数が増えてゆき、デビューからこのかた初めて締め切り前に初稿が完成するメドが立ち、集中のあまり目に見えて体重が落ちてきた謹慎三日目のこと。

「出所だ」

　ドアを開けた会長さんがそう言った。

「おめでとう姫ひめの小路こうじ秋あき人と。出ていいぜ」

「……あー。え？」

「反応が鈍いねェ。もうちょっと喜びな、独房生活からようやく抜けられるんだからさ」

「あーいえ。はい。ええ」

　鈍かったのは否定できない。

　そもそもドアを開けたのが会長さんだったと気づくのにしばらくかかったし、それ以前に部屋にドアがついてることさえ忘れてた。というか時間の感覚がかなりトんでいた。パソコンのカレンダーを見て気づく──えええホントに？　もう三日も経たったの？

「しかしお前さん、ひでえ格好してやがんな」

　苦笑いの会長さん、

「目は隈くまだらけで髪はべっとべと。臭におわねえのはせめてもの救いだろうが、現代的な社会生活を送ってる人間にはとても見えねえわ……せっかく差し入れの濡ぬれタオルやら何やらも用意してやったのによ」

「あ、はい。すいません」

　ようやく意識の焦点が合ってきた。

　いやあ。書いたなあ。

　たぶんこんなに仕事をしたのは人生初だろう。謹慎生活の過ごし方としてはたぶん、最上の部類に入るんじゃないだろうか。めちゃくちゃ原稿進んだぞ……これってむしろご褒美じゃないだろうか。謹慎なのにご褒美とはこれいかに。

　ともあれ。

　災い転じて福、とはこのことだ。

　身体のあちこちが痛むけど、結果良ければすべて良し。いやー気が抜けたら急に身だしなみが気になってきた。会長さんは臭におわないって言ってくれたけど、三日間もカンヅメになってればそれなりにアレなのは道理だろう。優先すべきはまともな社会復帰。

「えーとすいません会長さん。いろいろお礼も言いたいところですけど、まずはシャワー、浴びてきます。仕事ボケしてる頭も冴さえてくるかもですし」

「ハハッ。参ったねこりゃ」

　会長さんはふたたび苦笑い、

「お前さんまだ全力でボケてやがんな？　三日の間に何やってたのかは知らねえが、よっぽど集中してやがったんだねェ。ほんの短い間にすっかり世捨て人状態だもんな。近いようでいて遠い隣人の、これも知られざる一面ってやつか」

「……？」

「まだ終わってねーよ」

　首をかしげる僕に会長さんは真顔で、

「あたしゃお勤めが終わったとはひとことも言ってねえぜ？　むしろ本番はこれからってなもんよ。外で護送車を待たせてる。湯に浸つかってるヒマなんざねえ、とっとと表に出ろや。あーそれと先に言っておくが、逃げだそうもんなら問答無用で刀のサビだから。そこんところよろしくな」

「はあ。えーっと……」

　護送車？

　刀のサビ？

　いったい何の話？

「裁判だよ」

　目をぱちくりさせてる僕に、会長さんは冷たく言い放つ。

「さあ早くしな。ぐずぐずしてると心証も悪くなる一方だ」

「いや。ええと。裁判って？」

「咎とが人にんの罪を諮はかる場だよ。小学生でも知ってるこった」

「いえそれは知ってますけど。いやでも、え？」

「お前さんはこれから罪人として裁かれる」

　僕の首根っこを引っ張りながら会長さん。

「まあ覚悟しとくこった。あたしとしてもお前さんはかわいい愛人候補だからな、できる限りは温情を、とは思うが今回ばかりは厳しいだろう。せいぜい弁明のセリフを考えておきな。たとえ弁明の余地がなくてもだ」

「は、はあ」

　引きずられて玄関を出ると、『護送車』とやらの姿が見えてきた。

　確かにそういう
 車に見える。バンタイプの車体の窓には仰々しい格子が取り付けられてるし、護衛と思おぼしき黒塗りのセダンも何台か停とまっている。うん。確かに護送車だよね。会長さんの言うとおり。

「これ以上手間ァかけさせんな。さっさと入れ」

　さらにはバンの中に押し込められて。

　やたらガタイのいいスーツ姿の男たちに一分の隙もなく囲まれて、セルモーターが回ってエンジンがかかってバンが発車して。「え、これってどういうことなんです？」と話しかけても彼らは眉ひとつ動かさず、不気味なくらい黙りこくったままで。

　でも、それでもまだ僕には余裕があった。

　だってねえ？　確かに僕は盛大にやらかしたし、罪の意識も大いにありますけど、でもハハッ、これはいくらなんでも大げさすぎるでしょ？

　てことはうん、結論はひとつ。

　これは夢だ。悪夢なんだ。

　だったら納得である。夢ってやつはどんだけ苦しくても自分でコントロールできるとは限らないしね。おおかた休みなしのぶっ続けで原稿を書いていたから、そのストレスがこんな結果になって現あらわれたんだろう。実際の僕はまだ寝てるわけだ。

　よーしこうなったら開き直ろう。

　タチの悪い夢の続きを最後まで見届けてやろう。

　そうしてこの経験を、いっそのこと小説に生かすぐらいの気持ちで、したたかさを全開で発揮して臨のぞんでやろうじゃないか。

　さあどんな展開でもかかってこい！






　　　　＊







　かん

　かん

　かん





「みなさん静せい粛しゆくに」

　裁判長がハンマーを叩たたき、ざわめいていた一同が静まりかえった。

「それではこれより審議を始めます。被告人は前へ」

「……え。ええ？」

　一方の僕は呆あつ気けにとられていた。

　なぜかって？　そんなの決まってる。本物の裁判所に連れてこられたからだ
 。

　いやだってこれ、どう見てもそうだよね？　前面に裁判官がずらりと並んで、被告人席と原告席とが左右に配置されて、背後にどかんと傍聴人席が鎮座して。

　それに堂内はずいぶん年季が入っていて、使われてる木材も艶つや々つやのぴかぴかで、ところどころ塗りがはげているあたりも生々しいというかリアリティ抜群というか、少なくとも急造のセットなんかじゃありえないわけで。

　いやあ。

　すごい夢だなあ。

　お見事だよ僕の想像力。

　行ったことのない場所のディティールをここまで脳内再現できるなんて、これはもう才能と言っていいんじゃないだろうか。

　だけど同時にお里が知れるね僕の想像力。

　なぜなら裁判官が全員、生徒会のメンバーだから。ついでに言うと傍聴席に並んでる顔も見覚えのある連中が多くて──具体的にはリリアナの同級生だったり、文化祭実行委員のメンバーだったりで、ひどくバリエーションのとぼしいラインナップだから。

　そりゃあ夢だよ。それ以外にないよ。

　これだけ細部にわたって再現してるのに、結局のところ見知った人間しか登場させられないってのはどうなのさ？　想像力豊かなのかそうでないのかどっちかにしろ、ってなもんだ。

「聞こえないのですか？　被告人は前へ」

　裁判長がふたたび促うながした。

　お笑いぐさなことに、裁判長役は秋あき子こだったりする。黒い法服をきっちり着こなし、しかつめらしい顔で壇上からこっちを見下ろしている──この時点で爆笑しなかっただけ、僕は自分を褒めてあげたい。

「えーと。ちなみにだけど。被告人ってのは僕？　のこと？　だよね？　この立ち位置からすると」

「許可なき発言は慎つつしむように。被告人は前へ」

　尋たずねてはみるものの、返ってくるのは冷たい表情と繰り返しの催促のみ。しょうがない、ここはとりあえず従っておこう。残念ながら夢ってやつは自分でコントロールできないものだし。

「ではあらためて審議を始めます」

　裁判長＝秋子が再度宣言し、審議とやらがスタートした。

　緊張感ある静寂が支配する中、僕に対する人定質問が始まり、それが終わると次は検察官による起訴状の読み上げが行われる。

「ええと、あの被告人・姫ひめの小路こうじ秋あき人とにいさまは、じゃなかった、姫小路秋人は──」

　噴ふん飯ぱんものとはこのことだった。

[image: ]


　なんと起訴状を読み上げる役は、つまり検察官として僕の罪を鳴らそうとしてるのは、可愛かわいい妹分であるありさなのだ。生徒会の面々はともかく、ありさみたいな子供が出張ってきたら緊張感がないよ……目の前の光景が夢だってことが、いよいよ確定しちゃうじゃんか。

　よしよしＯＫＯＫ。

　夢だってことはわかってたけど、こいつはいよいよ本気で茶番らしい。だったらせいぜい目が覚めるまで、この喜劇を楽しんでやろうじゃないか──とか思ってたのだけど。

「ええと、被告人、姫ひめの小路こうじ秋あき人とが、被害者である十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かに対し、○○区××町のファッションホテル△△にて強制わいせつ行為に及およんだことについては、あらゆる状況と証拠を精査するに、もはや疑いがないと、検察側としては断定するものであり──」

「…………
 」

　うん。

　冷や汗が流れたね一瞬。

　夢の中なのに、なんだか一気に現実に引き戻された気分だ。いや、うん。その固有名詞はですね、いろんな意味で僕の心にクリティカルヒットするといいますか、おっといかんくちびるがピクピクしてるぞ、っていうかワイセツって何ですかワイセツって。そりゃ確かに酔っ払ってて前後不覚だったけど、

「では次に被告人の陳述を」

　混乱してるうちに起訴状の読み上げが終わり、秋あき子こが僕を促うながしてくる。

「なお被告人は黙秘権を行使することができますが、どうしますか？」

「…………
 え？」

「わかりました。被告人は黙秘権を行使したとみなします。それでは次に──」

　ボーッとしてる間にそういうことになってしまった。抗弁の機会なし。

　いや、仮に弁解するにしたって、こんな状況でまともなことを言えた自信はないんだけどさ……ていうか、よく見たらこっち側には弁護人がいないよ？　この状況で裁判を進めるのは僕にとって不利すぎるんじゃ？　夢だからいいけど。

「原告側。被告人の罪を示す証拠を、何か提示できますか？」

「は、はい。ええと、ええと、今日はですね、本件の被害者の方が自ら、証言をしてくれることになっています。悪質な性犯罪に苦しむ人を少しでも減らしたいという、ご本人の強い希望があってのことです。被害者の生の声は、本件における何よりの証拠となるはずだと確信します」

「証言を認めます。証人をここへ」

　裁判長に促され、ひとりの女性が法廷に姿を現あらわした。

　もちろんこの流れであれば言うまでもないだろう。『被害者』であり『証人』でもあるのは十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かさんその人に他ならないわけだけど……。

　いやいやちょっとちょっと。

　それはおかしくない？

　なんですかその、包帯やら眼帯やら松まつ葉ば杖づえやらの装備一式は。なんでそんな大ケガしてる態なの？　この三日間で交通事故にでも遭ったの？

「十乗寺さんにお尋たずねします」

　こほんこほん、と咳せき払ばらいしてから検察官＝ありさが証人尋問を始める。

「三日前、あなたは被告人とふたりでどこにいましたか？」

「はい。ワタシと秋あき人とさんはあの時──」

　そこから先しばらくは何の問題もなかった。

　なぜなら僕の記憶と十乗寺さんの証言がちゃんと一致していたからである。僕は彼女に誘われて馴な染じみのレストランバーに連れて行かれ、しこたま酒を飲み、いろんな話をした。だんだん酒が進むと、いま思い出しても我ながら引くぐらいに大暴れして、それでもなおマスターは泰たい然ぜん自じ若じやくとしてひたすらグラスを磨いていた。いやもう、マジであのお店には迷惑をかけちゃったなあ……いずれお詫わびに行かないと、

「……そうして泥酔してしまったワタシは、お恥ずかしながら正体をなくしてしまって、まっすぐ歩くのもおぼつかない状態でした。そんなワタシに秋人さんは言ったんです。人差し指と中指の間に親指を挟むゼスチャーをしながら、『一発やっていこうや？』って」





　ぶほっ





　しんと静まりかえった場内に響く、鈍くて無様な音。

　説明不要だろう。もちろん僕の口から迸ほとばしったものである。

「いやいやいや。待って。ちょっと待って──」

「静せい粛しゆくに」

　かんかん、と乾いた音がこだまする。

　裁判長が打ち鳴らすハンマーの音だ。

「許可なき発言を慎つつしむよう。以後、目に余る行為があれば退席させます。いいですね？　証人、証言を続けるように」

　有無を言わさぬ声に黙らざるを得ない。

　ええ落ち着きますともさ。これは夢なんですからね、取り乱す方がダサいに決まってる。

　いやでもね？　さすがにそんな身に覚えのないキャラ付けをされちゃあ、こっちも黙ってはいられないというか。正直、名誉毀き損そんで逆告訴しても許されると思うわけなんですが、どうでしょう？　いや夢だからいいんだけど。

「そのあとの秋あき人とさんは強引でした」

　十じゆう乗じよう寺じさんの証言はなおも続く。

「ワタシの腕を引いて──というより、ワタシの肩を抱きかかえて逃げられないようにしながら、ぐいぐいとホテルまで引っ張っていきました。なにしろお酒で意識が混こん濁だくしている状態でしたので、抵抗することもできず……」

「その時の被告人は」

　ありさが口を挟んで、

「十乗寺さんにどんな行為に及およびましたか？」

「は、はい。その時点でもすでに、彼の行為は度が過ぎていました。というのも、ホテルに連れていく道すがらにも、彼の手はワタシの胸やおしりをまさぐっていたからです。もちろんワタシは嫌がりました。本当です。いくら酔っていても、そのくらいの分別はあります。だけど彼は強引でした。まるで野獣のような目をしていたので、抵抗すると危険だと思いました。ワタシはされるがままにならざるを得ませんでした。そうして彼はワタシをホテルへ強引に連れ込み、わいせつな行為に及んだんです……」

　訥とつ々とつと、淡々と、それでいて真に迫った感じで証言する十乗寺さん。その証言に裁判官一同、ならびに傍聴席の人たちは、真しん摯しに耳を傾けている。

　そのあいだ僕が何をしていたかって？

　んなの決まってるでしょ。呆あきれてものも言えなかったんだよ。いやいやだって、さすがにそれはないっすよ。僕ぶっちゃけそこまで女の人にがっついてないですよ。というかそれ以前に度胸がないですよ。だって僕って未経験者であって玄人くろうとじゃないですよ？　いくら酔ってたからって、ねえ？

「わ、わいせつな行為というのは」

　硬い表情でありさが尋問を続ける、

「具体的にはどんなことをされたのでしょうか？」

「そ、それは……」

「どうかお願いします。あなたのためにも、次の被害者を出さないためにも。ぜひ勇気ある証言を」

「は、はい、言います。言わせてください」

　そう言って溜ためをつくり、深呼吸ひとつ。

　十じゆう乗じよう寺じさんは覚悟を決めた顔で、

「ホテルに入ったあと、秋あき人とさんはおもむろにカバンから何かを取り出しました。何事かと思って見ていると、どうやらそれは何らかの着衣のようでした。ワタシがポカンと口を開けて見ていると、秋人さんはそれを広げてみせて──そうしてワタシはその服が何であるかに気づきました。それは大人が着る服ではありませんでした。それだけでなく、彼は服といっしょに前掛けだとか、おしゃぶりだとかを取り出したんです」

「前掛け？　おしゃぶり？」

「はい。前掛けとおしゃぶりです」

「つまりは赤ちゃんが着るような服を、秋人にいさま──被告人は持ち込んでいたというわけですね？　そんなものを持ち込んで彼は何をしようと？」

「はい。彼はワタシに服を見せたあとこう言いました。『僕は今からこれを着る。僕はたった今から赤ん坊であり、君は赤ん坊の子守をするお母さんだ。お母さんは赤ん坊の言うことなら何でも聞くし、赤ん坊のためなら何でもしなければいけない。わかるな？』……まさかとは思いましたが、そのまさかでした。被告人はワタシに、いわゆる『赤ちゃんプレイ』を強要してきたんです……！」

　ずっこけた。

　と同時に僕は叫んでいた。

「異議ありッ！」

「異議を認めません」とすかさず裁判長「証人、続けてください」

「いやいやちょっと待って！　だっておかしいだろこれ──」

「静せい粛しゆくに」

　かんかんかん！

　叩たたき鳴らされるハンマーの音。

「被告人は指示に従うよう。従わない場合は退席させますよ？　……証人は続けてください。あなたの証言はとても興味深い」

「はい、続けます。……もちろんワタシは拒否しました。世の中にはいろんな人がいるのは理解しますが、彼の要求はあまりにもハードルが高すぎました」

　いやいやちょっとあんた。

　なに人の性的嗜し好こうを暴いてくれちゃってるのよ。それも架空の。おまけにド変態の。

　でもって弁解するまでもなく僕は無実だ。はっきり言ってそんな趣味はない。僕の趣味はあくまでもノーマルである。百歩譲ってシスコンの変態あつかいされるとか、あるいは千歩譲ってＳっ気があると言われるとかならともかく……まあ万歩譲って攻める側であればソフトＳＭぐらいなら許容範囲、って今のは失言でした忘れてください。

「彼はお手本を見せてやる、と言いました」

　嘘うそ証言はなおも続く、

「そうしておもむろに服を脱ぎだして、自ら持ち込んだアイテムの数々を身につけ始めたんです。赤ちゃん服に前掛けをまとい、おしゃぶりを口に食はみ、ガラガラを手に持ち、頭巾のようなものまでかぶって……その出いで立たちは確かに乳幼児のものでした。ですが本来なら赤ちゃんに感じるはずのいかなる感情も──愛情とか、母性本能とか──ワタシは感じませんでした。手足の長さがまったく足りない赤ちゃん服を身につけた姿は、あまりにも異形のものであり、なによりも彼の目がおそろしく血走っていて……そう、彼が大きな性的興奮を覚えているのは明らかでした」

　ざわ

　ざわ

　傍聴人たちがざわめき出した。お互いに耳打ちし合い、どん引きした目をこちらに向けてくる。ちょっとやめて。そんな目で見ないで。僕の社会的立場が音を立てて崩れていくのがわかるからやめて。いくら夢の中の話でもそれはキツイ。

「ワタシの脚は震え出しました」

　さらに証言は続く、

「このままだといけない、逃げ出さなきゃ、と思いました。だけど彼の手が、赤ちゃん服を着ているのに凶暴な手が、ワタシの腕を掴つかみました。そして彼は言いました。『逃げたらどうなるかわかってるな？　大人しく従うのが身のためだ。僕のこの熱いたぎりを収めないかぎり、君に未来はない』と。そうしてワタシが抵抗の意思をなくしたのを見ると、彼はニヤリと笑い、おもむろにベッドに寝転がりました。寝転がって彼は言いました。『ばぶ～、ばぶ～。ママ～、ママ～、僕おもらししちゃったでしゅ～。早くおしめを替えてほしいでちゅ～』……と。嗚あ呼あ、嗚呼、なんというおぞましい光景でしょう。ですがワタシには、彼に従う以外の選択肢はありません。ワタシは覚悟を決め、高々とＭ字開脚した彼のおしめに手を──うっ!?
 」

　急に口元を押さえ、うずくまる十じゆう乗じよう寺じさん。

「裁判長！」

　すかさずありさが手を挙げ、

「証人が被告から受けたトラウマのせいで、これ以上の証言は無理です。すぐに審理に入ってもらいたいと思います」

「原告の提案を認めます。審理を始めましょう」

　秋あき子この判断は早かった。

　足下がふらついてる十じゆう乗じよう寺じさんをガードマンが両脇から支え、原告席に座らせる──っていうかもう公判終わりですか？　反対尋問なし？　僕が証言する権利はどこへ？　ていうかこっちには弁護人すらついてないんだけど？

「それでは各判事の意見を聞きましょう。那な須す原はら判事、あなたの意見は？」

「有罪ね」

　秋子の右隣に座っていた那須原さんが即座に反応する。

「被害者の証言は信用できるわ。よって被告人は有罪。極めてシンプルよ」

「なるほど」秋子は頷うなずいて、「あなたが先ほどの証言を信用する根拠は？」

「被告人ならやりかねないから」

　堂々たる態度で無む茶ちや苦く茶ちやなことを言う那須原さん。

「前々からおかしいとは思っていたのよね。なにしろこの被告人は、わたくしをはじめとするきれいどころに囲まれていながら、手を出すどころか眼中に入れることさえなかったわ。健康でまっとうな青少年として、ちょっと考えられない事態よ。それでもまあ、宇宙にひとりぐらいはそういうレベルの朴ぼく念ねん仁じんが存在することも、ありえなくはない──と自分を納得させていたけれど。ごくごく単純に、彼が変態的シチュエーションにしか反応しない男だったとするならば、すべての疑問は氷解するわ」

「なるほど。論理的な意見ですね」

「それと彼には個人的にいろいろ恨み言があるから。この機会にその恨みを晴らそうという目もく論ろ見みがある、という点も付け加えておくわ」

「なるほど。たいへん納得のいく個人的見解です。……では次に猿渡さわたり判事、あなたの意見を聞かせてください」

「疑問の余地なく有罪。それに尽きるね」

　秋子の左隣に座っていた銀ぎん兵べ衛えが重々しく頷く。

「正直なところ僕は前々から予想していたんだ、被告人はいずれ必ず法廷に立たされることになると。何しろ彼は出会った当初から、紛まごう方かたなく危険人物だったからね。それでもまさか、このような恥ずべき罪状で起訴されるとは想像だにしていなかったけど……今はただ、自らの見る目のなさを恥じ、かつて親友だと信じていた男に代わって被害者に詫わびたい一心だよ」

「なるほど。合理的な意見です」

「重ねて言うのであれば、僕も被告人に対しては、長年にわたって積もりに積もった鬱屈した感情がある。彼に罪を着せ、刑罰を与えることに、なんら良心の呵か責しやくを抱かないね」

「なるほど。大いに納得のいく個人的見解です」

　……いやあ。

　ひどいね。裁判の形を取とり繕つくろうつもりすらないねこれ。

「ところでわたくし提案があるわ。被告人の罪状に鈍感罪も付け加えましょう。彼が過去に犯した様々な行動を見るに、それが適切な処置というものよ」

「那な須す原はら判事の意見を支持します。鈍感罪を付け加えましょう」

「そういうことなら、親友軽視罪の罪状も付け加えるべきだと具ぐ申しんしたい。彼が過去にしでかした負の実績を鑑かんがみるに、その程度でもまだ生ぬるいはずさ」

「猿渡さわたり判事の意見を支持します。ああそれと、被告人に対しては妹可愛かわいがらない罪も付け加えるべきだとわたし思うんですが、どうでしょう？」

　……あと君たち、個人的な感情を交えすぎですマジで。

　それと傍聴席にいる人たちへ言いたい。新たな罪状が提示されるたびに拍手喝采を送るのはやめて。ていうかこれ、裁判は裁判でも最初から白黒決まってる魔女裁判だよ。公平さに欠けるのもほどがあるよ。いくら夢の中の話だからってあんまりだ。

「さて。意見は出尽くしたようですね」

　ややあって秋あき子こが審議を打ち切った。

　法廷にふたたび沈黙が降り、不穏な静寂が場を支配する。

「さっそく判決に移りたいと思います。みなさんよろしいですね？」

「いやよろしくないよ全然！　こっちの言い分もちょっとは聞いてよ！」

「反対意見はありませんね。では判決を下します」

　僕の人権を華麗にスルーして秋子が続ける。





「主文。被告人を宮きゆう刑けいに処す。以下略」





　わーわーわ！

　どんどんぱふぱふ！

　たちまち興奮に包まれる裁判所、なのだけど。

「……えーっと。あの。裁判長」

「被告人は許可なき発言を慎つつしむように。……とはいえあなたは悪魔も哀れむ過酷な運命が定まった身、特別に発言を許します」

「はあ、ども。えっとですね、キュウケイってのはどんな刑？　なの？」

「被告人は宮刑をご存じない？」

「いや、実は知ってるんだけどね。いちおう訊きいておこうと思って。もしかしたら記憶違いとかあるかもしれないから」

「宮きゆう刑けいとは」

　ニヤリ。

　あくどい感じで笑って秋あき子こ。

「端的に言って、男性特有の機能を失わせることにより辱はずかしめを与え、なおかつ子孫を残すことすら禁じる刑です。ある意味では死刑よりも重い、究極の刑と言えます」

　うわー。

　残念ながら僕の記憶と寸分違わぬ説明だ。

「そっか。僕は宮刑に処せられるのか」

「ええその通りです。なのにあなたはずいぶんと落ち着いているようですね？」

「うん。だって安心したからさ」

「？　安心というのは？」

「だってさ、これで夢だってことが確定したじゃん？」

　僕は余裕の表情をつくって両手を広げる。

「なぜかというと、本物の秋子がそんなことするわけないからさ。ていうか考えてもみてよ、僕のことが好き好き大好きで、結婚したいとか初夜を早くとか言ってる妹が、僕のアレをちょん切ろうとするなんておかしいもん。でしょ？」

「…………
 」

「いやはや、それにしても助かった。ていうのもね、実を言うとちょっと焦ってたりしたんだよね。だってこの夢、あまりにもリアリティがありすぎるもん。空気の肌触りとか、耳に入る音のサラウンド感とか、迫真に迫りすぎてて。もしかするとひょっとすると夢じゃないのかも、とか疑い始めてたところなんだ。いやーよかった。現実じゃないってことが確認できてほんとよかった」

「…………
 」

「裁判長」

　無言の秋子に代わって那な須す原はらさんが手を挙げ、

「どうやら被告人は、逃避のあまり現実を認識できていないようね。発言に耳を傾けるだけ時間の無駄というものでしょう」

「もしくは精神耗もう弱じやくを装よそおって、減刑を目もく論ろんでいる可能性もある」

　さらには銀ぎん兵べ衛えも加わって、

「だけど騙だまされてはいけない。この男は己の行動に自覚的な、極めて狡こう猾かつな重犯罪者だ。ここで彼を見逃すようなことがあれば、哀れな被害者が泣きを見るだけの結果にもなりかねないよ」

「まったくその通りね。むしろここは、この場で即座に刑を執行することが、被告人にとっての救済ともなり得るでしょう。あのような性犯罪を犯したからには、もはや彼がこの先生きていく道はないでしょうから」

「うむ。僕も那な須す原はら判事の意見を支持する。裁判長どうか決断を」

「…………
 」

　ふたりの意見を聞き、しばし考えてから、

「被告人に確認します。当裁判において何か言い残したことは？」

「いやー。言い残すも何も」

　苦笑いする僕。

「十じゆう乗じよう寺じさんの証言があまりにも荒こう唐とう無む稽けいすぎてなんともかんとも。ていうかこれって夢の中の話だから。別にどうなろうと構わないというか」

「……なるほど。被告人の考えはわかりました」

　かんかん

　響き渡るハンマーの音。

　それと同時、数人の警備員が登場して僕を取り囲んだ。

　さらには彼らの手により拘束され、被告人席に強制的に着席させられた。柔道部とかレスリング部の連中なのか、腕力が恐ろしく強い。ほとんどぴくりとも動けない。

「えーっと。これは一体？」

「裁判長判断により」

　秋あき子こが厳げん然ぜんとこちらを見下ろして、

「被告人の刑をこの場で即時、執行いたします」

「は？」

　ポカン顔をつくる僕。

　次いでホッと一息ついて、

「……あはは、なるほどね、そうだよね。まあそんな展開にもなるよね。だって夢なんだもんねこれ。上訴も上告もなしで執行とか、軍事裁判でさえもうちょっとマシだろ、ってくらいの無む茶ちや苦く茶ちやっぷりだけど、でも夢なら仕方ないよね、何が起きてもおかしくない。いやはや安心した。夢だってことが再確認できて、ほんと安心した。もう何度繰り返された安心か知らないけど、安心した」

「執行官、こちらへ」

　僕を無視して秋あき子こが呼びかけると、警備員たちが出てきたのと同じ扉から新たな人物が登場した。我らが生徒会長、二に階かい堂どう嵐あらしである。

「やあ会長さん。ども、ども。なんだか久しぶりに会った気がしますよね。実際にはついさっき、学生寮で会ったばかりですけどね。いやほんと、あなたに学生寮から連れ出されてからこの方、ろくな目に遭ってませんよ。まったくもって嫌らしい悪夢ですよねこれって。というかこの場面でいったい何をしに登場したんです？」

「では執行官」

　僕のひとり語りをさらにスルーして秋子。

「どうぞ、あなたのよろしきように」

「承うけたまわった」

　一礼し、僕に向き直る会長さん。

「いやはや、数奇なもんだねェ。まさかこのあたしが、お前さんのオトコに引導を渡すことになるたあ……こんなことなら無む理り矢や理りにでも押し倒して一発ヤっとくんだった」

「あはは、いいんじゃないですかね？　なんせ夢の中の話なんで、何やってもセーフっちゃあセーフでしょう。まあ現実では勘弁してもらいたい展開ですけど」

「……。哀れなもんだ」

　会長さんは首を振り振り、

「お前さんのことはあたしも高く買ってたんだがな。まさかこんなバッドエンドになりやがるとは、運命ってやつの意地悪さを感じざるを得ねえぜ。まったくよう、いったい何だってこんなことに……余よ所そ様に手を出す前に相談のひとつもしてくれれば……」

「いやいやいや」

　僕は笑って、

「やめてくださいよ会長さん、真剣に泣きそうな顔しないでくださいよ。そんな顔されるとさすがにこう、こっちも胸が痛くなるといいますか、なんかもーやり切れない感じになりますから。たとえ夢の中の話だとしても」

「安心しな。苦しまないよう、痛みのないよう、逝かせてやる。あたしの腕は信用してくれていい」

「うーん……どうも話が噛かみ合あわないですね。夢の中だからしょうがないですけど」

「だな、噛み合っちゃいねえ。このままじゃあ今後の寝覚めが悪いってもんだ」

　会長さんは何か悟ったみたいな顔をして、

「姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

「はい？」

「そこを動くな。息をするのもやめとけ」

「……と、言いますと？」

「約束だぜ？　じゃないと、たぶん余計なもの
 まで斬っちまう」

　一瞬の出来事だった。

　言い終えるか終えないかの刹那。会長さんの腰が沈み、愛刀に手がかかって。

　抜刀。

　残心。

　かちん、と響く、鯉こい口ぐちの金属音。

　──まさに一瞬の出来事。流れるような一連の動作。

　誰もが息を呑のんで見守る中、はらり、はらりと舞い落ちていく僕の前髪だけが、ただひとつこの場で動くものだった。

「目、覚めたかい？」

　僕の毛髪量を減少させた張本人が、冷徹な声音で問いかけてくる。

「……ええ、まあ。ハイ」

　そんな風にでも答えるしかない僕。

　額のあたりには未いまだに感触がこびりついている──文字どおり紙一重で通過していった、会長さんの日本刀の切っ先の感触が。

「正気に戻ってくれたなら何よりだぜ」

　淡々とした会長さんの声。

「やっぱりよ、罪であること、罰であることをちゃあんと理解して、その上で失うべきものを失ってもらわねえとな。でないと示しってもんがつかねえ」

「……あの。会長さん」

「おうよ、なんでえ？」

「さっきから僕、不思議に思ってたんです」

　ほっぺたを掻かきつつ、

「確かにあり得ないことばかり連続で起きてましたけど……なんていうかこう、あまりにも生々しすぎるんですよね。こうして息をしてても、空気の感触がしっかりしてて、空気を吸った肺がちゃんと酸素を補給して、心臓が動いて全身に血液を行き渡らせてる感覚が、ばっちり感じられるっていうか」

「ほほう？　それで？」

「いや、おかしいとは思ってたんですよ。いくらなんでも僕が脳内で再現してる状況にしては、あまりにも、あまりにもリアリティ抜群すぎる、って。こんなに寸分違わず再現できるなら、それはもうＳＦの世界だろ、って」

「まわりくどいねェ。さくっと手短に言いな」

「ういす、そうします。えーとつまりですね」

　深呼吸をひとつ。

　それから少し間を置いて、思い切った感じで、

「ひょっとしてこれ、現実だったりします？　夢じゃなくて
 ？」

「ああそうさ
 。おめでとう姫ひめの小路こうじ秋あき人と、ようやく正気に戻ってきやがったな──おっと動いちゃいけねえぜ」

　抜き身の刀が首に添えられる。

　ひんやりとした鋼の感覚が、腰を浮かせようとした僕の動きを止める。

「逃げ出したら宮きゆう刑けいだけじゃ済まねえ。死ぬよりもえげつない刑だとは言うが、本当に死んぢまうよりはマシだよな？」

「……いやあ。いやいやいや」

　声が震える。

　舌が回らない。

　半笑いのくちびるが、死にかけのカエルみたいにぴくぴく痙けい攣れんする。

「えーとすいません。ちょっと汗拭いていいですか。脂あぶら汗あせの量が半端ないんで」

「構わねえぜ？　死刑囚だってＸデーの前日には好きなもん食わせてもらえる、っていうしな。好きなだけ汗を拭きな。そいつはお前さんがオスとしてかくことのできる、最後の汗になるだろうしよ」

「あと質問なんですが」

「おうよ。聞こうじゃねえか」

「ひょっとして僕、いわゆる平行世界とか、パラレルワールドにでも紛れ込んじゃった？　とか？　そういう展開だったりします？」

「そう思うならそうなんだろう。お前さんの中ではな」

「というかそれしか考えられないんですよ。だって三日前からこの方、ずっと理解不能なことばかり起きてるんですもん──ああそうか、そうだ、ずっとパソコンに向かって集中してたから、それで幻覚を見てるんだな。そういうことなんですね？」

「……ぼちぼちいっとくか」

　あごをしゃくる会長さん。

　それを合図に警備員たちが僕を立ち上がらせる。

「これ以上時間をかけても見苦しくなるだけだ。あたしが手塩にかけて育て、可愛かわいがってきた男に、晩節を汚す真ま似ねを続けさせたくはねえ」

「いやあ──いやいやいや！」

　あわてて制止しようとするも不発。

　会長さんの愛刀が、目も留とまらぬ剣さばきで動いた。

　左下から右上へ。逆さか袈げ裟さの一いつ閃せん。

　次の瞬間。僕のはいていたジーンズがすとんと足下に落ちた。

「さすがのあたしも」

　獲物を見据える鷹たかの目で会長さん。

「ズボンの上からイチモツをずばり、ってわけにゃいかねえからな。肝心のモノが見えてねえことには手元が狂っちまう」

「いやいや……いやいやいやいや！」

「お前さん『いやいや』ばっかりだなあ、さっきから」

「そりゃいやいやも言いますよ！　ていうか、日本刀の一振りでベルトだけきっちり真っ二つにするとか──あんたどこの石いし川かわ五ご右ェえ門もんですか！」

「こらこら。この期ごにおよんで暴れるんじゃねえよ」

「これが暴れずにいられるかッ！」

　じたばた。

　じたばた。

　力の限りにもがく僕。だけど如何いかんせん拘束力が強すぎる。数センチ単位で手足を動かすのがやっとだ。

「ま、嫌よ嫌よも好きのうち、って言うしねェ。むしろお前さんの『いやいや』は、意訳すると『カモンカモン』って意味なんだろうぜ」

「んなわけありますか！」

「だったら遠慮する必要はねえな。きれいさっぱりと、ずばっと、さっくりと、お前さんのシンボルを切り落としてやろうじゃねえか。なあに心配すんな、あたしの腕なら痛みはほとんどねえよ」

「そりゃ痛くない方が助かりますけど！　でもそういうことじゃなくて！」

「安心しな。事が終わったあとは、ちゃんと医者に連れてってやっから──モロッコとタイ、どっちがいい？」

「なんですかその嫌すぎる二択!?
 」

「ちなみにあたしはニューハーフ相手でもいけるクチだ」

「心底どうでもいいわ！　あーもーちょっと、マジで何とかして！　こんな展開は横暴すぎるでしょ!?
 　こうなったら訴えてやるから覚悟しとけよッ！」

「訴えるも何も裁判終わったばかりだろ」

「そういう冷静な突っ込みはマジでイラッときますからやめて！　ていうかもーホント何とかして！　なんでもするから！　なんなら取引してくれる悪魔とかでもいいです！　なんか出てきて救世主！　お願いだから！」

　喉を振り絞って叫ぶけど、救いの手はいっこうに現あらわれない。

　それどころか誰もが無反応だ。裁判官も、警備員も、傍聴席の人たちでさえぴくりとも表情を動かさず、虫を見るような視線を僕に刺し続けている。

　だけど僕は諦めない。

「よーしわかった！　こうなったらなりふり構いませんよ！　土下座して命乞いするのでどうか許してください！」

「ダメだ。法の正義は絶対だ」

「じゃあ会長さんの性奴隷になるので、それでご勘弁を！」

「ダメだ。諦めな」

「いーや断るッ！　じゃあこうしよう、秋あき子こと結婚してもいいし、那な須す原はらさんと夫婦めおと漫才を組んでもいいし、銀ぎん兵べ衛えとは永遠の友情を誓うから！　ありさが望むこともぜんぶ叶かなえるから！　これなら許してもらっていいですよね!?
 」

「ずいぶん大盤振る舞いだねェ……でもダメだ。刑は粛しゆく々しゆくと執行する」

「わかりました、じゃあ懺ざん悔げもします！　実はですね、女の子だらけの学生寮に放り込まれて勘弁してよ困ったな、的な顔を今までしてきましたけど！　正直なところ、ちょっとおいしいな、って思ってました！　女性にはぜんぜん興味ないんだぜ、みたいな雰囲気出してましたけどホントは興味津々でした！　ぶっちゃけ性欲を抑えるのに必死でした！　クールっぽい顔してたけどぜんぶ痩せ我慢でした！　だって男の子だもん！」

「マジでぶっちゃけやがったなお前さん……だがダメだ、何をしようとお前さんが許されることはねえ」

「ええい、これでもまだ足りないのか！　だったら足りるまで白状してやるまでだ！　お次は十年以上も前の話、僕が幼稚園児だったこと──」

　その後しばらく告白が続いた。

　内容は割愛する。なんせ過去のこととはいえ、そして子供がやったこととはいえ、大変に赤裸々な内容が含まれているので。既にぶっちゃけてしまったこととはいえ、デリケートな内容を明かすのは胃が痛いことだとご理解いただければ幸いです、ハイ。

「──これ以上は無意味でしょう」

　どれほどの時間、僕の弁解が続いただろう。

　最終的には裁判長たる秋あき子この決断によって、喜劇に終止符が打たれることとなった。

「被告人の自己弁護は見苦しいのみならず、不愉快ですらあります。執行人は速やかに仕事を果たされますよう」

「承知」

　会長さんがすうっと腰を沈める。

　いったん鞘さやに刀を収め、左手は鯉こい口ぐちを握り、右手は柄に添えるだけ──いわゆる居合い抜きの体勢。

　同時、僕の両脇を固めていた警備員がさらに力を込めた。それまで曲がりなりにもじたばたすることができていた余裕が、すべて消し飛ぶ。今度こそほんとに動けない。

「手元が狂うことは万に一つもねえが」

　優しく微笑ほほえむ会長さん。

「お前さんの往生際が悪いとその限りじゃねえ。マジで覚悟を決めな」

「────
 っ!?
 」

「最後に言い残すことはあるかい？」

　促うながされて考える。

　真剣に。

　不当な裁判で死刑宣告に等しい運命を食らい、ある意味じゃ人生のすべてを失う、って間際になって。いったい僕はどんな答えを返すことができるだろう？　伝えたいメッセージは？　残したい言葉とは？

「……………………
 」

「何もなし、か」

　無言で頭こうべを垂たれた僕を見て会長さんが吐息する。

　ぴりりとした空気が走る。

　喉がごくりと鳴る。

　脚が震えてその場に崩れ落ちそうになる。

　粘っこい汗が額を、頬ほおを伝う。

「ならば、いざ」

　会長さんの全身から殺気がふくれあがる。

　僕はぎゅっと目をつむり、かけがえのないものの切断による心と身体の痛みを想像しておののきながら、為なす術すべもなくその時を待──





　ぱあん！

　ぱぱぱぱぱ
 ん！





　炸さく裂れつ音おんが鳴り響いた。

　──炸裂音？

　なぜここで？　裁判所でしょここ？　神聖な裁きの場にテロリストが入り込んで銃撃戦でもおっぱじめたのか？

　……んなわけなかった。

　恐る恐る目を開けると、そこにあったのはは。





　ド　ッ　キ　リ　大　成　功





　と、でかでかと書かれた大文字で。

「……はい？」

「ぎゃはははは
 ！　いやいやおめでとう姫ひめの小路こうじ秋あき人と！」

　会長さんである。
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　いつの間にか愛刀をテロップに持ち替え、並びのいい白い歯をむき出しにしてニッカリ笑っている。それだけじゃない。周りの連中、秋あき子こやら那な須す原はらさんやら銀ぎん兵べ衛えやらありさやら、警備員やら傍聴席の連中もまた、それぞれクラッカーらしきものを手に、満面の笑みのお手本みたいな笑顔をこちらに向けていて。中には両手を叩たたき、指笛を鳴らし、腹を抱えて笑い転げてるヤツなんかもいたりして。

「……え？」

「『え？』じゃねーよ！　ドッキリだよドッキリ！　今までのぜんぶ！　最初から最後まで！　頭のてっぺんから尻尾の先まで！」

　かっかっかと哄こう笑しようしながら肩を組んでくる会長さん。

「いやーお前さん、いーいリアクションだったぜ。実に結構なリアクションだった。そりゃあもうシビれるような、仕掛ける側からしたらしてやったりの、まったくもって最高の反応をしてくれたよ。グッジョブグッジョブ！」

「……え？」

「ところでお前さん」

　会長さんがこちらに顔を近づけて──ほとんど鼻と頬ほおがくっつくぐらいの距離まで僕のそばに寄ってきて、

「あたしの性奴隷になってくれるんだよな？　いいぜもちろん大歓迎だ、さっそく今夜から頼むぜ？　お前さんが寝るためのスペースを、ちゃんとベッドに空けておくからよ」

「お兄ちゃん。わたし確かに聞きました」

　さらには壇上から駆け下りてきた秋子が、うきうきした顔で、

「ようやくわたしと結婚してくれる気になったんですよね？　うふふ、この時をずっと待っていました。もちろんわたしはいつでも準備オーケーです。ご存じの通り常に婚姻届は持ち歩いていますから、今すぐ提出の用意を調えても構いません。おあつらえ向きにここは裁判所ですし、ごちゃごちゃ文句を言う人がいたらすぐさま白黒つけられるというメリットもありますよね！」

「わたくしも確しかと耳にしたわ」

　次いで那須原さんもそばに寄ってきて、

「まあすでに事実上はコンビ同士であり、夫婦同士でもあるのだけれど、誰の目から見てもわかる明確な形があるというのは歴れつきとしたメリットだと思うわ。わたくしはどこかの誰かさんみたいに急せかしたりしないから、お互いに適齢期になったところでじっくり考えましょう」

「僕の記憶にもちゃんと刻まれたよ、秋あき人との言葉」

　加えて銀ぎん兵べ衛えも僕を囲み、

「とはいえ僕と君にとっては、永遠の友情なんてものはとっくに確定してるものだからね。今さらどうこう言うことじゃあない。となればここはひとつ、もう一歩か二歩ほど踏み込んだ関係を構築するのが筋じゃないかと思うのだけど、どうだろうか。ああだいじょうぶ心配しないでくれたまえ、なにせ結婚とは家と家をつなぐ重大な取り決めだからね、その成立には慎重を期す必要がある。まずはふたりきりの同どう棲せいから始めるということで手を打とうじゃないか」

「にいさま、秋あき人とにいさま」

　トドメにはありさまでもが、

「あの、ごめんなさい、こんなことになって。でもお詫わびする前に確かめさせてください。にいさまがさっき言ったことは本当でしょうか？　なんでもお願いを叶かなえてもらえるのでしょうか？　だとしたら、えへへ、ありさも考えてることがありますので、あとでおねだりさせてもらいますねっ。お父さまとお母さまにも報告しないと……うふふ」

「……………………
 」

　僕、絶句の態。

　肩を落とし口を開け、何が起きてるのかアイドントノウ状態で立ち尽くすのみで、

「安心しな姫ひめの小路こうじ秋人！」

　だけど会長さんは遠慮なく死体に鞭むちを打ってくるのだ。

「今回の一部始終はぜーんぶカメラで記録に収めてるからよ
 ！　おかげさまで最高の出し物
 ができたってもんだ！　お前さんの尊い犠牲には感謝しきりだよ！」

「…………
 」

　ゾンビみたいにぎこちない動きで会長さんを振り返り、

「……はい？」

「『はい？』じゃねーよ！　もっと誇りな、お前さんのおかげ、お前さんの手柄だこいつは！　ご覧の通りエキストラで参加してくれたギャラリーの反応も上々だ、こいつは『ジュエル・オブ・リリアナ』の目も見えてきたんじゃねえかおい!?
 」

「……あの、いや。そうじゃなくて。え？　いろいろ理解できないんですけど。出し物って、何の？」

「んなの決まってんだろ！　リリアナ祭のだよ
 ！」

「つまり共同企画というわけでして。すいませんすいません」

　横からフォローを入れてくれる十じゆう乗じよう寺じさん。

「生徒会と文化祭実行委員がグルになって秋人さんをハメる
 という、そういう企たくらみだったんです、はい。もちろんワタシとしてもこのような事態に至いたりましたことは、まったくもって力およばずといいますか、不徳の致すところといいますか、とはいえリリアナ祭を成功させたいという熱意は人一倍あるわけでして、あくまでもその愛ゆえに今回の事態に至りましたことは、どうぞご理解のほどよろしくお願い致しますといいますか、何といいますか」

「もちろん今回のブツは目玉企画だぜ！」

　さらに会長さんが肩を組みつつ追い打ち、

「リリアナ祭のメインステージの、いちばんおいしい時間帯にお披ひ露ろ目めする予定なわけよ！　言うまでもなくプロモーションについては全力で打つつもりだし、お前さんがヒーローになるのは確実な流れだ……なあに心配すんな、時間もねえし突貫工事にはなるが何とかする。そこは二に階かい堂どう嵐あらしが保証してやるからよ！」

「……流すんですか？　さっきのを？　公共の場で？」

「当然よ！　モチのロンってやつだ！　かっかっか！」

「…………
 」

「おうおうどうした辛気くさいツラしやがって！　もっと喜べ喜べ！　ドッキリの成功を祝って、ついでにリリアナ祭の成功の前祝いも兼ねて、パーッといこうやパーッと！　今日はこのままパーティに突入しようじゃねえか！　前祝いだ！」

「……あの、会長さん」

「おうよ、なんでえ!?
 」

「一応ですね、一いち縷るの望みというやつを託して訊きいてみたいんですが。これって夢オチだったりしません？」

「しません！　こいつは歴れつきとしたリアルだぜ！　戦わなきゃ現実と！」

「…………
 」

　立ち尽くし、左右を見回す。

　秋あき子こがいて、那な須す原はらさんがいて、銀ぎん兵べ衛えがいて、ありさがいて。今にもぺろりと舌を出して親指をぐいっと突き出すポーズでもしそうな、そんな顔をしていて。

　大がかりなドッキリを成功させた興奮に沸く他の連中が、僕のそばになだれ込んできては肩をぽんぽん叩たたいたり、同情と爆笑の入り乱れた顔を向けてきたりして。

「…………
 」

　それらの反応を、空白の顔で受け止めていた僕は。

　次の瞬間その場に崩れ落ち、あおむけの大の字に突っ伏したのだった。もうどうにでもしてくれ、煮るなり焼くなり好きにしろ、という感じで。






　　　　＊







　その後の顛てん末まつはダイジェストでお送りしたい。

　なんせマジモンの裁判所を使ってのロケだったので、撤収は迅速かつ慎重を期さねばならなかった。もちろん生徒会長・二に階かい堂どう嵐あらしの仕切りであるからして、手際は極めて良好なものであった。そもそもリリアナ生徒たちの長所は切り替えの早さにあり、撤収の作業は立つ鳥跡を濁さずを画えに描いたような完成度で成立した。まったくもって見事な手際だった、と言う他ない。

　その後は会長さんが宣言したとおり、ちょっとした打ち上げ会が学生寮で行われ、普段は寮に縁のない生徒たちからの好評を得、そこでも僕は引き続き主役を務めることと相成った。この場合の主役というのはもちろん、いじられ役としていろんな人から小突き回されるポジションを指している。いやはや、まったくもって踏んだり蹴ったりとしか言いようがない──まあ今回の件は奇くしくも、プレ学園祭的な位置づけになった感があり、生徒会と文化祭実行委員の多くが片棒を担いだこともあって、本番へ向けての景気づけとなった意味では救いとなったのかもしれないけどね。生いけ贄にえになった身としては、いささかなりとも救いにはなったと言える。

　そんなこんなで程よき頃合いに、会はお開きになった。

　いつになく大勢の人間でにぎわった学生寮が、いつもの静けさを取り戻し、やがてまたいつもの日常が戻ってくるだろう。

　もちろん僕は理解している。ここまでがプロローグであり
 、本番はむしろここからなのだと
 。

「つまりはどういうことだかわかるかい？」

　その日の夜。

　会長さんの部屋に呼び出された僕に向けられたのは、そんな問いかけだった。

「今回の顛末をお前さんがどう捉とらえているのか。ひいてはどう読み解くのか。そいつを聞いてみたいねェ……なあに、こいつはちょっとしたクイズだからよ。気張るこたあねえ、レクリエーションだと思って答えてくんな」

　と、会長さんは言うけれど。

　もちろん僕は額面どおりの気楽さで受け取ったりはしない。また言うまでもなく『あの件はどうなったんです？』といった類のことも訊きいたりしない。僕のやらかした不始末の尻ぬぐいをするために、会長さんは三日間も駆けずり回ってくれたのだし、まだなおも状況が継続中であるからこそ、こんな形で呼び出されているんだろうから。

　せいぜい僕にできるのは。

　きちんと察して、整理して、不出来な部下に期待してくれてる会長さんに、ささやかながら報いることだけだと思う。

「僕と十じゆう乗じよう寺じさんがやらかした、飲酒とホテルでの一件については」

　慎重に言葉を選びながら答える。

「一連をすべて
 、ドッキリの仕込みであったというシナリオで処理する
 ──ということじゃないでしょうか」

「フム」

　肯定も否定もせず、会長さんは先を促うながしてくる。

　僕はなおも続ける。

「ドッキリの仕掛け人は、二に階かい堂どう嵐あらし、十乗寺君きみ佳かをはじめとする、生徒会と文化祭実行委員のメンバーたち──ということになりますが、これはもちろん後付けの設定
 です。三日の間に、会長さんがそれだけのシチュエーションを整えてくれたんですね。たぶん、各所の調整に相当手間をかけてもらったことかと……なんせ本物の裁判所を使うっていう無む茶ちやまで込みですから」

「ま、運も良かったんだわ」

　会長さんは得意げに、

「たまたま裁判所にコネがあって、おあつらえ向きに弱みまで握ってたんでな。ここぞとばかりに利用したって寸法さ。いやはや、人脈ってもんはつくっておくに越したことはねえな。それでも危ない橋ではあったけどよ」

「恐縮です。本当に」

「いーよ頭なんざ下げなくて。お前さんは言ってみりゃあたしのファミリーだからな、ピンチの時は助ける。当然のことだ」

　そうは言ってくれるけど。

　ただでさえリリアナ祭のあれこれでいそがしい上に、折せつ衝しようの相手は会長さんが危険視する十乗寺さんと、彼女が率いる文化祭実行委員だ。さぞかし心労の多大なことであったにちがいない。ちょっとでかすぎる借りをつくっちゃったな……『一晩付き合え』と言われたら『その程度ならお安いご用です』って返すレベルで。

「ちなみにですが会長さん」

「おうよ」

「今回の件ですけど、お蔵入りになることまで計算してますよね
 ？　リリアナ祭の看板企画、って銘打ってはいますけど、そもそもあのドッキリを最初から公開するつもりがなかったんじゃ？」

「そいつはお前さんの願望かい？」

「まあ願望もありますけど。でもたぶん、そういうシナリオじゃないかと。その方が辻つじ褄つまが合うんで」

　というのも、会長さんが本気で計画したにしてはあまりにも雑すぎる
 。

　確かにあれだけ大がかりなドッキリを、たった三日で仕込んだのはすごいことだけど……いくらなんでも本物の裁判所を使うのはやりすぎで、なおかつオーバーキル気味なのだ。別に裁判所を使わなくたって、会長さんなら迫真の仕込みは整えられただろうし、いかにもリスクとメリットが釣り合わない。であれば可能性はひとつ。リスクは織り込み済み、というよりも、最初から利用するつもりでリスクが演出された
 。

「いい読みだ。そうでなくちゃ肩入れする甲か斐いもねえわな」

　ウインクする会長さん。

「読めてるとは思うが、シナリオのあらすじはこうだ。リリアナ祭における大成功がどうしても欲しかった生徒会と文化祭実行委員会は、お互いに共謀の上、とあるドッキリ企画を仕掛けることにした。仕掛け人はあたしらで、ターゲットは姫ひめの小路こうじ秋あき人と。突貫工事で準備は整えられ、いざＸデーを迎えることになる」

「…………
 」

「お前さんはあたしたちの罠わなにはまって酒を飲まされ、正体をなくし、ラブホで一夜を明かすハメになり、そのまま無む茶ちやな裁判を受けさせられた──計画どおりにお前さんはいいリアクションを見せてくれて、ドッキリは大成功した。が、如何いかんせん生徒会も文化祭実行委員もはしゃぎすぎた
 。飲酒に都条例違反だけならまだしも、裁判所までマジに使ったこと、それも非公式なルートで使ったのがネックになった。あ、それと段だん平びら抜いたのもかなりのもんだよな。なんせ裁判所だからな」

　一息いれ、湯飲みに番茶を淹いれながら、

「テンション高い時は気にも留とめなかったが、冷静になってみるとさすがにマズいってことになった。内々の笑い話だけで済ませるならまだしも、公共の場にドッキリの記録映像を流すのはさすがにヤバい。あたしの権力をフルに使っても、醜聞なりスキャンダルが表沙汰になるのは避けられねえ。というわけで、あたしら仕掛け人は泣く泣く今回の企画をお蔵入りにして、関係者一同には厳しく箝かん口こう令れいを敷いた──まあそんなとこだ」

　まさにそんなところだろう。

　僕の想像ともぴったり合致する。二に階かい堂どう嵐あらしにしては雑な計画、ということになるだろうけど、その雑さもまた演出の内。諸もろ々もろの状況を考え合わせれば納得のいくレベルだろう。僕が実際にやらかした『ご乱行』は、それ以上の無む茶ちやによってかき消される形だ。

「あのですね、会長さん」

「おう？」

「僕が言える立場じゃないと承知で言いますけど。あんな大げさなドッキリ企画をスケープゴートにしなくてもよかったんじゃないでしょうか？　なんせ関わってる人間が少なかったこともありますし、今回の件をシンプルにぜんぶ揉もみ消けす、という方向もないわけじゃ──」

「ない」

　番茶をすすりながら、

「もちろんそうすることができりゃ、それに越したことはなかったんだがな。内々で済ますにはいささか事が広がりすぎた」

「と、いいますと？」

「決まってんだろ。十じゆう乗じよう寺じのヤローだよ」

　うんざりした顔をする会長さん。

「あいつが関わってなきゃあ、事は単純だったんだが。悪いことに、よりにもよって、お前さんが相手したのはあいつだった。他の誰であってもどうにかなったろうが、あいつだけはダメだ。あいつはマズい」

「むぐ。お詫わびの言葉もありません……」

「いや、いい。繰り返しになるがあたしにも責任があるこった。……しかしまあ、ほんとあいつだきゃあ……悪気はなくともやってることが最悪すぎる。なんであのボケは、良かれと思ったことがことごとく裏目に出やがるんだか」

「と、いいますと？　どういうことです？」

「一瞬の隙だったよ」

　会長さんは頭を掻かきながら、

「とりあえずお前さんを謹慎あつかいにして、あわてて善後策を考えてる時だった。十乗寺君きみ佳かが学生寮にお出ましになったのさ、神妙なツラ下げてよ」

「……やってきて、何をしたんです？」

「止めるヒマなんざなかったよ」

　嘆息混じりに、

「ひでえバッドタイミングでやってきて、あたし以外が雁がん首くびそろえてる学生寮のメンバー全員の前で、アイツはすかさず土下座した。それから間髪いれずに言いやがったのさ。『責任はきっちり取らせていただきます。秋あき人とさんをお婿さんにください』……ってさ」

「……そいつは……なんともはや……」

　あとはお察しというやつである。

　いきなりそんなこと言われて、秋あき子こや那な須す原はらさんや銀ぎん兵べ衛えやありさがどんな反応を示したことか。控えめに表現してもかなりの修羅場だったことだろうし、それを流血沙汰なしで収めてくれた会長さんの気苦労は察して余りある。この人にはホント頭が上がらなくなっちゃったなあ……。

「ま、多くは言わずともだいたい察しはついただろう。あと言い訳しておくとだな、ドッキリの件はけっこう苦肉の策だった面もある。お前さんのハーレム要員たちだって、表面上はどうあれ、お前さんを完全に無罪放免にしたら必ずわだかまりが残るだろうからさ……ぶっちゃけ何らかの『見せしめ』はやっておかねえとよ、禊みそぎってもんが済まねえんだわな。そこんところ理解してもらえると助かるんだが」

「はい。わかります」

　ていうか文句言える立場じゃないです。

　でもってそれだけこじれた状況になっておきながら、ドッキリひとつでとりあえず勘弁してもらえるなら、むしろ重ちよう畳じようの極み、僕ばかり得をして、まったく収支の釣り合いが取れてないとさえ思うわけで。

「つーわけで」

　お茶のおかわりを淹いれてくれながら、会長さん。

「とりあえず明日からは何もかも元通り、って手はずになってる。一切のお咎とがめはナシ、すべては不幸な事故だった、ってことで双方の話はついてるんだが──」

「それもあくまで表向きは、ってことですよね？」

「まあな。いろんなものはとりあえず飲み込んでもらって、って形だからな。ぶっちゃけ修羅場は続行中だ。というかむしろ、状況はド派手に悪化した」

　眉間を揉もみほぐしつつ、

「元から構築されつつあった『生徒会ＶＳ文化祭実行委員会』って構図だけじゃねえ。十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かが絡んできたことによって、お前さんを取り合う争いが一気に加速した。あのヤローは腰こそ低い女だが、妙にガンコで曲がらないところがある。責任を取る、って言ったからには本当にそうするつもりだろう。もちろん相手の気持ちだとか周りの迷惑だとかはお構いなしにだ」

「ですねえ……見かけによらず剛ごう毅きですからね、あの人」

「ま、『責任を取ってください』って言わないだけ見所はあるけどな。苦手ではあるんだが、ああいうタイプは嫌いにはなれん」

「同感です」

　そこが十じゆう乗じよう寺じさんの不思議なところだろう。

　なおかつ彼女が文化祭実行委員のトップに推され、部下たちから今もなお担がれている理由でもある。まことにもって優秀な人材ではあるんだよね……天然のトラブルメーカーなのだけは勘弁してもらいたいけど。あと、今となっては対立軸の向こう側に立っちゃってる人だけど。

　でもって大変なのはこれからだ。

　数日後に控えたリリアナ祭においては、祭りを盛り上げるべく那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛えがイベントを催もよおすことになっていて、僕もそのサポート役を担っていて。

　おまけに僕担当のイベントである『新しん藤どう光こう一いち郎ろうサイン会』があって、しかもそのサイン会をどうやって切り抜けるかはまだ決まってなくて。

　さらには鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわの全権委任者である、鷹ノ宮御み幸ゆきさんも来場することになっていて、彼女が何をどう動いてくるのかも読めてなくて。

　結局うやむやな形になっちゃってるけど、そもそもの発端である秋あき子この『お兄ちゃん嫌い』発言があって、僕はそれに対して明確な態度を取っていなくて。

　あ、そういえば洗いざらい語っちゃったんだっけ？　十乗寺さんに、僕の秋子に対するいろんな思いを。でもって彼女が『責任を取る』『秋あき人とさんをワタシにください』と言ったからには、たぶん全力で本気なんだろうなあという解釈が成り立つわけで、それも存外にせっかちな彼女のことだから、すぐにでも結論を出すべく動いてきそうな予感がひしひしとしたりして。あ、そういえば僕っていまは文化祭実行委員に出向してる身だった。てことは本番当日も十乗寺さんと何かと絡むことに──って対処すべき状況が多すぎる！　すでに頭痛がする！　二日酔いなんて目じゃないほどの頭痛が！

　ともあれ。

　おそらくはひとつだけ確かなことがある。

　それはつまりこういうことだ──すべてはたぶん、リリアナ祭に集約される。

　絡まっていたいろんな糸が、学園最大のイベントにおいて、一気に進展を見そうな予感がする。

　いや、予感じゃないなこれは。ずばり確信だ。おそらくは致命的で決定的なことが、二日間の祭典の中で立て続けに起こるにちがいない。

　果たしてどんな波乱になることやら、いまから大いに楽しみだ……と言いたいところだけど。ぶっちゃけ戦々恐々である。無事に勤めを終えられればいいなあ。というかちゃんと生きてるといいなあ、学園祭が終わったあとに。

「で、肝心なことを訊きくんだがよ」

　声をひそめ、耳打ちするような体勢で会長さん。

「ぶっちゃけお前さん、ほんとに一発ヤってきたのか？　あの十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かと」

「いやあそれがですね」

　頭を掻かき掻かき、

「ぶっちゃけますと、酔っ払いすぎてて何も覚えてないんですよ。掛け値なしの本当に、まったく、これっぽちも。なんせその最中の記憶が完全に途切れてまして」

「マジでなにも？　ぼんやりした記憶さえねえってのかい？」

「ありません。カケラも。これっぽちも」

　ここはもう堂々と宣言するしかない。いや、堂々とする場面じゃないことはわかってるけど、開き直るしかないシチュエーションもこの世には存在するわけで。

「だけどよお前さん。そういうことなら真面目な話、何の証拠もない、ってことになるわけでよ。ヤったかヤらないかの真実は十乗寺君佳の胸の内ひとつ、ってことになりゃしねえかい？」

「ですね。そう思います」

「だったら何も粛しゆく々しゆくと従ってるこたあねえ。僕はヤってません、身に覚えがありません、って言い張れば済む話じゃねえの？　推定無罪って言葉は知ってるだろ」

「むしろ推定有罪で裁かれましたけどね、僕」

「そりゃしょうがねえよ、そうしなきゃ収まりがつかねえんだもん。……まあとにかく、お前さんには逃げ道があって、お前さんもちゃんとそれを認識してたわけで。もうちょっと別のやり方なり態度なりを取れたんじゃねえか、ってのがあたしの疑問なんだが」

「あの状況になったからには」

　苦笑いが漏れてしまう。その回答は僕にとって明確だ。

「知らぬ存ぜぬは通じない
 、っていう、それだけのことですよ。途中経過はどうあれ、真偽のほどはどうあれ、形として結局はああなったわけですから。責任を取る、というのはちょっとちがいますけど、何かしら何かがないことにはやっぱ収まりがつかないわけです。もっと簡単に言うとですね、推定有罪を、僕は僕自身に課したと。そういうことでして、はい」

「ははあ」

　会長さんが目を見張る。

「そいつはなんというか、ちいとばかし意外だねェ。得もしないし理に適かなってるわけでもねえ、いわば感情論ってやつじゃねえか」

「ええまあ。そういうことになります」

「なんとまあ……返す返すも意外だぜ。お前さんはそういうキャラとは遠いタイプだと思ってたんだが」

「ですかね？　自分としてはそんなにおかしな行動を取ったつもりもないんですが」

「いやいやそんなこたねえよ。あたしの知る限りお前さん、もうちょっと計算ができる男のはずだったぜ？　なるほどなあ、こいつは姫ひめの小路こうじ秋あき人との侠おとこ気ぎ、ってことになるわけか」

「侠気は褒めすぎですね。そんなには達観してませんから」

「知ってるか？　侠気ってのはやせ我慢と同義なんだぜ？」

「あーなるほど。そういうことなら納得ですね。なんせ僕、どうせならあの日の夜のことを覚えていたかったですもん」

「ほう？」

　興味深げに、

「そりゃまたどうして？　聞かせてくれや」

「だって、じゃなきゃヤり損じゃないですか」

　フンッ、と鼻を鳴らして僕。

「今のままだと百パーセント踏んだり蹴ったりで、なにひとつ得してないですよ僕。せめてめくるめく一夜の記憶ぐらいは残ってないと、ぜんぜん釣り合いが取れませんよ……あーもーホント損した。ないわー。マジでないわーこれ……」

「ぶはっ」

　会長さんが噴いた。

「かっかっか！　なかなか言うようになったじゃねえか！　いやはや、まさかお前さんの口からそんなセリフが出てきやがるとはなあ、恐れ入った！」

「笑いすぎですよ。こちとら割と本気でボヤいてるんですから」

「いやいや悪わりィ悪ィ。いや、しかし意外だ。もう何度目になるか知らねえが、いやー意外だわほんと」

　涙をぬぐいながら会長さん。

「しかし姫小路秋人よ。お前さんなんかちょっと変わったな」

「はあ、そうですかね？　自分じゃちょっとわからないですけど」

「変わったさ。変わったし、その変化は悪くねえと思うよあたしゃ。だがよ──」

　笑いつつ、だけどちょっと真面目な顔で、

「悩みがあるなら相談しな。そのための生徒会長で、お前さんの上うわ役やくで、だからこそあたしゃ普段からデカい顔してられるんだから」

「いえ、別に、そんな。悩みってほどのことは、特に」

「そっか。ならそれでいい」

　神妙に頷うなずく会長さん。

　だけどその顔にはハッキリ書いてある。『ぜんぶお見通しだぜ』と。

「ひとつだけ忘れんなよ？　あたしゃお前さんのためなら助力は惜しまねえ。だから行き詰まったらあたしに言え。ちゃんと手助けはしてやる。なんせあたしはお前さんの味方だからな」

「……ういす。恩に着ます」

「気にすんな。なんせお前さんはあたしの弟だしな」

「……なんか久々すぎて忘れてましたよその設定」

　呆あきれる僕と、いたずらっぽくウインクしてくる会長さん。

「もちろん愛人候補でもあるけどな？　とはいえ今はそういうシチュエーションでもねえからよ……って、話が長くなっちまった。なんせ今日はいろいろあったことだし、早めに休むとしようや。明日も早いし、リリアナ祭はもう目の前だ……ぶっちゃけこんな寄り道してるヒマはないくらい忙しいんだからよ」





　……そんなわけで。

　僕と十じゆう乗じよう寺じさんをめぐる一件は、ひとまずの落着をみた。

　とはいえ言うまでもなく、別に悶もん着ちやくが解決したわけじゃあない。

　むしろ火種だけを大量に抱え、臭いものに蓋をしただけの、豪快な棚上げであると言っていいだろう。取とり繕つくろったのは表面だけで、中身はむしろ地獄の釜みたいに煮立っているとみて間違いない。

　あえて今回の件は腹に呑のんでくれたみんなが、果たして何を考え、どんな行動に出るのか。そして大量の宿題を抱えてしまった僕が、それらにどんな形で応えていくのか。

　すべてはリリアナ祭で。

　たぶん、そこがでっかい山場になる。





十月一日（リリアナ祭①）









　その日がやってきた。

　秋も深まる十月のド頭。ぼちぼち窓を開けて過ごす夜がつらくなってきた今日この頃。

　ついに始まろうとしている。一泊二日、年に一度の祭典が。





　どん

　どん

　どん





　午前八時。天は画えに描いたような水色の快晴。

　祝砲代わりの花火が時おり空にはじけ、ご近所に祭りの開催を告げる中。文化祭実行委員の雇われ人である僕は、さっそく仕事に大わらわである。

「姫ひめの小路こうじくん。姫小路くんはどこだ？」

「あ、はい。ここです。どうしました？」

「来場するかどうか不確定だった例の代議士の件だけど。秘書の方の話によれば、ちょっとだけ時間を割いて顔を出せることになったらしくて」

「げ、まじですか。こっちは来ない前提で動いてたんですけど……」

「まあしょうがないよ、あちらさんも来年の選挙は盤石じゃないらしいから。少しでも票と人気を取っておきたくて必死なんだよきっと」

「といっても時間ないですよ？　ぼちぼち開会式も始まりますし」

「だけどあの代議士はここらの地元じゃ顔役だし、我々の委員会も実際に支援を受けてる。いい関係を保っておくのに越したことはない」

「了解です。なんとか対応します。いろいろ調整すれば、どこかのタイミングで二分ぐらいはあいさつの放送が流せるかも。代議士にできるだけ急ぐように言っておいてください」

　どん、どん、どん。

　いくつかの花火が天空に舞う。

「先輩、姫小路先輩」

「はいはいここだよ。どうした？」

「ちょっとまずいことになりました。プロレス同好会の件なんですが」

「何かやらかした？」

「はい。例年どおりのプロレス興行が予定されてたはずなんですが、運び込んでいる資材の量がどうにも多くて。不思議に思って問い詰めたり調べたりしてみたところ──」

「金網爆破デスマッチでも企画してたとか？」

「えっ。先輩なんで知ってるんです？」

「いや当てずっぽうで言ったんだけど……マジなの？」

「はい。あの連中マジらしいです。でもさすがにまずいですよね？　いくら訓練してたって流血沙汰は避けられないですよ。むしろ警察沙汰にもなりかねない。どうします？　中止にさせますか？」

「いや、プロレス同好会の興業は毎年人気だしね。できればやらせたい。まずは妥協案を探ってみて。上う手まくやれば丸く収められるかもしれないから。連中のやる気を削そがないように注意しながら、火薬取り締まり係との連携を密にしてね。それと一般の参加者には騒ぎを嗅ぎつけられないよう、細心の注意を払って」

　どん、どん、どん。

　さらなる花火が天空に舞う。

「おーい姫ひめの小路こうじ。いま手あいてるか？」

「いーや全然。猫の手も借りたい状況だよ。何かあった？」

「客が多すぎるんだ。いや、もちろん千客万来なのはいいことだし、史上最高のリリアナ祭を目指してるんだから歓迎すべきなんだが、それにしても多すぎる。想定以上だ。徹夜組が出るのは想定済みだったし、行列ができるのも計算の内だったが、どこの世界的ＶＩＰの出待ちだ、ってくらいに人だかりができちまってる。いや確かにＶＩＰもわんさか来るんだが、これじゃあ整理の手も警備の手も足りねえ。キャパ超えちまってるよ完全に」

「それだってシミュレーションしてたことでしょ？　なんとか頼むよ」

「現状で最大限やってるよ。それでも足りないからここに来てんだ。いやほんとマジで頼む、現状だといつパンクしたっておかしくねえ」

「了解。学園内を巡回してもらってる警備スタッフを何人か回そう。ただし時間限定だよ？　どうせすぐにこっちも人が足りなくなる。その間になんとか解決策を探ってみて」

　……てんてこ舞いである。

　四方八方から問題ごとが飛び込んできて、そのたびに運営本部が右往左往する、そんな時間がずっと続いているのだった。いやー参った。なんせまだリリアナ祭は始まってもいないのにこの騒ぎだから。まったくもって先が思いやられる。

　というか、だ。

　お気づきの方も多いと思うのだけど、なんで僕が運営本部の中心人物みたいに振る舞っているのか、という話である。しょせん僕は生徒会から出向した傭よう兵へいであり、よそ者はよそ者らしくほどほどに仕事をするのが本来なわけで──

『こほんこほん。皆さま聞こえていますでしょうか？』

　学園中にスピーカーの声が響いた。

　ぼちぼち開会のあいさつが始まる時間だ。ここを境にして、リリアナ祭の幕は本格的に上がることとなる。

『えー、それでは開会に先立ちまして、わたくしからひとことあいさつを述べさせていただきます。当学園の生徒会長を務めさせていただいております、二に階かい堂どう嵐あらしです。どうぞみなさまそのままお聞きください』

　会長さんの声だ。

　どうやら始まったらしいね。しかもあの猫なで声からして、いつもの捕食者バージョンじゃなくてよそ行き仕様っぽい。

『まずはご来場のご父兄、ご来らい賓ひん、また一般参加の皆々さまがたに感謝の言葉を。例年どおりにリリアナ祭を様々な形でご支援いただき、恐きよう懼くの至いたりです。おかげさまをもちまして今日この日を無事に迎えることができ──』

　不特定多数を相手にして堂々たる、そして朗々たる演説である。さすがは二階堂嵐、聖リリアナ学園の絶対的なリーダーだけのことはあるね。

『また本日はご覧のような晴天に恵まれ、我が学園の生徒たちが日頃の努力の成果を伸び伸びと、また存分に発揮できるだけの舞台が整いました。振り返れば二年前、わたくしがまだこの学園の一年生だった頃──』

「あの、すいません。ちょっといいですか？」

　会長さんのスピーチをＢＧＭにしつつ処務をこなしているうち、ようやく一段落するタイミングを見つけられた。

　僕はすぐそばにいた実行委員に声を掛ける。十じゆう乗じよう寺じさんに次ぐ組織のナンバー２、副委員長さんである。

「おう。どうした姫ひめの小路こうじくん？」

「委員長──十乗寺さんの様子はどんな感じなんです？　戻ってこれそうですか？」

「いやーそれなんだが」

　先輩委員は恐縮しながら、

「見てのとおり、本部のスタッフはみんな忙しくてな。そもそも保健室へ様子を見に行ってるヒマのあるやつがいないんだ。というか僕もついさっきここに戻ってきたばかりなんだが、またすぐにとんぼ返りしなきゃならん」

「んがー。そうなんですか。弱ったなあ」

　……と、いうわけである。

　僕が暫定の指揮官ポジションに就いている理由、そしてまた運営本部が想定以上にどたばたしている理由は、組織のリーダーたる十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かさんの不在にある。

　体調不良でぶっ倒れたのだ。

　貧血と胃炎と過労、との診断である。

　いやー。

　なんというか、会長さんが苦手にしてるのがわかってきたよ。よりによってこんな土壇場でやらかすか、っていうね。もちろん当人がわざとやってるわけじゃないし、誰よりも気落ちしてるのは十乗寺さん自身だし、まあその気落ち自体が体調不良に拍車をかけてたりするんだけど、いずれのイベントもあまりに彼女らしさが出ていて、つい苦笑が漏れるけど笑ってる場合じゃないというか。

「というわけで」

　副委員長が笑いながら肩を叩たたいてくる。

「よろしく頼むよ姫ひめの小路こうじくん。君に任せた」

「ええまあ、できる限りはやらせてもらいますよ。でも僕、本部の運営以外にもやらなきゃいけないことが大量にありまして。臨時で十乗寺さんの代理をやるのにも限界が──」

「いや、そっちはいい。十乗寺さん抜きでも本部の体制は整いつつあるし、浮き足立ってたみんなも落ち着きを取り戻しつつある。そもそもいかに適任だったとはいえ、外部の人間である君に重荷は押しつけられんよ」

「はあ、といいますと？　僕は何をよろしく頼まれるんです？」

「もちろん僕らのボスのことさ」

　ふたたびニコニコ笑いながら肩を叩いて、

「保健室まで様子を見に行ってほしい。その後の判断と対応も任せる。なあに大丈夫だよ、ウチの委員長は生徒会長とちがって実務能力はあんまりないからね、最初から彼女抜きでも運営が回るようには想定してるから」

「はあ。というとつまり？」

「こういう時のための姫小路くんだから」

　みたび肩を叩かれる。今度は両手で。そして笑顔で。

「委員長は隙だらけだが身持ちは堅い人だよ。その点は保証する。また僕たち委員一同は、彼女の幸福を純粋に願ってもいるから、どんな展開になっても心から祝福を贈ることだろう。いや、なにせ彼女は大いに魅力のある人なんだが、我々部下たちにとっては手のかかる姪めいっ子こみたいなものでね。なので早い段階でパートナーを見つけてもらえると、非常に安心できるというか……わかるだろう？」

「はあ、まあ。ええ」

　そうだった。

　この人をはじめとする委員会の多くが、僕と十じゆう乗じよう寺じさんに何があったか知ってるんだよな……ていうか僕と十乗寺さんの関係について、そんな風に立ち回ろうとしてるのか。それもセリフの雰囲気からして、わりと委員会全体の統一意思として？

「というわけで行ってきてくれ。健闘を祈る」

「いやそんな、健闘を祈られてもですね」

「そしてリリアナ祭を大成功させて、僕らの実力をばっちり生徒会に見せつけてやろうぜ。あ、そういえば君って生徒会の人間だっけ？　でもまあいいや、リリアナ祭が終わったらこっちに移籍するんだろ？　僕としては来年の委員長に君を推薦したいと思ってるんだ」

「えええ？　初耳ですよそんなの。ていうか──」

「さあさあ行っといで。ぐずぐずしてるヒマはないよ。さあさあ」

　追い出されるように本部を出る僕だった。

　いやはや。なんだかのっけから変な展開になってきたなあ……副委員長の、まるでお見合いでカップルを成立させることに生いき甲が斐いを見み出いだしてる親戚のおばさんみたいな雰囲気は、はてさて一体どうしたことだろう。

　ともあれ。

　いまはあれこれ邪推してても仕方ない。まずは駆け足で保健室に向かう。

『えー、ご紹介にあずかりましてごあいさつさせていただきます、○○区長の山やま本もとと申します。すでに他の方々のあいさつでも述べられましたとおり、本日はまことにもって良好な文化祭日和でございまして──』

　お偉いさんのスピーチを右から左へ聞き流しながら、駆け足で学園をゆく。

　すでに敷地内はお祭り一色だ。

　あちこちにひしめく模擬店。着ぐるみやら厚化粧やらで武装した客引きたち。林立する呼び込みのプラカード。ど派手な色使いで目立ちっぷりを競う看板の数々。僕以外にも慌ただしくあちこちを行き来している人影はひとりやふたりじゃきかず、秋だというのに早くも人いきれで靄もやが湧きそうだ。

　先日の夏祭りも賑にぎやかなものだったけど、なんというかな、あれとは活気の質がちがう。当たり前だけど場を構成している人員の平均年齢が若い。若いゆえにやや野放図で、だけどそれゆえに精彩が増しているというか。

　うん。

　いいな。

　会長さんが『夏祭りはしょせん前座』みたいなこと言ってたのが納得いくよ。少なくともここは水が合う。なんせ僕にとってはホームグラウンドだし、夏祭りの時みたいなゲストあつかいじゃなくむしろ主役だし。なんかこう、いやが上にも身体の内からエネルギーが湧いてくる感がある。たとえここしばらくの間にいろんなことが起きて、心身ともにへとへとだったとしてもだ。

　そう。これがリリアナ祭の力なんだな。年に一度の祭典は、生徒たちのやる気に火をつけ、熱風を送り、さらなる燃料を投下し、周囲を力尽くで巻き込んでいよいよ巨大化する、特上のジェネレーターとして機能しているらしい。

『では続きまして、代議員の吉よし田だ元もと治はる氏からごあいさつをいただきます。ご存じの通り、リリアナ祭の開催に際しましては例年、氏から多大なるご支援を──』

「あっ！　秋あき人と神しんさん!?
 」

　保健室のドアを開けると、ベッドで寝ていた十じゆう乗じよう寺じさんが飛び起きた。

「すいませんすいませんこんな時にこんなことになって！　何でもしますからどうか平に、平にご寛かん恕じよを請こう次第──」

「あーいやいや。どうか気楽に。どうか」

　放っておくとそのまま切腹でもしかねない勢いなので、素早く十乗寺さんに寄り添って行動を制止する。というかこの流れにもいいかげん慣れてきて、我ながらストップに入るタイミングとか呼吸とかがこなれてきた。そんな自分がちょっと嫌だ。

「どうですか十乗寺さん。調子の方は」

「大丈夫です。問題ありません。すぐにでも原隊復帰できます。ご迷惑をおかけしましてすいません。ではさっそく本部へ」

「いや無理ですから。普通に顔色悪いですし、あちこちふらふらしてますよ。運営の方は委員会のみんなでどうにかやってますから」

「ううう……面目ありません」

　しゅーんとうなだれ、ベッドに潜り込む十乗寺さん。

　そばにあったパイプ椅子を引き寄せて僕は座る。

　保健の先生は不在のようだ。四台あるベッドも埋まっているのはひとつだけ。喧けん噪そうの雰囲気は、校舎の端っこにあるここにまでもひしひし届いてくる。お偉いさんの演説も届いてはくるけど、耳に障るほどではない。

「ワタシ、昔からこんな感じなんですよね……」

　鼻から上だけ布団から顔を出しながら、十じゆう乗じよう寺じさんがぽつりと呟つぶやく。

「与えられた責任を果たそうとして、自分の能力以上にがんばろうとして、それでつぶれて。がんばってるつもりでも、けっきょくは周りに迷惑をかけてしまう、みたいな」

　視線は窓の外へ。ここから見える景色はケヤキの大木とツツジの植え込みしかないけど、彼女が脳内でどんな景色を見ているかは鈍い僕でも想像がつく。

　なのでここは様子見。

　しゃべりたいことはきっとたくさんあるだろうし、それを聞くのがこっちの務め──と思ってる端から続きがきた。

「これでも自覚はあるつもりなんです。ワタシって周りが見えないところが多々あって。しかもピンチに弱い体質といいますか、いえもちろんピンチじゃなくても常に弱いんですが、それってつまり全方位に弱いってことなんですけど……というか周りのことを云うん々ぬんする以前に自分のこともあまりわかってないから、だからこんな様になってしまいます。空回りにもほどがあります。空回りだけならエネルギーが無駄になるだけで済みますけど、そのエネルギーが単に周りの迷惑になるだけに消費された的な……」

「ええまあ。そうかもですね」

「単に迷惑をかけるだけ、というならまだしもですね。これじゃあやっぱりへこみます。委員会のみなさんが笑って許してくれそうなあたりも、逆にいたたまれない感じです。そして今また、こういう身の上話を秋あき人と神しんさんに聞いてもらうことによって、自分の負担を軽くしようと目もく論ろんでいる自分に気づいたりもします。卑劣で、姑こ息そくです。武家の風上にも置けない恥さらしです。切腹どころか打ち首獄門になってもおかしくないです」

　しゅーん。

　しゅんしゅーん。

　……と、音が聞こえてきそうなくらいにしょげ返る十乗寺さん。

　さて。どうやってフォローしようかな──と考えてみてから、別にそんな必要もないんじゃないか、っていう気になってきた。

　思ってることをそのまま言えばいいのである。

「ですね。まったくそのとおりです」

　まずはそう切り出した。

　十乗寺さんが「はうっ!?
 」という目で見てくる。なにもそこまで容赦なく肯定しなくても、という顔。

　僕は笑いながら、

「でも反省しなくていいですよ別に。あまり気にしないのがベストじゃないかと」

「は、反省しないんですか？　いろんな人の足を引っ張りまくったのに？」

「ええそうです。だって今に始まったことじゃないでしょ？　十じゆう乗じよう寺じさんがヘタレでいまいち役に立たないのって」

「そ、それはそうですけど、そこまで面と向かって言われるとなんというかその」

「でも、それでも世の中ちゃんと回ってる」

　肩をすくめて、

「あなたがミスったとしても、他の委員会の人たちがちゃんとフォローしてくれる。現に今も運営本部は破綻してない、むしろ生き生きとみんな動いてる。それも決して嫌々じゃなくて、愚痴を漏らすスタッフはひとりもいない。まあなんと言うかですね、ひとことで言えばこんなのは想定済みで、世の中結果がすべてで、今のところ委員会は結果を出していて、その委員会のボスは十乗寺さんだ、ってことです。仲間に恵まれてるうちはそれでいいんです。どうぞさんざんミスり倒して、その上で組織の長らしく堂々としててください。謎の人望と統率力を持っているあなたには、それがふさわしいはずです。でしょ？」

「ああ。ええ。はい……」

　ぽかん、とする十乗寺さん。

　その顔にタイトルをつけるなら『キツネに化かされた女』で決まりだろう。まるで石器時代の人間が現代文明に触れて戸惑ってるみたいな。
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「……なるほど。ふむ。なるほど。ふむふむ」

　でもってどうやら効いたらしい。

　十じゆう乗じよう寺じさんの瞳に理解の色らしきものが浮かび、しきりにふむふむ頷うなずいて、

「とても納得しました。なるほど、そんなものの見方もあるんですね。深くて真っ暗な洞窟の中で懐中電灯もなくさまよっていたら、想像もしていなかった方向から光が差したみたいな、そんな感じです。蒙もうを啓ひらかれるとはこのことです。目からぼろぼろ鱗うろこが落ちて包丁要らずみたいな、そんな態です」

「なんだかよくわかりませんけど、気分が晴れてくれたなら何よりです。ていうかぶっちゃけ詭き弁べんですけどね今の」

「詭弁でも騙かたりでもなんでもいいです。ワタシは秋あき人と神しんさんの言葉によって救われた、それがすべてです。本当に神様みたいなお方ですね秋人神さんは……」

「はあ。そですか」

　騙だまされやすい人だなあ。

　まあその隙だらけっぽさが、逆にある方面の人たちからは好評なのかもだけど。というかその呼び方やめてくれないかな赤面するから。

「……やっぱり秋人神さんって、イイです。とてもイイです」

　ぽわわ～ん、という擬音語がぴったりな様子で、うわごとみたいに呟つぶやく十乗寺さん。

　なんというかこの人……わかりやすい。いや、わかりやすすぎる。彼女の中でどんな心情の化学変化が起きたのか、僕でさえ手に取るように理解できるぞ？

「あの秋人神さん！」

「はいなんでしょう」

「ワタシ決めました！　あなたにプロポーズします！　なので結婚してください！　ワタシ本気です！」

「すいませんごめんなさい」

「はうっ!?
 　迷うそぶりすらなくお断り!?
 　じゃ、じゃあまずは清く正しい男女のお付き合いからでどうでしょう!?
 」

「すいません。それもごめんなさいします」

「一度ならず二度までも!?
 」

　頭を抱えてうずくまる十乗寺さん。

　だけどすぐさま復活して、

「ええいだけどワタシ一度くらいじゃ諦めませんよ！　なんせ本気ですから！　何度でもアタックして、イエスを勝ち取るまでは戦いをやめません！　そうしていずれ秋あき人と神しんさんと幸せな家庭を……にゅふふ。あ、ちなみにワタシ、子供はたくさんの方がいいです。ざっと五人ぐらいでどうでしょう？」

「……そういう発言はうちの妹の専売特許にしときましょうよ。キャラかぶりは誰も幸せになれませんから」

「だけどワタシと秋人神さんは一夜をホテルで過ごした仲ですし。流れ的にはそういうのもアリなんじゃないかと思うのですが」

「うぐっ。いえ、あの。できればあんまりその話題を蒸し返さないでください……いろいろ先送りにしてる身としてはぐさぐさ刺さってくる感じなので……」

　今度は僕が頭を抱える番だった。

　いやほんとにね、いまはちょっとね、あまりにも忙しすぎてですね。あれこれに決着をつけてる余裕がないんです……もうしばし経たったら、きっといろいろ片付けられるので、それまでお待ちいただければ幸いといいますか。

『えーそれでは最後に、もういちど生徒会長のわたくし、二に階かい堂どう嵐あらしよりひとこと申し述べさせていただきます』

「おっと！　そろそろ開会式が終わるみたいですね！」

　渡りに船である。

　リリアナ祭の幕が上がれば、僕は文字どおりに東奔西走することになるだろう。

「じゃ、そんなわけでここは失礼させてもらいます！　十じゆう乗じよう寺じさんが元気そうでよかった！　委員会のみんなにも安心するように報告しておきますね！」

「あっ、待って秋人神さん！　あとでデート！　デートしましょう！　もうちょっとしたらワタシ復帰できますから、そうしたらちゃんと時間を取りますから！　もちろん委員会の仕事もがんばってやりつつです！　お願いします！」

「ほんとに時間ないですけどね！　でもできるだけ考えておきます！　それじゃまた！」

「了解しましたっ。いよーし燃えてきたぞおおお！　お婿さんゲットのために婚活がんばるぞ！　えいえいおー！」

　鬨ときの声こえを背に僕は保健室を出た。

　とりあえずはミッション終了──だけど、単に新たな難問を増やしただけの気もする。十乗寺さんはもちろん、実行委員のみなさんとの付き合い方をなにかと見直していかなきゃならんかも、なんて考えながら廊下を駆ける。

　会長さんの〆しめの言葉が学園中に響く。

『──いよーっし、おカタいあいさつはここまでだ！　なんせあたしにとっちゃ最後のリリアナ祭、総決算のリリアナ祭だからよ！　生ぬるい盛り上がりでお茶を濁そうなんてヤツがいやがったら承知しねえぞ!?
 　大いにハジけて大いにトべ！　年に一度の大無礼講、堂々の開幕だこらあああああ
 ！　いやっふーうううう
 ！』





十月一日（リリアナ祭②）









　さて。

　リリアナ祭初日における僕のミッションを整理したい。





　その一。銀ぎん兵べ衛えが主催する『料理と経済ハイブリッドイベント（仮称）』の手伝い。

　その二。那な須す原はらさんが企画する『アナとあっきー夫婦めおと漫才ショー』の出演。

　その三。秋あき子こが主となって運営する『新しん藤どう光こう一いち郎ろうサイン会』への対処。





　──以上、三点がメインである。

　他にも随時、実行委員のヘルプに狩り出される可能性が捨てきれない。加えていかにリリアナ祭が生徒会の主導でないとはいえ、生徒会メンバーとしての役割は何かしら回ってくることだろう。会長さんからの呼び出しは前提として考えておかないと。

　のみならず、十じゆう乗じよう寺じさんからのお誘いへの対処がある。

　もし仮にお誘いに応じた場合は、生徒会のみんなとの付き合い方とか対応をどうするべきか。十じゆう乗じよう寺じさんの誘いだけにお付き合いしたら、かなり高い確率で揉もめ事ごとになる……さすがにそのくらいは僕にでも読める。その場合は他のみんなともデートした方がいいのだろうか。それとも僕が気の揉みすぎで、あまりあれこれ考えすぎるべきじゃないんだろうか。考えすぎると身がもたないし。

　……そんなわけで、プライベートもなければ気の休まるヒマもない、おそろしくハードな一日になりそうな予感がする。いや、これはもう確定と言っていいよね。我が身を呪うつもりはないけど、さすがに途方に暮れるのを止められないというか。まあ毎度のことだから問題ないっちゃ問題ないんだけど、

「いよーっす！　元気そうにしとるやんかアキト～！」

　そう。

　加えてもうひとつ、ある意味もっとも厄介なミッションも存在するわけで。

「うんうん何よりやな。アンタのテンションが低いと、案内してもらう立場のウチとしても心からは楽しめんようになるもんな。よっしゃよっしゃ、今日はホンマに楽しみな一日になりそうやで」

「……あなたの目は節穴ですか。僕のどこをどう見たらテンション高く見えるんです？　むしろ全力で胸焼けしてるところですよ、この先しばらくあなたのお守りをしなきゃならないことを想像して」

「にゃはは！　ええねんええねん、アンタの本音はどーでも！　いざお祭りが始まってまえば嫌でも気分は乗ってくるもんや！　もし仮にそれでもアンタのテンションが冴さえんよーなら、ウチがしっかりテンション引き上げたるさかいな、大船に乗った気でおってな！」

　さて。

　そっくり返って高笑いするこの女性、名を鷹たかノの宮みや御み幸ゆきという。僕のお世話になっていた家の娘さんで、僕から見ると義理の姉ということにならなくもないのだけど……厄介なミッションとは他でもない、リリアナ祭において適宜、この人を案内することである。

「お姉さま、御幸おねえさま」

　とその時、困り者の義姉の背に隠れていた人影が姿を現あらわした。

　ありさである。彼女から見て御幸さんは実の姉にあたる。

「おーおー。どうしたんありさ？」

「あのですね、ありさ、今日という日をとても楽しみにしていました」

「おーおー気が合うやん、ウチもめっちゃ楽しみにしとったで？　なんせ久々にありさと遊べるわけやしな～」

「えへへ、ありさもです。ありさも、御幸お姉さまと会えてうれしいです。お姉さまはいつもお忙しそうにしていますから……」

「おーおー堪忍してな、ウチにもいろいろ事情ってもんがあってなあ。せやけど大丈夫、今回はバッチリ休みを取ってきてるから。全力でありさと遊ぶことができるよって」

「わあい！　お姉さまだいすき！」

　姉に抱きつき、ほっぺをすりすりするありさだった。

　そんな妹の頭を御み幸ゆきさんは、ご満悦の表情で撫なでている──かくのとおり、この姉妹は大変に仲がいい。片や一族の期待を一身に背負う優等生、片や一族の鼻つまみ者たる問題児なんだけど、妙にウマが合ってるんだよな。

「でもお姉さま、あまり秋あき人とにいさまを困らせてはだめですよ？　にいさまは今日、とても忙しいんですから」

「わーっとるわーっとる」

「ありさ、今日のリリアナ祭についてはたくさん勉強してきたので。なので、案内はありさでもできます。だから、今日はありさといっしょにたくさん遊ぶことを考えましょう、お姉さま」

「わーっとるわーっとる。ウチかてありさとたくさん遊びたいがな。ちゅーかアキトはありさの許嫁いいなずけで、ウチの弟になる男やから。優しゅう優しゅうあつかうつもりやから安心しとき？」
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　うそつけ、と心の中で毒づく。

　ありさの許嫁いいなずけだからって、この人から手心を加えられたことなんてありゃしない。ただの一度もね。本能だけで生き、快楽だけを求めて生きる、そんな自己中心モンスターが鷹たかノの宮みや御み幸ゆきという人だ。そもそも優しくあつかうつもりなら、こんな忙しい時期に案内役なんて頼まないでほしいな、っていう。

「さてそんなわけやからアキト」

　ぬふふんと笑いながら御幸さん。

「こうしてウチらが肩を並べて歩くのも久しぶりやな。今日はホンマよろしく頼むで」

「ええまあ、なるべくご期待に添えるようにはしたいですが。正直あまり期待はしないでください。立場的にけっこういろいろやらなきゃいけないこともありますから」

「まーまーそう言いなや。せっかくの機会なんやし家族三人、水入らずで楽しもうやんか。な？　な？」

「家族ですか。家族。ええ家族ねえ」

「なんやなんや。歯の間になんか挟まっとるような言い方やなあ」

「ええそうですとも挟まってますとも。言っておきますが、僕は御幸さんと家族になった覚えはないし、鷹ノ宮の人間になった記憶だってこれっぽちもないです。むしろどちらかと言えば全力で関わりたくない相手ナンバーワンなんです。個々人の解釈に口を挟むつもりはありませんが、私的な価値観を押しつけるのはやめてくだ──」

「……あの、にいさま。秋あき人とにいさまは、鷹ノ宮の一員になるのはお嫌でしたか？　ありさとにいさまは、家族同士にはなれませんか？」

「あっはっは何を言ってるんだいありさ。僕とありさはね、鷹ノ宮がどうとか、家族がどうとか、血の繋つながりがどうとか、そういう次元とはちがうところでお互いを大切にしあってるだろ？　だから細かいことは気にしなくていいんだよ」

「えへへ、それを聞いて安心しましたっ。でもにいさま、できれば御幸お姉さまとも仲良くしてもらえるとうれしいです。お姉さまはこう見えて、裏ではにいさまのことをとても気にかけていてくれるんですから」

「そうやそうや、ありさの言うとおりや。ウチ以上にアキトのためを思って行動してる優しい身内は他におらへんで？　せやからもっと優しゅうせなあかん。とりあえず今日はぜんぶアンタのおごりで頼むわ。今月ピンチやねん」

「寝言は寝て言ってください。むしろお姉さんヅラするならそっちこそおごってくださいよ。僕の懐ふところは一年をとおしてピンチなんですから」

　……とまあ。

　そんなやりとりを交わしながら学園祭巡りをスタートさせる僕らだった。

　でもって僕ら三人の関係ってやつも、おおむね理解してもらえたんじゃないだろうか。僕、ありさ、御み幸ゆきさんのトリオに限って言えば、この程度には平和なんだ。他の鷹たかノの宮みやの人たちが絡むとそうはいかないんだけどね。

「わあ。これがリリアナ祭なんですね。とても人が多いです。あと、みなさんとても元気そうだし、笑顔です。なんだかありさの気分も釣られて盛り上がってきましたっ」

「ありさ、じつは朝ご飯を抜いてきました。なので今日はたくさんいろんなものが食べられます。中でもクレープとわたがしは、ぜったいに食べるつもりでいます。なのでまずはそこに行けるといいです」

「あのお店はなんですか？　水着とか、布地の少ない服がたくさん並んでいて、コスプレ撮影会、初心者歓迎と書いてありますが。ありさ、あそこに行ってみたいです。……えっ、だめなんですか？　あそこは大人用のお店？　だったらだいじょうぶです、ありさは大人ですから」

「あっ。ほらほら見てください。お化け屋敷の看板があります。あれはどこでやっているのですか？　ありさ、とても行ってみたいです。……えっ？　怖くないのかって？　だいじょうぶです、ありさは本物のお化け以外は怖くないです。お化け屋敷は人間がやっているので問題ないです。本当です」

　ある意味当然なんだけど、いちばん盛り上がってるのはありさである。

　まあね、いくら飛び抜けた秀才とは言っても、まだまだ遊びたい盛りの子供だもの。こうしてテンション上がっちゃうのは見てて微笑ほほえましい。夏祭りの時はお行儀よくしてた彼女だけど、あの際はアルバイトの名目があったし、生徒会のメンバーもそろってたから、きっと遠慮があったんだろうな。確かにそういう意味じゃありさは大人なんだ。

「いやー。リラックスしとるなー」

　御幸さんが感心した声を出した。

　お小遣いをもらって綿菓子を買いに行くありさの背中を眺めながら、

「昔はもっと気ィ張ってたもんやけどな、なんやずいぶんと活いき活いきしとるわあの子」

「でしょうね。ここには玲れい一いち朗ろうさんも鏡きよう子こさんもいませんし。まして欲の皮が突っ張った親戚連中の目もありませんから。かなり素のままのありさが見れますよ」

「ほんまになあ。あーやって無邪気に振る舞ってるあの子は、控えめに言ってもリアル天使やで。なるべく末永くあんな感じでおってほしいわ」

「ですね。将来はきっと女神にジョブチェンジするでしょうね」

「せやなー。ほんまええ子やなー」

「まったくです」

「せやから早はよ嫁にもらってなー」

「ノーコメントです」

「しかし真面目な話」

　ぷしゅっ。

　手近なベンチに腰掛けて缶ビール（持参品）を開けながら、

「ありさほどええ嫁になりそうなんは他におらへんで？　ウチもいろんなとこほっつき歩いていろんな人間見てきたけど、あの子はある種最強や。身内びいきなしにして普通におすすめするわ」

「僕だって自信を持っておすすめしますよ。結婚相手を真剣に探してる男がいたら、何をおいても真っ先にね。ただしその男に対する審査はめちゃくちゃ厳しくしますけど。下手な野郎にありさをくれてやる気はさらさらないんで」

「アンタやっぱ実の妹と結婚したいん？」

「ノーコメントです」

「負けてへんと思うんやけどなー」

　イカ焼きの串を頬ほお張ばりつつ、

「ま、確かに鷹たかノの宮みやの家に入るのは面倒くさいやろうし、周りから囃はやし立たてられて結婚するみたいな流れは気に食わんやろけど。小っさい小っさい、そんなんは小っさいことやで。名より実を取るの精神でいかんと」

「別にそういうのは問題にしてないんですが……」

「ありさと結婚した暁には、ちゃんとウチのことお姉さまって呼んでな？」

「死んでもいやです」

「そんなに秋あき子こちゃん？　やっけ？　がええのん？」

「ノーコメントです」

　ていうか、今日はやけに攻めてくるなこのおばさん。

　いや、昔からこんな感じではあったけどね？　人の急所を的確に突いては手を叩たたいてはしゃぐ困り者で、幾度となく手を焼かされたものである。まあ僕は都合の悪いことには一貫して口をつぐみますが。

「ま、何にせよ」

　ぷしゅっ。

　早くも二本目を開けながら、

「今日か遅くとも明日のうちにはな、秋あき子こちゃんにあいさつのひとつもさせてもらうつもりやから」

「……やっぱそのつもりなんです？」

「とーぜんやんか。秋子ちゃんはかわいい弟分の、そのまた実の妹やろ？　そうでなくともウチは、いちおう鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわの全権委任大使としてここに来とるんや。上流階級気取りの連中にコキ使われるのは癪しやくやけど、それでも引き受けたからにはある程度の仕事はせんと」

「いやー。僕の記憶にある御み幸ゆきねえさんは、そういう勤勉さとは無縁の存在だったんですけどね。でもってアウトローな雰囲気を出してた頃のあなたは、けっこう憧れの存在だったりしたんですけどね。なんか残念です。歳としは取りたくないなあ」

「まあなー、ウチもいつまでも若いままではいられんから──ってなんでやねん！　ウチはまだ二十代の前半やっちゅーねん！　昔を懐かしんでる感じでしみじみ振り返られるほど老け込んどらんがな！」

「そりゃそうなんですけど」

　僕はジト目をして、

「なんというか、ノリ突っ込みの冴さえが鈍ってきてないですか？　往年の御幸お姉さまの実力はこんなもんじゃなかったのに」

「そっちこそ、安やっすい挑発でウチを乗せようとするなんざ落ちたもんやで。……ところでアンタも飲みいな。アンタの分も買こうてきてるから」

「僕は未成年で、ここは高校で、なおかつ僕は生徒たちの模範となるべき生徒会の一員なんですが。その僕に飲酒を勧めると？」

「なんやなんや、ウチの酒が飲めんっちゅーんかーい」

「誰の酒だって飲む気はありませんよ。直近、酒で大失態をやらかしたばかりなんで」

「そう情けない顔しいなや。買うてきたのはノンアルコール系で、子供の飲むジュースと変わらん。安心して飲みい」

　確かに未成年でも飲める系のビールだった。

　陽ひが高くなってきて汗ばんできたこともあり、缶の中身を一気に干す。喉を潤す液体の冷たさが身にしみる。こうしてる間にもあちこちの模擬店に客が入れ替わり立ち替わりに訪れては去り、通りに客引きの声は絶えず、脂のしたたる香りや砂糖の焦げる香りが一円に立ちこめて、なんだか早くも祭りがピークを迎えている感がある。第一段階はまずは成功、と言っていいだろうな。

　しかしあれだ。

　今日の御み幸ゆきさんは妙に僕とありさをくっつけたがるね。そのうえ秋あき子この話まで持ち出してくるという……もとよりこのおばさんはせっかちで直線的な人だから、キャラ的にはとても納得ではあるんだけど、

「御幸お姉さま！　また秋あき人とにいさまを困らせて！」

　とその時。

　綿菓子を抱えたありさが戻ってきた。

　僕と御幸さんの姿を見ただけでどんなやりとりがあったか想像できたらしく、たちまち愛らしい眉をつり上げて、

「どうしてそう、にいさまに意地悪をするのですか。ありさはいつも言っています。にいさまと仲良くしてください、って」

「意地悪なんてとんでもないがな。ご覧のとおり、アキトとウチはとっても仲良うやっとるやろ？　ほれほれ、こんな感じで肩組んだりもするし。な？」

「でもありさにはわかります。にいさまは今、とても困った顔をしていました」

「そないなことあらへんてー。アキトの渋い顔はいつものことやんか。寝ても覚めてもむっつりしとるのはこの男の専売特許みたいなもんや。そのことはありさもよう知っとるやろ？」

「うう、それはそうですけど……でもそう、そうです、お姉さまはにいさまにお酒を飲ませています。これは言い逃れできないことです」

「せやからノンアルコール飲料やっちゅーねん。ほれよく見てみ？　ラベルにちゃんとそう書いてあるやん？」

「そ、そうなのですか？　……むむむ、確かに書いてあります。これはありさの早とちりだったようです。ごめんなさいです」

　でも困り顔してたのはホントだよ？

　……と心の中でつぶやくも不発。素直天使のありさは、すっかり姉の言葉を信じちゃったみたいだ。たちまち機嫌を直してにこにこ笑いつつ、

「そういうことであれば、ありさとしては問題ありません。御幸お姉さまはありさの言うことを素直に聞いてくれる、良いお姉さまです。さすがです」

「むふふ、せやろせやろ？　もっと褒めてくれてええんやで？　なんならウチのひざに乗って抱っこさせてくれてもええんやで？」

「ありさはこれからわたがしを食べるので、抱っこはお行儀が悪くなってしまいます。なので代わりに、わたがしをおすそわけします。お姉さまにひとくち食べさせてあげます」

「うほほーい、そらええわ極楽やわ。ありさにあーんしてもらえるなんて、一週間に一度もないレアケースやで」

「でもひとくちだけですよ？　それ以上はだめですよ？」

「わーっとるわーっとる。早はよ食べさせてえな」

「ではいきますよお姉さま？　……あーん」

「あーん。……ばくっ。むしゃむしゃ」

「ああああ
 っ!?
 　ひとくちって言ったのに！　たくさん食べましたね!?
 」

「うん。食べた」

「ありさを騙だましたのですか!?
 」

「うん。騙した」

「むううううう
 っ！　ありさはもう怒りました。お姉さまにはもう、何もおすそわけしてあげません」

「ふっふっふ。わたがしをしこたま横取りしたウチにとって、その脅迫は何の役にも立たへんわ。時すでに遅し、覆ふく水すい盆に返らずやで」

「むぬうううっ。だったらですね、今日はもうありさが何を買ってきても、お姉さまにおすそわけしないことにします。これでも反省しませんか？」

「へへーん問題あれへんわ。ウチはもういろんなもんを食べたもーん。ビールだってたくさん持ってきてるもーん」

「……わかりました。では、ありさは徹底抗戦します。今後一切、お姉さまとは口を利かないことにします。いっしょにいてもあげませんし、目も合わせてあげません。今日からお姉さまとありさは赤の他人──」

「仲直りしてください」

　あっさり白旗をあげる御み幸ゆきさんだった。

　ありさは満足げに、

「反省しましたか？」

「したした。めっちゃ反省した」

「悔い改めましたか？」

「うんうん。めっちゃ悔い改めた。せやからほれ、仲直りのしるしにお小遣いあげるから。これでおかわり買こうてき」

「わあい！　行ってきまーす！」

　あっさり懐かい柔じゆうされ、ふたたび模擬店の列に駆け戻っていくありさ。

「……僕が言うのもなんですが」

「ん？　なんや？」

「ありさで遊びすぎですよ御み幸ゆきさん。あんな可愛かわいい子を手玉にとって悦に入るなんて、お世辞にもいい趣味じゃありません」

「なっはっは。ええねんええねん。これも愛情表現の範囲内やし、ありさも楽しんどるし。いわば一石二鳥ってやつや。ウチもハッピーあの子もハッピー、みんな得するＷＩＮ＆ＷＩＮの関係。世はすべて事もなし」

「ありさの寛容さだけに支えられてる関係、って気がしますけどね？」

　悪態をついてはみるけどそれ以上の追及はしない。

　なんとなればこのふたり、僕と秋あき子この関係にちょっと似てたりするんだ。ゆえに『僕が言うのもなんですが』になるわけで……いやー、何を言ってもブーメランになって自分に返ってくるんだよな、このケースは。

「ま、あの子はああいう子やから」

　と御幸さん。

「大切にあつかってあげてーな？　最近あの子をほったらかしのウチが言うのもなんやけど」

「言われなくてもそうしますよ。なんせありさは僕にとっても大切な子ですから。許嫁いいなずけうんぬんを別にすればほんと最高の子だし」

「そんなこと言わず、アンタの手であの子を最高の子にしたればええがな。あの子は昔っからアキト一筋で生きてきたし、意外にガンコやから他の道にルート変更することもできへん。ありさを女にしてやれるのはアンタだけなんや」

「プレッシャーきついなあ」

「そらたまにはな。こうやって面と向かって話す機会はそうあれへんし」

　ぐびぐび。

　ペース早すぎだろの三本目。

「つってもウチ、言うほど焦っとらんから。そもそもありさはまだあーいう歳としやし、アンタの方かてひとつ屋根の下で暮らしてれば嫌でも愛情は湧くやろ。ま、時間の問題っちゅーわけやな」

「……前から疑ってましたけど」

　僕はジト目で、

「ひょっとしてありさが学生寮に来たのって、御幸さんの差し金だったりします？」

「あらー何のお話かしら？　ワタクシまったく心当たりがありませんことよ？　大恩あるお姉さまを疑うなんて、とってもひどいことだと思いますの」

「……これほどまでに疑いを逸そらすつもりがない受け答えって、僕初めてです」

　怪しさ全開というより白状してるも同然だ。

　しかしそうか。やっぱりな。いくら会長さんが手腕を発揮したからって、ありさがいきなり学生寮の管理人に収まるなんておかしいと思ってたけど、御み幸ゆきおばさんが一枚噛かんでいたとなれば話は別。なに考えてるかよくわからないトリックスターポジションを取ってはいるけど、その気になればものすごい出力を発揮できる人だからね。そのことは、一族の鼻つまみ者でありながら鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわの全権大使を任されたことからも、一目瞭然じゃないかな。

「さーて。ほなぼちぼち行こかいな」

　ビールを一気に飲み干し、ベンチから立ち上がる御幸さん。

「行くって」と僕。「どこへ？」

「どこ、ってそらリリアナ祭を見て回るに決まってるやん。ウチそのために今日はここへ来たんやから」

「それはそうですけど。リリアナ祭を見て回る案内のために僕はここにいるんじゃ？　まだ案内と言えるようなことは何もしてないですよ」

「別に一日中拘束する気はあらへんがな」

　ぱたぱた手を振り、

「ありさとふたりでデートしながら、ぼちぼち様子を見つつアンタに案内を頼むことにするから。アンタはとりあえず好きにしとってええで？　可愛かわいい弟分のアキトも今日は忙しいやろうと見越しての親心、姉心や」

「それはどうも。気を遣っていただいて」

　とは言ってみたものの、どうしたって勘ぐっちゃうよね。要するにありさとのアバンチュールに僕は邪魔者だから基本的には遠ざけておいて、態のいい召使いよろしく都合のいい時だけ召喚しようっていう、そういう魂胆じゃないかと。

「ほな行ってくるわ。あんじょう気張りいや～」

　手を振り振り、学園祭の賑にぎわいの中へ消えていく御幸さん。

　時計を見ればそろそろ次のスケジュールが迫っている。実行委員会の本部に立ち寄ったりしつつ、僕も速やかに行動に移るとしよう。





十月一日（リリアナ祭③）









　今さら説明は要らないと思うけど、猿渡さわたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみは優秀な人物である。

　明めい晰せきな頭脳を持ち、小柄ながら運動能力もおしなべて高く、学業の成績はもちろんのこと家事全般に堪能であり、お家芸である経済についても大いに明るい。

　通信簿の成績はオール５以外あり得ないし、内申書にも絶賛の言葉ばかりが並べられるであろう彼女だけど。あえてその中でもひとつ特記事項を選ぶとするなら、冷静沈着な実行能力が挙げられるべきだろう。無理のない、それでいて最大効率を発揮できる計画を立案し、予算と人員を自在に操って結果を出す手腕は、年若くして達人の域に入っている。

　そして今回、銀兵衛は『料理と経済』をテーマにした企画を立案した。正直なところ、見たことも聞いたこともないコンセプトの組み合わせだけど、彼女が提案するからには何かしら見通しはあるのだろう。きっと誰も見たことも聞いたこともない、斬新な切り口でリリアナ祭を彩ってくれるにちがいない。なんせどちらのテーマも銀兵衛が得意とするところだから、普通に考えて成功率は極めて高いはず。ましてや『ジュエル・オブ・リリアナ』の座を狙うとか公言してたからには、相当の自信と確信をもって臨のぞんでくることだろう。

　さーて楽しみだな。

　ふたを開けたらどんな驚きが待っているのか、わくわくテカテカしながら結果を見させてもらうとしようか！






　　　　＊







　……で。

　ふたを開けた僕を待っていたのは、頭を抱えて座り込む親友の姿だった。

「……何してんの銀兵衛？」

　場所は特別教室棟のＡ‐１、調理実習室である。

　いったん外に出てみて確認したけど間違いない。リリアナ祭においては特等席と言える、もっとも広くて設備もそろった、本来であれば激しい争奪戦の果てに割り当てられるはずの場所。学園において尊敬の対象である生徒会の一員、人気者の猿渡銀兵衛春臣のたっての企画ということで確保できたプラチナ会場に相違ない。ていうか企画者たる銀兵衛が目の前にいるんだから疑いようがない。

「……見てわからないのかい？」

　親友はゆっくり首を上げ、自嘲たっぷりにくちびるを歪ゆがめながら、

「途方に暮れてるのさ。決まってるだろう？」

「途方に暮れてるって……」

　調理実習室の中を見渡す。

　清潔そうな白いクロスの掛けられたテーブル。今日のために持ち込んだと思われる、授業用のものとは別のおしゃれな椅子。無骨な壁にはそこかしこに小粋な飾りが施され、食材を満載したと思おぼしき発泡スチロール箱がずらりとそろい、講義用であろうホワイトボードの用意も怠りない。

「どちらかと言えば準備万端、に見えるんだけど？」

「準備万端か。なるほど。そう見えるか」

　ふふ。

　視線を逸そらしながら力なく笑う銀ぎん兵べ衛え。

　僕はさらに問いかけて、

「ところでアシスタントの人たちは？　今日は君のために有志の人たちが何人も集まって手伝ってくれる手はずだったんじゃ？」

「みんな帰したよ。もう仕事はないからね」

「仕事がないって……」

　時計を見る。

　仕事がないどころか、もうちょっとしたら銀兵衛主催イベントが始まるんだけど。

　一体どういうことなのか──と思ってあらためて注視してみて気づく。なんだか違和感があるな。別に何もおかしなところはないはずなんだけど、そこはかとなく感じる何かが確かにある。

　……ん。そうか。わかった。

　何もおかしなところがなさすぎるんだ
 。

　だって銀兵衛が自信満々に企画した、ジュエル・オブ・リリアナを狙おうとしている、特別なイベントのはずで。だったらこんな引っかかりのない、ただ準備万端でそつがないだけの企画じゃあ、とてもじゃないけど凄すごみは演出できない。客が引きも切らない、大盛況の催もよおしにはなるかもだけど、その上はおそらく目指せない。

「ふ。気づいたようだね」

　銀兵衛はいよいよニヒル度を上げて、

「そうさその通りさ。こんな有様ではとてもじゃないけど最高の満足なんて提供できまいさ。ありきたりのお仕着せの間に合わせもいいところだ。笑ってくれたまえ。僕はそれに値するだけのことをしでかしたんだ」

「いやでもさ、肝心なのは中身だろ？」

　確かにパッと見は、単によくできているだけのイベントに過ぎないかもしれない。でも勝算はそれだけで決まらないはずだ。銀ぎん兵べ衛えの料理の腕、達者な語り口と豊富な知識……これらを融合させて新たな地平を示すことに、今回の要かなめはあるはずで、

「ないよそんなものは」

　自嘲レベルＭＡＸ状態で銀兵衛。

「そんなものありはしない。考えはしたけど思いつかなかった。料理と経済をただ何の工夫もなく組み合わせるのが関の山で、シナジー的なものは何ら見み出いだすことができなかった。うすうす気づいていたことではあるけど、僕には創造的な能力が欠けていると言わざるを得ないね。秋あき人ともそう思うだろう？」

「えっ？　いや、うーん、どうかな」

　言葉は濁したけど否定はしづらかった。確かに銀兵衛ってそういうタイプかも。突飛で破天荒なことはそんなに得意ではなく、どっちかというと王道を真まっ直すぐに進んでこそ真価を発揮できる気がする。

　でも、だったらなぜ？

　料理と経済なんていうジャンル違いのものを組み合わせたからには、何らかの勝算があったんだと、てっきりそう思ってたんだけど？

「それは……」

　ばつが悪そうに銀兵衛。

「秋人の言い分はもっともだけど、あの場は仕方なかったんだ」

「あの場って？」

「文化祭実行委員の十じゆう乗じよう寺じ某なにがしに頼まれて、生徒会が独自の出し物を企画した日があっただろう？」

「確かにあったけど……それが？」

「だって、あそこでは意地を張るしかなかったんだよ」

　むすっとした顔で、

「那な須す原はらくんは自らの得意とする漫才で勝負に出た。直後には秋あき子こくんが謎のコネクションを発揮して、新しん藤どう光こう一いち郎ろうのサイン会をコーディネイトすると言い出した。あんな状況になってしまってはもうあとには引けないよ。彼女たちのスケールを超えるだけの催もよおし物ものを成功させないことには、僕の立場がない」

「いやいや。やっぱそこはちゃんとさ、見み栄えを張らずにさ、自分にやれることを優先してやるべきだったんじゃない？　いつものクレバーな君だったらできたはずだろ？　身の丈に合わないことをやって自滅するなんて、らしくないにもほどがあるよ」

「むぅ……」

「ていうかどうするの？　もう本番まで時間がないけど、まさかイベントを中止するわけにもいかない。かといって今から内容を変えるのも現実的じゃないし」

「む……ぐぬ……」

「まあ、うん。やっぱそのままやるしかないのか。銀ぎん兵べ衛えが料理を出して、経済の講義もして、その両者に特にシナジーもない感じで──なんとなく僕が手伝う感じで。それでもまあ、お客さんはたくさん来てくれるだろうから。満足度についてはうん、これはしょうがないね。ちょっとばかりみんながっかりするかもしれないけど、銀兵衛のファンは優しいから。うん。なんとかなるよきっと。がんばろうぜ。張り切っていこうよ。うんそうしよう、えいえいおー！　さあいっしょに！　えいえいおー！」

「ううううう
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 っ」

　励ましてるつもりなのに涙目になられてしまった。

　いかんな。どうも僕ってやつは、こういうパターンで裏目に出ることが多いんだ。親友のテンションが下がってきてるのは理解できるから、アシスタントの僕としてはなんとかその気分を上げていきたいんだけど、

「……秋あき人とが悪い」

　やっぱ逆効果だったらしい。

　銀兵衛は恨めしげにこちらを見上げて、

「秋人が手伝ってくれなかったから、こういうことになってしまったんだ。君さえ僕のインスピレーションに寄与してくれたなら、きっとこんな有様にはならなかった。そう、ぜんぶ君が悪い」

「ええええ
 ？　いやいやそいつはないよ。確かに僕は君をアシスタントする立場ではあるけど、そもそも本番の日だけ手伝うってことで話がついてたじゃないか。僕が今日いそがしくなることは銀兵衛もわかってて、それで遠慮してくれたんじゃないの？」

「それは、うむ。その通りなのだが」

　口をもごもごさせて、

「だけど僕としてはね、君に恨みごとのひとつも言いたくなるのが人情というものなのさ。そこのところはわかってほしい。いやわかってもらわねば困る」

「？　いまいち話が見えないけど……ていうかさ、なんでまたこんなことになったわけ？　意地を張ったとか言ってたけど、本来の君なら見込みのないことに手を出したりしないはずじゃん。そこからしてよくわからないというか」

「むぬ……」

　言葉に詰まってから、

「──たまにはそういうこともあるさ。猿も木から落ちるというだろう？」

「それはちがうね。この場合はたとえるなら、世界最高のスパコンが九九を間違えるくらいの異常事態だ。いつでもどこでも起こりうるイレギュラーじゃない。そのくらい僕はおどろいてて、逆に言えばそれだけ銀ぎん兵べ衛えを信頼してたんだよ。君が『やれる』と言ったなら、それは実現するはずなんだ。明日の新聞を読んでから天気を予測するぐらいの確度でね。だからしつこいぐらいに訊きいてる。なんでこんなことになったのか、って」

「……評価してもらえるのはありがたいが……」

「なんでやれないことをできるって言ったの？　教えてくれ」

「いま問題にしても仕方がないことさ。すべては手遅れだ」

「そんなことないよ。失敗した理由を探ることは、ちゃんと次の成功につながるんだから。というかまだチャンスはある。イベントはまだ始まってもいなけりゃ終わってもいないだろ？　今からでも何か逆転する手立てが見つかるかもしれない。そのための手がかりが欲しいんだ。何でもいいから」

「ご期待に添えなくてすまないがね、失敗に特別の理由なんてないさ。僕の不徳の致すところ、ただそれだけだよ」

「銀兵衛」

　真まっ直すぐに親友の目を見据える。

　彼女が視線を逸そらす。

　僕は退かない。僕と銀兵衛の間に、なあなあで済ますことがあってはいけない。彼女との関係が一歩前に進んだからにはなおさら、ここで退くべきじゃないんだ。

「……わからないのかい？」

　ちらりとこちらと目を合わせ、それからすぐにまた逸らして。

「というか言わせる気かい秋あき人と？　だとしたら君はサドなのか鈍いのかどっちかだろうね。あるいはその両方か」

「？　何を言ってるのかわからないんだけど」

「ならば君は両方だ。心の機微というものをわかってくれない、ひどく扱いにくくて困った男だ。まったく、なんだってこの僕がこんな気分を味わわなきゃいけないんだ……ああもちろんわかってるさ。自業自得であることも、いまさら嘆いたって仕方ないことも、痛いほどにね。すべては六年前のあの日から始まってることだって、もう幾度となく味わいつづけて……」

「回りくどいなあ。早く核心を突いてくれよギン。こうしてる間にも時間が迫ってて、そのぶんだけ挽ばん回かいのチャンスも減って──」

「ええい、これだけ言ってもわからないってのかい!?
 」

　憤然と。

　顔を真っ赤にして。

　足を踏みならして立ち上がり、さらにはこちらにずいっと詰め寄って。

「君のことが好きだからだよ秋人
 ！　君のことが好きで、他の誰にも取られたくないと願ってるからだよ！　僕が意地を張った理由なんて、それしかないだろうッ！」

「……え？　う？」

「あの時、僕ら生徒会のメンバーがそれぞれに出し物を決めた時、那な須す原はらくんと秋あき子こくんは迷うことなくすぐに道を決めた！　それも実現率が高そうで、ウケる可能性も高そうなものをそろいもそろって！　しかも秋あき人とが見ている目の前で！　だったら僕だっていいところを見せたいじゃないか！　当然の気持ちだろう!?
 」

　ずいっ、ずいっ。

　銀ぎん兵べ衛えはなおも間合いを詰めてくる。僕はそのつど後ろに下がる。

「子供じみてると笑いたければ笑うがいいさ、だけど僕はそう考えたんだ、たとえ不得意分野であっても那須原くんと秋子くんには負けられないって！　でもやっぱり苦手なことだし、いつもなら手を貸してくれる君の助力は望めないし、それでずるずると今日という日まで……ああもう何ということだ、こんな恥ずかしい気分はあの時の告白でもうたくさんだというのに……なんだってまたこんな、羞恥心の限界を試されるようなことを白状しなければならないんだ……ッ」

「そか。うん。なるほど。よくわかった」

「いーやわかってないっ。秋人はぜんぜんわかってないっ！」

「まあまあ。抑えて抑えて」

　なだめつつ、

「理由はちゃんとわかった。君の気持ちのぜんぶはわからないかもだけど、それでも全体としてはわかった。で、わかった上で思うんだけどさ」

「何を!?
 」

「やっぱり途中で引き返すべきだったんじゃない？　うっかりあとに引けなくなったのはわかったけど、それでも銀兵衛ならちゃんと引き返して、計画を改め直すことができたと思うんだ」

「ふん、そんなことはないよ。買いかぶりだ」

「いいや。銀ぎん兵べ衛えに関することに限っては、買いかぶりはないと確信してる。いま聞いた理由だけじゃ、君がミスるには足りない」

「…………
 」

「まだ何か理由があるんだろ？　僕に言ってない理由が」

　緑色の瞳がじろりとこちらを睨にらむ。

　すでに涙目で、その目がいまこの瞬間、据わったのが見て取れた。

「聞きたいのかい？　その理由が」

「もちろん。聞きたいね」

「そうか。じゃあお望みとあらば聞かせようじゃないか」

　と言って見上げてくる銀兵衛の顔は、控えめに表現しても親の敵かたきを見る時のそれで。

　あれっ、これひょっとして地雷踏んだか、と後悔したのもつかの間、

「秋あき人とは不思議なことのように言うけど、僕にとどめを刺して退路を断った理由なんてひとつしかない。『あのこと』があったからだ」

「あのことって？」

「君と十じゆう乗じよう寺じ某なにがしとの一件だよ」

「……あ」

　地雷なんかじゃなかった。

　こいつは単なる自爆だろ、どう見ても。

「僕だってね、できるだけ話題の俎そ上じようにあげるのは避けたかったんだよこの件は。どう取とり繕つくろっても気分のいい話じゃないんだから」

「う。むぐ。確かに。それについては弁解のしようがありません……」

「言わせたのは秋人だからね？」

「ハイ。百パーセントその通りです。全面的に非があるのはこっちです。ハイ」

「それと言っておくけど、あの件については一時的に留保としているだけで、解決してるわけでも許しているわけでもないからね？」

「は、それはもう重々に……まったくもって承知しております次第でして、ええ」

　一分前に時間を巻き戻して自分の頭をどつきたい。

　よりによってこんなタイミングでこんな自爆はないだろう……呆あきれるにもほどがあり、だけど悠長に呆れていられる余裕はない。

　銀兵衛の目がいよいよ据わってきた。

「秋あき人と」

「な、なんでございましょう？」

「言わせたからにはわかっているね」

「な、なにがでございましょう？」

「追及させてもらう。徹底的に。納得のいくまで」

「いやいや落ち着けよギン。まずは他にやるべきことが──」

「もちろんそんな場合じゃないことは百も承知だ。僕の不手際によって『料理と経済』のイベントは駄作に堕おちる危機にある。でもこの期ごに及およんだからには、僕は僕のエゴを貫き通す。非難されるべきは君のはずだよ？　これでも僕は我慢に我慢を重ねてきたんだ。結果として溜たまりに溜まったストレスがここで爆発してしまうのは、もはやどうあっても避けられない」

　ずいっ。

　進撃を開始する銀ぎん兵べ衛え。

　一歩間合いを詰められた僕は同じ距離だけ後じさる。

「いったい君は何を考えてるんだ秋人」

「は、いえ。と言いますと？」

「僕をはじめ、これまで数多あまたの女性たちが君に思いを伝えてきた。ありさくんしかり、那な須す原はらくんしかり、不ふ肖しようこの僕もしかり……おちゃらけた態度こそ取ってはいるが会長さんもそうだろうし、血縁的に論外とはいえ秋あき子こくんも事の始めから態度を明確にしてきた。そして程度の差こそあれ、皆それぞれ君とは浅くない付き合いをしてきたはずだ。むしろひとつ屋根の下で共に過ごした、ある意味血よりも濃い仲だと僕は思っている。なのに君はどうだ？　公務が絡んだこととはいえ、どこの馬の骨とも知れぬポッと出の女とうつつを抜かし、挙げ句には間抜けた朝帰りの体たらく。これでいったい何をどう納得できるというんだ。仲間内の他の誰かを選んだとかであれば、まだしも頷うなずけただろうに」

　ずいっ。

　銀兵衛は進撃をやめない。

　僕は反論のしようがない。彼女の言ってることは、まったくもって僕が思ってることと一緒なので。

「むろん、こんな追及になんの意味もないことは知っている。むしろ大いにマイナスとなることもね。コントロールを失った感情に任せた、ほとんど愚痴の域を出ない、そんな放言でしかない。単に君を困らせるだけの、おそらくは解決策を見み出いだすことになんの貢献もしない、ましてや時じ宜ぎを逸するにもほどがある、言ってみれば自傷行為にも等しいふるまいだ。でも、だけど、それでも言わずにはいられない。説明を求めずにはいられない。それだけ僕は憤りに打ち震えている──秋あき人と、君はいったい何を考えてるんだい？」

「も、申し開きもありません……」

「いいやそれでは済まさない。どうあっても申し開いてもらう」

　ずいっ。

　銀ぎん兵べ衛えは進撃をやめない。

　僕はふたたび後じさる。

　転んだ。

　もちろん僕が。何かに蹴け躓つまずいて。

　どんがらがっしゃん。足を取られた原因が、床に置いてあった段ボール箱だと気づいた時にはもう、クーラーボックスの山に背中から突っ込んでいる。

　痛み。

　衝撃。

　視界の正面にある天井。そして銀兵衛の顔。

「いてて……んもーまったくもう！　君のせいだよギン！　転んじゃったじゃないか！　おかげでせっかくの一張羅が台無しだよ！」

「…………
 」

　いまがチャンス、とばかりに明るくおどけた声を出してみるけど不発。銀兵衛はじっと見下ろしてくる──馬乗りになった体勢で。

　いつだったか前にこんな展開があったな、と思いつつ、僕はまだ諦めない。

「うーんこれは仕切り直しかな？　せっかく大事な話をしてるとこだったけど、なんか気が抜けちゃったね。もう何度も言ってるけど、イベントの開催まで時間がないし、ぼちぼち本格的に準備をしなきゃ。ね？」

「…………
 」

「ていうか僕はまだ台本さえ渡されてないんだよ。いくらアシスタントするだけの役とはいえ、ぶっつけ本番じゃ何もできない。少しでいいから打ち合わせをしておかないと、イベントの体裁を整えることだっておぼつかなくなる。だからほら、ね？　銀兵衛」

「…………
 」

　だけど相棒の目は相変わらず据わったまま。

　のみならず、風邪でもひいてる時みたいに頬ほおが紅潮して、瞳は熱っぽく潤んでいて。

「イベントなんてどうでもいいさ。この期ごに及およんでは」

「えええっ？　いやいやどうでもよくなんかないでしょ、リリアナ祭の成功がかかってるよ？　君のメンツも生徒会の威厳なんかもかかってるし、イベントを待ち望んでるファンだって──」

「そんなのどうでもいいね。なぜなら僕には明快な優先順位がある。それに比べればあらゆる問題が些さ細さいなことだ」

　ふう、と大きな吐息。

「……まさかあのとき
 以上に勇気を振り絞る機会が訪れるとは思ってなかった。それもこんな短期間のうちに、だなんてね。……いいだろう。やはり強きよう硬こうな手段を採る以外に道はなさそうだ」

　と言って銀ぎん兵べ衛えは服を脱ぎだした。

　服？

　そう服である。着衣、身に纏まとっているもの。今この場でいえばリリアナ学園の制服。そいつを彼女はゆっくりと、ためらいがちに、だけど決然たる動作で、装備解除し始めているのだった。

　もちろんここは更衣室でもなければ自室でもない。

「ちょ、なにやってんの？」

「強硬手段に出る」
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　きっぱりと銀ぎん兵べ衛え、

「君と男女の交わりを結ぶ。今ここで。ＴＰＯなど関係ない。僕は断固としてやる」

「いやいやいやいや」

　笑いしか出てこない。

　何を言ってるんですかねこの子は？　考えたくないけど頭がどうかしちゃったのか？

「ええと……念のため訊きくけど」

「なんだい」

「本気なの？　冗談じゃなく？　マジで？」

「本気さ。冗談じゃないよ。大マジだ」

「あははまさか、いやそんな。会長さんとか秋あき子こならともかく、銀兵衛がこんなアプローチに出るなんてこと……うーんやっぱ夢？　だったり？　いわゆる夢オチかなこれ」

「ならば試してみるといいさ。それがいちばん手っ取り早い」

「待って。手っ取り早いけどそれは早まった行為だ。ええとじゃあ他に考えられるパターンは……あっ、さてはドッキリか!?
 　そうかこれはたちの悪いドッキリなんだ！　やだなーもう、同じ手を繰り返して。なんせこの間やられたばっかりだからね、さすがに二度も同じ手は通じないぜ？」

「ドッキリだと思うなら好きなだけ調べてみればいいさ。ドアの向こうでも戸棚の陰でも好きなところをね。ただしそれはすべてが終わってからにしてもらう」

「…………
 」

　逃げ場がなくなってきた。

　いやでも落ち着け。逃げ場がないからといって諦めていい状況じゃない。さすがにまずいだろこれは。このままじゃほんとに行くところまで行ってしまう。

「お、大声を出しますよ？」

「出したいなら出すといい。抵抗したいなら好きにすればいい。だけど僕は自分を止めたりしない」

「じつは僕、今日はお風呂に入ってないんだ」

「奇遇だね、僕もそうさ。なにせ忙しさとストレスでそれどころじゃなかったからね。お互い様だよ」

「じつは僕、不能なんだ」

「それならそれでいいさ。子供をつくろうと言ってるわけじゃない。このたびの行為において重要なのはそこじゃあない」

「ええとじゃあ、ええと──」

「そろそろ黙りたまえ」

　ぴしゃり。

　鞭むちみたいに振り下ろされる言葉。

「秋あき人と。君はひどい男だよ。昔からそうだったけど今日は特にひどい。僕がどんな気持ちでこんな行為に及およんでいるか、察してくれてもいいじゃないか」

「いや、うん。いやでもそれは……ねえ？」

「……いいだろう。だったら僕は最終手段に出る。これまで生きてきた中でもっとも卑ひ怯きようなことを、いまここで言う」

　うっすら涙目で僕を睨にらみ下おろしながら。

　哀切を込めて、絞り出すように。彼女は言った。

「十じゆう乗じよう寺じ某なにがしはよくて、僕はだめなのかい？」

　……。

　…………
 。

　………………
 。

　なるほど。

　確かにそいつは卑怯だ。進退きわまるね。彼女からそんなこと言われちゃ。

「……了解。降参だよ。お手上げです」

　僕は押し倒された格好のまま両手を挙げて、

「まったくもって君の言う通りで反論のしようもない。銀ぎん兵べ衛え、君の狙い通りさ。僕はもう抗あらがう術すべを失った。好きにするといい。受け入れよう」

「…………
 」

　ぐずっ。

　銀兵衛が鼻をすすり上げる。

「もちろん恨みに思ったりなんかもしない。そして僕の言ったことが、降参の態を借りた嫌いや味みの言葉じゃなく、遠回しな拒絶でもないことを、ちゃんと明言しておく。これは僕から君への、誰とも代えることのできない大事な人に対する、せめてもの誠意の表れだ。そう受け取ってもらえれば御の字だよ」

「う、うむ。そうか」

　殊勝な反応が意外だったんだろうか。

　銀兵衛はいささか戸惑いを覚えているらしく、目をぱちくりさせている。

　いいだろう。ここはどうにかしてエスコートするのが男の役目なはず。

「それじゃ銀兵衛。始めようか」

「う、うむ。そうしよう。うむ」

「というかやり方、わかる？　こっちは経験豊富なわけでもないし、知識だって大したことないから、正直なところ上う手まくリードすることはできないんだ」

「そっ、それは──うむ、なんとかなるさ。たぶん。天井のシミの数を数えていればいつの間にか終わっているにちがいない」

「襲われる側のセリフだよそれは」

「む、うむ。むう」

「なんなら体勢、入れ替えた方がよくない？　僕が上になろうか？　その方が何かといろいろやりやすい気がするんだけど」

「そっ、それは待って。君から覆おおい被かぶさられたら、僕は心臓が止まってしまう自信がある」

「ふむ。じゃあどうしようか」

　シュールな展開になってきた。

　迫られてる側だった僕が、いつの間にか主導権を握るハメになってるぞ？　エスコートするつもりはあったけど、馬乗りになってる側が受け身に回るとはこれいかに。

　ていうか。男女の行為って大変なんだなあ！　素人しろうと同士が何の準備もなくコトに挑もうとすると、こんな間の抜けたやりとりが発生するものなのか？　みんなどうやってこんな難事業をロマンティックにこなしてるんだろ？

「て、提案なのだが」

　銀ぎん兵べ衛えが遠慮がちに、

「今さらながら気づいたことなのだけど、どうやらうっかり興奮した末に、僕らしからぬ勝算のない戦いを挑んでしまったようだ。できれば日を改めてまた、ということにしたいのだけど……どうだろう？」

「いや、さすがにそれはちょっと……今さらすぎるというか……」

「そ、そうかい？　うむ、いや、それはそうだね。当然なことだ。いやすまない、僕らしからぬ愚かな提案だった。どうか忘れてほしい」

「いやいや。ぜんぜんいいけど」

「そこで新たな提案なのだが。後日とは言わないまでも、今日明日のいずれかのどこかの時間において、あらためて再戦を期するというのはどうかなっ？　それならば僕もどうにかして対策を整え、万全の構えで本番に臨のぞむことが──」

「それは事実上、日を改めてるのと変わらないような」

「じゃああれだ、この体勢のまま河か岸しを変えるというのは？　冷静に考えて、この場所でコトを行うのはいささか問題があるように思われる。しばらくは誰も来ないとは思うけれど、お世辞にも適切なロケーションであるとは言いがたい。だから、ね？　きっとその方がいいと思う。うん、そうだそうしよう」

「いやだから。そういうのは意味ないって。僕が言うのもなんだけど、それじゃあ一歩進んで二歩下がるだよ」

「うううう[image: ]
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 」

　大粒の涙を浮かべる銀ぎん兵べ衛えだった。

　なんだか弱い者イジメしてるみたいで居心地が悪い。

　一方でこちらの心理も複雑だ。何度も繰り返すけど、彼女は僕にとって特別な相手なのだから。せっかく彼女が勇気を振り絞ったのであれば、できるだけそれに応えてあげたい。だけど彼女がひとりの女性として、ひとりの男性たる僕を求めているのなら、二の足どころか三の足も四の足も踏んでしまう。だけど十じゆう乗じよう寺じさんとの一件を持ち出されるとこっちとも万事休すで、





「──うほ～っ。こいつはグッドタイミングや！」





　その時だった。

　にっちもさっちもいかなくなった状況に、脳天気な声が鳴り響いたのは。

「あ、しもた。ついうっかり声を出してもーた。いやー堪忍、堪忍、ウチも修行が足らんな～。こないオイシイ場面をわざわざぶち壊すような真ま似ねするなんざ、馬に蹴られて死んでも文句の言えん所業やわ。いやほんま堪忍な～」

「……うっわ」

　思わず僕は顔をしかめた。

　不必要なまでにコテコテなこの関西弁、もはや説明不要だろう。僕の天敵リストナンバーワン、義理の姉ポジションたる鷹たかノの宮みや御み幸ゆきさんで、

「──ぅ？　ぁ。ぅぐ」

　だけど哀れむべきは僕じゃない。

　陽気な闖ちん入にゆう者しやに目を白黒させているのは、言うまでもなく銀兵衛の方。

「おーおー。おーおーおー！」

　御幸さんは悪びれもせず調理実習室に乱入してくるや、あられもない体勢になっている僕らのそばに寄ってきて、

「ピンと来たで！　緑の瞳、銀色の髪、いささか寂しい幼児体型！　あんたが猿渡さわたり銀兵衛ちゃんやな？　いやー、ウワサは何度も聞いてたけど、こうして会うのは初めてやんな！　いやいやいつもいつも弟分がお世話になって！　あ、ちなみにウチはアキトの姉貴分で、鷹たかノの宮みや御み幸ゆきいーますわ。そうそう、あんたはありさとも仲ええんやてな？　ウチ、あの子のお姉さんなんよ～。いやほんま、四方八方から八はち面めん六ろつ臂ぴでお世話になって、助かりますよってほんま！」

「は、はあ。あの。えと」

　銀ぎん兵べ衛えの手を握り、ぶんぶん握手する御幸さん。

　戸惑いながらも銀兵衛は応じるしかない。馬乗りで、半脱ぎのまま。もちろん僕は押し倒された格好のまま。

「それにしてもあんた、なかなか根性あるなあ。学園祭の初日から、それもまだ昼も回っとらんうちから、イベント会場で堂々とコトに及およぼうとするとは。こいつはそう簡単にできるこっちゃないで。いやほんま見上げたもんや」

「う、いや、あの。ちが」

「えーねんえーねんそない謙虚な態度とらんでも！　なんせあんたが押し倒しとるのはあの姫ひめの小路こうじ秋あき人と、ガードが固いことに関しては右に出るモンがおらん、ドのつく堅物男なんや。仮にウチが押し倒そうとしたって絶対にこうはいかん。あらゆる手立てを使って逃げよるやろからな……いやーほんますごいわ。ごっついであんた」

「あう、いえ、これにはその。深い訳が」

「おっとこいつは失礼！　こないぺちゃくちゃしゃべられたら、イケるもんもイケへんようになってまうわな。よーしウチ、ここで正座して見学させてもらいますよって！　アキトをコマしたその手腕、ぜひとも参考にさせたってください！」

「う、いえ。あの」

「あ、それとたった今からあんたのこと先生呼ばせてもらいますさかい！　よろしゅうお願いしますわ！」

「ちょ、先生とか呼ぶのやめて……い、生き恥すぎる……」

「さあどうぞ先生！　どうぞっ！」

「……ううううううう[image: ]
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 っ！」

　限界だった。

　もとより涙目全開だった銀兵衛はとうとう感情を弾けさせ、「うわーん！　秋人のあほー！」と子供みたいな捨てゼリフを残しつつ、小動物的な挙動で調理実習室をまろび出ていった。

「うーん。カワイイ」

　そんな銀兵衛の後ろ姿を見送って、御幸さんはほっこり顔で頷うなずいている。

「……御み幸ゆきさん」

「ん？　なんやアキト？」

「ぜったい確信犯でしょ今の」

「んん～？　何の話や？　ウチぜんぜん見当もつかんわ～」

　ほっぺに人差し指をあて、ウインクしながら舌を出す御幸さん。

　うわー。

　殴りてえー。

「まあいいです。助け船を出してもらったのは事実だし。目をつむります」

「そかそか。何の話かさっぱりわからんけど、アキトに感謝してもらえるならうれしいこっちゃ。お姉ちゃん、なんや得した気分になるわ」

「で、いつから見てたんです？」

「ん～？　そやなあ、今日のイベントが失敗しそうでどないしよ、みたいなやりとりしてるあたりからやな。ギンベエちゃんが逆ギレしてアキトにぐいぐい迫るあたりなんかはもう、手に汗握ってドアの隙間から覗のぞいててん」

　そんな初期段階からかよ……これは僕にも非はあるな。いくら取り込み中だったとはいえ、その程度の気配には気づいてしかるべきだった。

「ま、一応ウチは鷹たかノの宮みやの人間やしな」

　手近にあった流し台に腰掛け、懐ふところからスキットルを取り出してぐいっとあおる御幸さん。中身はなんだ？　ウイスキーか？　僕のところにまでアルコール臭が漂ってくるぞ。

「かわいいありさのことは贔ひい屓きにせざるを得んわな。できることならアキトの童貞はありさに食わせてやりたい、っちゅーのが姉心ってもんやし」

「だから銀ぎん兵べ衛えの邪魔をしたと？」

「おかげでアンタも助かったやろ？」

　ぐいぐいっ。

　さらにお酒を口に含む御幸さん。

　つーかこの人よく飲むな。ていうかここって高校なんだけどな。

「僕としては、自分にとってそれなりに大事なものを捕食される前提で話を進められると、ちょっとばかり微妙な気持ちになるんですが……ていうかありさはどこ行ったんです？　一緒だったんじゃないんですか？」

「あの子はひとりで遊びに出かけとるよ。かわいい子には旅をさせる、っちゅーのが教育の基本やもんな」

　ぐいぐいぐいっ。

　ぷは～っ。

　空になるまでスキットルの中身を空けて、

「ほなウチ、またそこらをフラフラしてくるさかい、あんじょう気張って学園祭を楽しんでえな。行ってきま～す」

　止める間もない。

　御み幸ゆきさんは宙を舞うような足取りで調理実習室を出ていった。

　あとに残されたのは僕と、濃密なアルコール臭と、準備が整わずじまいのイベントと──ていうかどうすんだこの状況？　銀ぎん兵べ衛えはエスケープしたままだし、時間は刻一刻と過ぎていくし、ってやばい!?
 　時計を見たらほんとに待ったなしの状況だよ！　すぐに銀兵衛を探して──いやその前に誰かヘルプを呼ぶべきか？　それともイベントの延期を告知した方が？　あーもー一体どうすれば……






　　　　＊







　──とまあ、そんな次第で。

　あとはお察しくださいというやつである。

　その後どうにかこうにか銀兵衛を呼び戻し、心理的なコンディションを崩すこと著いちじるしかった彼女を叱しつ咤た激げき励れいし、文化祭実行委員や次に調理実習室を使う予定の人たちと必死こいて交渉した結果、予定を大幅に遅らせて『料理と経済』をテーマとした出し物を披露することはできたんだけど。結果は惨さん憺たんたるものだった、と記すにとどめておく。





十月一日（リリアナ祭④）









　午後一時。

　失意に沈む銀ぎん兵べ衛えのフォロー、委員会への報告と顔出しとお礼、模擬店で買ったお好み焼きでの慌ただしい食事、などのイベントを立て続けにこなした昼下がり。昼食ラッシュで賑にぎわった来客の空腹がどうにか一段落し、学園内のイベントはいよいよ盛り上がるタイミングに突入した。

　やはり外部からのお客さんは、その多くが昼過ぎになってから動き出す。過去のデータから予想された通り、あたりには家族連れが目立つようになり、子供たちの歓声がそこかしこから聞こえるようになってきた。他校の制服を着た中高生も増えてきたし、大学生と思おぼしきカップルも数多く散見される。学園のＯＢと思しきおじさんおばさんのグループが、酒杯片手に校歌をがなり立てる景色なんかもあったりして、ちょっと高校とは思えない状況があちこちに出現し始めている。

　盛り上がりは最高潮。

　そしてこの絶好機にイベントを行うのが、我らが生徒会期待のエースなのだ。






　　　　＊







「遅かったわねあっきー」

　大ステージの控え室にはもう那な須す原はらさんが待機していた。

　パイプ椅子に堂々と端座し、舞台を控えた緊張を微み塵じんもみせないその姿は、すでにして大御所芸人、あるいは大女優の域にまで達しているんじゃないかな。このあたりはさすがとしか言いようがない。

「ぎんぎんの話は聞いているわ」

　そして最初に出た話題はそれだった。

「彼女の肝いりで開催された料理イベントは、可もなく不可もない感じに終始したのだとか。とても残念だわ。せっかくあっきーを占有する時間を彼女ともシェアし合ったというのに」

「まあね、あいつはすごいヤツではあるけど、何でもかんでも百パーセント完璧にこなせるわけじゃないからさ。こういうこともたまにはあるよ」

「もちろんそれを責めているわけじゃないけれど」

　艶あでやかに金髪をかきあげて那な須す原はらさん。

「いささか問題ではあるわね。今回、生徒会が主催する一連のイベントは、生徒会の威信を賭けたものになるようだから。その出だしで躓つまずくと、お世辞にもいい流れとは言えなくなるわ。お笑いのステージは芸の善よし悪あしだけでなく、場の雰囲気とか様々な要素が絡んでくるものだし」

「いやいや大丈夫でしょ？　那須原さんってやる時はやる人っていうか、いざという時はホントすごいから。夏祭りの時の舞台だって、僕はあっぷあっぷのいっぱいいっぱいだったのに、君はいつもどおりの君だったしさ。流れとか雰囲気とか関係なく、君なら何の問題もなくやれるよ。その点について僕はまったく疑いを持ってない」

「ふ。おだてるのね」

　にんまり。

　ちょっとわざとらしい感じでくちびるの端をつり上げて、

「まあ悪い気はしないわ。たとえ見え透いた持ち上げだったとしても、わたくしがただひとり認めた相方からの褒め言葉だもの。いやが上にも気分は盛り上がるというものよ」

「そっか。そいつはありがたいな」

「安心して頂戴。ぎんぎんは生徒会四天王のうちでも最弱……彼女という関門を乗り越えたところで、他の四天王たちを前にしては焼け石に水。いかに高名な勇者とて必ずや打ち倒されることでしょう」

「何すか勇者て。つーか四天王って何」

「ぎんぎん、姫ひめの小路こうじ妹、生徒会長、そしてこのわたくし。人呼んでリリアナの生徒会四羽ガラスとはわたくしたちのことよ」

「全力で初耳ですよそんな呼び名……ていうか僕は含まれてないのね」

　いちおうこれでも生徒会の人間なんだけどね。

　しかも最近じゃけっこう多方面で活躍してるつもりなんだけどね。いやまあ別にいいんだけどね。

「あらこれは失敬。うっかりしてたわ」

「まったくだよ。大変な失礼だよ。世が世なら裁判沙汰だよ」

「今回のリリアナ祭で実際にイベントを主催してるのは、ぎんぎんと姫小路妹とわたくしの三人だもの。四天王ではなくて、さしずめ三天王といったところかしら。うふふ、我ながら上う手まいこと言うわね」

「ドヤ顔するほどは上手いこと言えてないよ！　ていうか失敬なことしてるっていう自覚を持ったなら、生徒会の中に僕を含めて五天王とかにしてよ！　でもってそれ以前に、四天王うんぬんとか言い出すと負けフラグが立ちそうだからやめて！」

　立て続けに突っ込む。

　那な須す原はらさんは「ふむ」と頷うなずいて、

「ウォーミングアップはこのくらいでいいかしらね」

「かな？　どうですか今日の感じは」

「ぼちぼちよ。その調子なら大恥はかかずに済むでしょう」

　太鼓判をいただけて恐縮である。

　四天王うんぬんの話じゃないけど、今日は出だしでコケちゃってるからね。僕としてもしっかり挽ばん回かいしないと立場がない。

「実行委員会に舐なめられるのは癪しやくだものね」

　那須原さんは椅子から立ち上がり、伸びをしながら、

「リリアナ祭は彼らの領分だけれど、そもそもこの学園は生徒会の管轄なのだから。運営の主役こそ譲ってあげるにせよ、上下関係というものはきっちり示す必要があるわ。ここらでわたくしたちの実力を満天下に示し、あまねく全生徒に生徒会の存在意義を理解させてあげましょう」

「その心意気やよし。及およばずながら手伝いをさせてもらうよ。……ていうか珍しいね」

「何がかしら」

「那須原さんがそういう考え方するのが、だよ。なんていうか那須原さんって、生徒会に対する帰属意識みたいなのはあんまりなくて、あくまでも一個人として生徒会に籍を置いてる、って感じだったから。生徒会のメンツを気にしたり、実行委員と張り合ったりするのが、なんか意外っていうか」

「ふうん……」

　すっ、と目を細める那須原さん。

「こちらとしてはむしろ不本意の極みよ。あなたの言う帰属意識を、わたくしが柄にもなく発揮して、対抗意識を燃やしているのはいったい誰のせいだと思っているのかしら」

「えっ？」

　やば。

　また地雷踏んだっぽい。

「どこかの誰かさんが、どこの誰とも知れぬ馬の骨さんと朝帰りしたことによって、コミュニティのいろんなバランスが一気に崩れ、おかげで誰しもが柄にもない行動に走り、全体としてあちこちに綻びが生まれているとは、想像がつかないし自覚もないのかしら。現時点ではどうにか瓦解を免れているものの、既にして火山が噴火する寸前の、大地震が起きる直前の、様々な予兆がそこかしこに表れているとは、あなたにはまったくもってこれっぽちも思えない、とでもいうのかしら。ええまあそうでしょうね、皆存外に周りに気を遣う人たちばかりだもの。しかも皆存外に、表向きの感情を取とり繕つくろえる人たちばかりだもの。あなたが何も気づかないでいられるのは、ええ、むしろ必然であり、何も悪いことはないわよね。ええそうでしょうとも」

「あーいや。そのですね」

　不注意丸出しである。

　考えてみれば当然だった……僕だって逆の立場だったら、那な須す原はらさんと似たような態度を取るだろう。僕は言ってみれば『一家』の放ほう蕩とう息子であり、まだ仮出所してるだけの罪人なんだ。その自覚をうっかり失念してた。

　ていうか那須原さん、口にも態度にも出さなかったけど、僕の失態にはいろいろ思うところがあったんだな、やっぱり。銀ぎん兵べ衛えもそうだったみたいだけど。

　うーん。

　こりゃいかんな。

　自分のことに手いっぱいすぎるのか、周りに気を配る感覚が鈍ってるみたいだ。昔だったらぜったいこんなことなかったのに。どうもリリアナに転入する前後から気が抜けちゃってるように思えてならない。

「まあわたくしとしては」

　返答に窮きゆうしてる僕を見て、那須原さんが表情を緩めてくれた。

　おお。なんか優しいぞ？

「ある意味では好都合なのよこの状況は。ピンチであるほど成果が際立つのだから」

「と、いいますと？」

「一連の生徒会主催イベントは、残念ながらのっけからコケ気味に始まったわ。正直なところ流れもいいとは言えない。でも、だからこそ、成功した時はいつも以上の拍手で迎えられる、ということね。誰もが立て続けに上う手まくいってる中で成功したって、大して目立つことはできない。だけど周りが失敗している中でわたくしだけ成功したならば……その功績は第一級のものとなるのではないかしら」

「ふむふむ。前向きな発言だね」

「わたくしの座右の銘は『禍わざわいを転じて福となす』なのよ。ピンチをチャンスに変えてこそ一流を名乗れることを、満天下に知らしめるいい機会だわ」

「その意気やよし、だね。さすがは那須原さん、こういう時には頼りになる──」

「そうして昨今、にわかに激しさを増したあっきー争奪戦の主導権を、この機会にわたくしが握ることになるでしょう。姫ひめの小路こうじ妹もぎんぎんも、電光石火ライトニングクイーンのふたつ名を持つわたくしにかかれば大した敵ではないわ。彼女たちふたりと戈ほこを交えている此こ度たびのリリアナ祭だけれど、もはや勝負は決しているも同然ね」

「電光石火ライトニングクイーン？　ナンデスカその微妙なふたつ名は」

「微妙とはずいぶんなごあいさつね、姫小路秋人プリンセスロード・オータムマン」

「僕の名前を微妙なふたつ名っぽい感じで言い換えないで。ていうかほとんどそのまま英訳してるだけじゃん」

「あまりそういうセンスはないのよわたくし」

　率直に認める那な須す原はらさんだった。

　たまにそういう素を出すから彼女は憎めない。

「ていうかさ」

「なにかしら」

「『彼女たちふたりと戈を交えている此度のリリアナ祭』って言ってたけど。いつの間にそんな位置づけになったのリリアナ祭は」

「最初からそうだったわよ。まさか知らなかったとでも？」

　知らなかった。

　いや確かに雰囲気というか前兆はあったけど。いつの間にそんなハッキリとした構図ができあがってしまったのやら……って、大部分は僕のせいです、はい。

「むろん姫小路秋人プリンセスロード・オータムマンからすれば、将来の伴侶はわたくし以外に考えられないのだけれど、ここらであらためて証明しておく必要があるのよ。証明はし続けてこそ意味があるのだから」

「最後の一文だけは立派だけど、その他は突っ込みどころが多すぎて追いつかないよ。とりあえずそのふたつ名だけは勘弁して、と主張しておきたい」

「そうね。もう少しイケてる名前を考えなければね」

「いや、そもそもふたつ名そのものを勘弁してもらいたいんですが」

「ともあれ」

　髪をかき上げながら、

「ぼちぼちリハーサルを始めましょう。わたくしたちコンビの実力をもってすれば、本番直前のネタ合わせだけで十分にパフォーマンスを発揮できるでしょうけど、一度くらいは台本読みをしておきたいものね」

「だね。前回は本番直前のネタ合わせすらなかったからね」

「それと比べれば、今回ほどイージーなミッションも他にないでしょう。……ほら、これが今日の台本よ。頭から読み込みつつ、さっそく合わせていきましょう」

　と言いつつ台本を渡される。

　なんせいろいろあって時間が取れなかったものだから、この流れは最初からの既定路線なのだった。ネタは那な須す原はらさんに一任し、僕は全面的に従う──ということで話がついている。それでもまだ、ぶっつけ本番のアドリブで挑んだ夏祭りのことを思えばずいぶんマシな状況だろう。

　ぜったいに失敗できないという重たい使命も、今はさして気にならない。相方のお笑いスキルは決して低くないはず。僕はすべてを信じ、流れに身を任せるのみ……！

「では始めて頂戴」

「了解っ。『どもども～、アナとあっきーでーす。よろしくお願いしま～す』」

「『みんなーっ！　こーんにちはー！　那須原アナスタシアでーっす！　今日はアタシのライブに来てくれてどうもありがとっ☆　一生懸命に歌わせてもらうから、みんなたーっくさん盛り上がってね♡』」

「『ってなんでやねーん!?
 　ここはアイドルのライブ会場じゃないから！　お笑いのライブ会場だから！　あと君、いつもと全力でキャラが違うから！　違いすぎるし、その違いは今日初めて君を見る一見さんにはわからない不親切なネタだから！　ていうかあまりにもキャラが違いすぎて、ウチの生徒ですらキョトン顔してるから！　えーと学外から来てくださったお客さんたちへ！　僕たちちゃんとお笑いやりますからね!?
 　お笑いコンビのアナとあっきーですからね!?
 』」

「『それじゃまずは一曲目【私の彼はパイロット】♡！』」

「『だから違うってのに！　ていうか何その選曲!?
 　若いお客さんぜったい知らないよ！　そして僕は逆に興味が出てきたんだけど！』」

「『やだ、うっそお！　あっきーってこの曲知ってるんだ？　じゃあ今日はふたりで一緒に歌えるんだねっ。わあい楽しみ☆』」

「『いい加減アイドルキャラから離れて！』」

　そんなこんなで。

　いくつかの掴つかみネタを散らせつつ、台本は本題に入っていく。






　　　　◆　　　◆　　　◆







「──まあそんなわけで、ですね。いよいよ始まりました我々のステージなんですが。どうですか那須原さん？」

「何がかしら」

「今日のネタはどんな感じでいくつもりなの？」

「決まってるわ。夫婦めおと漫才よ」

「……ええまあね、我々は設定としては夫婦漫才コンビってことになってますから？　ステージで演やるのは必然的に夫婦漫才ってことになるでしょうけど……」

「実はわたくし考えたのよ」

「と、いいますと？」

「夫婦漫才というジャンルが既に確立されている昨今、ただ単に妻と夫の関係にあるふたりがおもしろ話をしたところで大した芸にはならないのよね」

「僕らの関係についてはとりあえずスルーするとして。なるほど確かに言われてみれば、って感じだね。僕らが世界初ってわけじゃないし、ただ普通にやってもね、差別化ってやつができないよね」

「まったくだわ。わたくしたちがこの先何十年もコンビとして食べていく上で、特別な武器が何もない状況というのは、とても危ういことだと言えるでしょう」

「この先何十年も、ってあたりが引っかかるけど、とりあえずスルーしておくとして。武器は確かに大事だね」

「そこでわたくしが発明したのがずばり、実演夫婦漫才というものよ」

「へーえ何それ？」

「世の中には実演販売というものがあるでしょう？　ガマの油売りとかバナナの叩たたき売りとか」

「……たとえが妙に古いなあ。さっきの【私の彼はパイロット】といい、今回といい」

「その古さについてこれるあなたも大概なのではなくて？　……何にせよわたくしが言いたいのは、これからの夫婦漫才に必要なのはインパクトであり、新しさであり、それらを満たすために実演販売を参考にしよう、ということなのよ」

「はあ。具体的にはどうやって？」

「論より証拠ね。まずはあっきー、そこへ横になって頂戴」

「え。ここで？」

「ええ。ここで」

「床、けっこう硬いんだけど……」

「仰あお向むけでよろしくね」

「はいはいわかりましたよ。近ごろは年のせいか腰の具合もあんまりよくないから、ちょっと心配だな……よし寝転がったよ。これでいい？」

「上々ね」

「次は何をすれば？」

「目を閉じて頂戴」

「目を閉じる？　……こんな感じ？」

「そんな感じよ。問題ないわ」

「で、次は何を？」

「そのままじっとしていて頂戴。あとは何もしなくて結構。次はわたくしの番だから」

「ほうほう。君は何をするの？」

「わたくしはこれからあなたの上に馬乗りになるわ」

「ほうほう。馬乗りに」

「あなたの股間に腰を下ろしてね」

「ほうほう。それで？」

「そのまま夫婦生活に入るわ。昼間の方じゃなくて、夜の方の」

「ふむふむなるほど。わかったよ那な須す原はらさん、さっそく子づくりを始めよう。ふふふ、今夜は寝かさないぜ──」






　　　　◆　　　◆　　　◆







「……ってなんでやねん!?
 」

　ここで突っ込みが入った。

　台本上のではない。僕の素の突っ込みである。

「おかしくない!?
 　漫才やってるはずだったのが、なんで夫婦生活うんぬんの話になってるの!?
 」

「なんでとはごあいさつね」

　馬乗りのまま髪をかき上げて那須原さん。

「だってわたくしたちは夫婦めおと漫才をやっているのよ。何も不自然なことはないでしょうう？」

「大ありだよ！　何がどう間違ったらステージの上で夫婦生活を披露する流れになるんだよ!?
 」

「台本にもちゃんと書いてあるわ。今回のコンセプトは実演夫婦漫才だと」

「漫才じゃなくて単なる公然わいせつ罪だよこれ！」

　力の限りにさけぶ僕だった。

　本番が始まる前に声が嗄れそうな勢いだ。

「まあそう固いことを言うものではないわ」

　一方、那な須す原はらさんはあくまでも涼しい顔で、

「今回の台本は、リリアナ祭の大舞台ということで特別に書き下ろした力作なのだから。まずは最後までやってみるのをおすすめするわ。必ずやアッと言わせてみせるわよ」

「アッと言わせるというか、すでにア然としてるけどね……」

　ため息をついて、

「まあでもわかったよ、まずはやってみよう。こっちは今日になるまで何の手助けもできなかった身だし。ぜんぶ演やり終わってみないうちからあれこれ言うのは筋がちがうしね」

「さすがはあっきーね。わたくしあなたのそういうところが好きよ」

「……そいつはどうも」

　好きならもう少し思いやりを持ってくれてもよさそうなもんだけど、それは言わずにおこう。

　気を取り直して続編スタートだ。






　　　　◆　　　◆　　　◆







「今夜は寝かさないだなんて、ダーリンはとっても頼りになるわね」

「僕が頼りになるなんて、そんなのは昔からわかっていたことのはずだよ？　なにせ結婚して以来、僕はずっと君にとってただひとりのパートナーだったんだから」

「それもそうね。さすがはわたくしのダーリンよ」

「ふふ。わかってくれたかい？」

「だったらダーリン、ここで大勢のお客さんたちを前に誓って頂戴。わたくし以外の女性にはまったく、これっぽちも興味がないと。死がふたりを別わかつまで、わたくしたちはずっと一緒だと」

「ああもちろんさ。神かけて誓うとも」

「姫ひめの小路こうじ妹はあくまでも妹ポジションであり、ぎんぎんはあくまでも親友ポジションであり、生徒会長はあくまでも性的な欲求の対象ポジションであり、ありささんはあくまでも末っ子の妹ポジションであると、断言してくれるかしら」

「ああもちろんさ。断言するとも」

「さすがねダーリン愛しているわ。それじゃあこの婚姻届にサインをしてもらえるかしら。だいじょうぶ安心して頂戴、わたくしも法治国家の住人であることは承知しているから、無む理り矢や理りこの婚姻届を受理させるような真ま似ねはしないわ。あくまでもわたくしとあなたが結婚適齢期になった時に、しかるべき場所へ提出するためのものよ。ふふ、いわば未来へ向けたタイムカプセルというわけね」

「なんていう素晴らしいアイデアなんだろう！　いいとも喜んでサインをするさ。馬乗りになられたままで書きにくいけど問題ない、血文字と血判でどうにかしようじゃないか。そうしていつか時が来たらこれを提出しよう。もちろんこんな紙切れ一枚なんて関係なく、今でも僕たちは事実上の夫婦だけどねっ。よーしさっそくこれから子づくりを始め──」






　　　　◆　　　◆　　　◆







「……あのさ那な須す原はらさん」

「なにかしら」

「いやなにかしら、じゃなくて。何なのこの台本」

　相変わらず馬乗りになられたまま僕は問う。

　いやね、頑張ってはみたけどさすがにここらが限界ですよ。超展開の謎展開の無む茶ちや展開が続きすぎて、逆にちょっと先が気になっちゃってくるほどだよ。

「何なのこの台本、と訊きかれたならば」

　僕を見下ろしながら那須原さん。

　しれっとした顔を一変、ぺろりと舌を出してウインクしておでこをコツンしながら、

「あっきーとの関係がこのままだと停滞しそうだからっ、この機会を幸いに外堀を埋めていこう、既成事実をつくってしまおう、っていう魂胆なのっ。てへっ☆」

「てへっ☆、じゃないよ。アイドルキャラに豹ひよう変へんするのは台本の中だけにしてよ。テンションが追いつかないから」

「あらそう。残念ね」

「ていうか聞き捨てならない文字列が連続してませんか？　外堀を埋めるだとか、既成事実をつくるだとか。これってもはや漫才じゃなくない？」

「そうでもないわ。この展開であれば、客席からさぞかし突っ込みがたくさん入るでしょうから。お笑い的には何の問題もないはずよ」

「突っ込みどころがたくさんあることについては自覚的なんだ……」

　いやでもね？

　問題ない、ってわけにはさすがにいかないんじゃないかな？　突っ込む以前にお客さんポカン顔だよ、こんな台本やらかしたら。

「さて質問は以上ね。続きをやりましょう」

「待てい。話はまだ終わってない」

「まだ何か語ることがあるというの？　こういう行為の前に多弁になるのはみっともないのではなくて？」

「同意もしてない行為に抵抗してるだけだよこっちは。ていうかだんだん不安になってきたんだけど、この先の台本ってずっとこんな展開が続くわけ？」

「だいじょうぶよ安心して頂戴」

「安心して、って何をどう？」

「ちゃんと痛くないようにするし、優しくもしてあげるわ」

「それはどっちかというと男側のセリフなんじゃ？」

「だいじょうぶよ。先っぽだけにしておくから」

「そのセリフ、会長さん以外の口からは聞きたくなかった……！」

「あなたが何と言おうと、今日という今日はわたくしと初夜を迎えていただくわ」

「そのセリフ、秋あき子こ以外の口からは聞きたくなかった……！」

「ごちゃごちゃうるさいわね。あまりしつこく抵抗するようだと、あなたの使ってる羽毛布団の中身をすべてわたくしの下着に入れ替えるわよ」

「そのセリフは君の口からでさえ聞きたくなかった！　久々だねそのネタ！」

　ある意味、那な須す原はらさんに一晩中抱かれて眠ることになるわけか。想像してみるとなんかすごい絵え面づらだな。発想の勝利というか、発想した時点で敗北というか。

「よし。とにかく落ち着こう。いったん離れてもらえるかな那須原さん？」

「それはできない相談ね。まずは台本をひととおり演やり終わってみる、ということで話はついていたでしょう」

「演り終わるころには僕ら警察にしょっぴかれてるよ……」

「まあそう言わず。台本のオチだけでも聞いてみてはどうかしら」

「……じゃあいちおう聞くけど。オチはどうなるの？」

「無事に結婚したわたくしたちは、周囲に祝福され、たくさんの子供にも恵まれて、世界中を股にかけるビジネスマンになったり、成功をねたまれて暗殺者に狙われたり、果ては宇宙旅行にまで乗り出したりといった、さまざまな波乱に満ちた人生を送りつつも幸福に過ごし、ふたり手を取り合って穏やかに生命を全うし、一緒のお墓に入ってハッピーエンドになるわ」

「大長編すぎる！」

　オペラでもやるつもりなのか？

　僕らが舞台を占有できる時間はせいぜい三十分ぐらいだろ？　間違いなく未完の大作で終わっちゃうよそれ。

「あーもーとにかく！　ちょっといったん落ち着こう。椅子に腰掛けて、お茶をひとくち飲んで、それから今後のことを話し合おうよ。このままじゃぜったい舞台が失敗しちゃうからさ」

「嫌よ」

「いやそんな言下に否定しなくても。いちどクールダウンしてみようよ、ね？」

「拒否するわ。わたくしはぜったいにここをどかない。なぜなら──」

　頑かたくなに首を振り、僕の目をじっと見据えて。

　ほんの少しだけ声を震わせて。

「わたくしだって、それ相応の覚悟でこうしているのだから。ここで退いたのなら単なる惨めな負け犬に成り下がるわ。そんなのぜったいに嫌」

「那な須す原はらさん……？」

「こうでもしなければ、漫才のネタにでもかけて迫らなければ、恥ずかしすぎて尻尾を巻くのは目に見えているじゃないの。なのに、あなたという人は」

　うつむく。

　すぐに顔を上げる。

　その瞳は潤み、だけどらんらんと輝いて。

「何度おなじことを言わせるつもり？　わたくしあなたのことが好きなのよ。ひとりの男にひとりの女が恋をしているのよ。だったら少しは気持ちをくんでくれてもいいじゃない。気を回してくれてもいいじゃない」

「……あー。うん。えーと」

「面倒なメンヘラ女に捕まってしまったと、我が身を好きなだけ呪いなさい。だけど今は駄目。わたくしだけを見て頂戴。わたくしに身を委ねて頂戴。わたくしにとってはこれが、最初で最後のチャレンジになるかもしれないから。きっともう二度と、こんな勇気は振り絞れないから。だから──」

「……那須原さ」

「お願い黙って」

　顔が近づいてくる。

　たぶんこんなに近くで見たのは初めてだと思う。鉄面皮が売りだった彼女が、今は隙だらけに感情をあふれ出させている。そのことがひどくいじましい。

　ああそうだよな。

　僕はひどいやつだよ。

　あの那な須す原はらさんがこんなになるまで追い詰めちゃったんだな。追い詰められてる彼女にぜんぜん気づいてやれなかった。万死に値する。彼女は間違いなく、僕にとって大切な人だったというのに。

「…………
 」

「…………
 」

　顔が近づいてくる。

　上気した頬ほお。

　震えるまぶた。

　桜色に艶つやめいたくちびる。

　それらがいちいち普段の彼女とちがって、新鮮で、美しくて。

　ああそうだ間違いない。きっとそうだ。

　那須原さんがヘンなキャラ付けで通しているのは、自らの魅力に狂わされた男どもが人生を踏み外さないようにするための予防措置なんだな。合点がいったよ。確かにこんなキレイな存在が愛想を振りまいて歩いてたら、道行く男どもがひとり残らず恋に落ちてしまってえらいことになってしまう。
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　ましてやこんな切なすぎる顔で、見てるだけで心臓が張り裂けそうな表情で求められたら、誰だって彼女のために何かをしたくなる。死んでと言われたら喜んで死ねる。空を飛んでと言われたら翼だって生えてくるさ。

　そう、僕だって例外じゃない。このまま那な須す原はらさんの望み通りになるのも致し方ないと思えてきて、





「──なんやなんや？　この学園はどこもかしこも春真っ盛りかいな～」





　その時である。

　もはや待ったなしの状況に、待ったをかける声が聞こえたのは。

「あ、しもた！　またしてもついうっかり声を出してもーた！　いやーあかんなー、どうもウチには出歯亀の才能がないらしいわ。どうせならコトの一部始終をしっかり記録に収めて、代々の家宝にするべきところやのに、これじゃあ台無しになってまうやんか～」

　説明不要ふたたび。

　場の空気なんてお構いなしの脳天気発言、できれば関わりたくない人ランキングぶっちぎりナンバーワンのあの方──鷹たかノの宮みや御み幸ゆきさんが、控え室のドアを開けたところでニコニコ笑っていて、

「いや、しかしホンマ堪忍やで。秘め事は密をもって尊しとすべし、他人の目があったら燃え上がるもんも燻くすぶってまうっちゅーもんやわ。ウチも無粋な真ま似ねは大嫌いでな、親の敵かたきのように憎んではおるんやけど、どーにもほら、生まれついてのハッピー気質ってもんがあってな。おかげさまで三秒とじっとしとれん性格っちゅーか何ちゅーか……うん、これはもう呪いやな。いーや祝福やな。な、そう思うやろアキト？」

「はあ。いえ。まあ」

「でもってアンタ！　そこのスーパー金髪美人さん！」

　ずびしっ！

　と那須原さんを指して、

「アンタがウワサに聞くアナちゃんやな!?
 　いやー毎度おおきに、ウチはアキトの姉で鷹ノ宮御幸いいます、よろしゅう頼んますわ！」

　指すだけじゃ飽き足らず大股に歩み寄ってきて、手を握ってぶんぶん振って、

「いや、しかしホンマ綺き麗れいやねえアンタ！　ギンちゃんも相当なタマやったけど、アナちゃんもぜんぜん負けてへんわ。リリアナ学園ちゅーのはなんや、タレントかモデルの養成所でも兼ねてるんか？　いやいや眼福眼福、しばらく拝おがませてもらってもよろしいかしらん？」

　二の舞だった。

　銀ぎん兵べ衛えの時と同じく、那な須す原はらさん茫ぼう然ぜん自じ失しつ。御み幸ゆきさんのテンション高い関西風のノリにしどろもどろで、

「……あの。ちょっと。あなた」

「はいほい何じゃらほい？」

「どうやってここへ入って？　この控え室は人払いをしていたはず……わたくしとあっきー以外は何なん人びとも立ち入らないようにと……」

「あ、外で警備に当たってた人らのこと？　それやったらウチがいろいろ手ェ回してなんとかしましたわ。アナちゃんのマル秘映像をあとで渡すって言ったら快こころよく」

「ま、マル秘映像……って？」

「そら他でもない、アンタとアキトのいちゃいちゃ画像やがな。外におった人らって、アナちゃんの信者ばっかりやろ？　せやからこう、わりと簡単に。葛藤して頭を抱えつつも、しっかりウチの手を握って『お願いします』と。いやーやっぱスケベ心っちゅーもんは隠しようがないもんやね！　まあぜんぜん隠さんでもええけどね、人間正直が一番！」

「…………
 」

「あ、すまへんすまへん、すっかり邪魔してもーたな。ささ、どうぞ続けて続けて。いちゃいちゃ映像を持って帰らんことには約束が果たせへんし。ほらぐいっと頼んますわ。ぐいっと、ずぶずぶっと、ねちょねちょっと、弟分のことを男にしたってや！　な!?
 」

「…………
 」

　口を閉ざす那須原さん。

　それからゆっくりと視線を僕に向ける。

　僕というか、僕と彼女の体勢に向ける。

　馬乗り。腰と腰の接触。

　お互いに制服で、露出は決して高くないけど、なんせここは学園内で、控え室という密室で、一歩外に出ればそこは明るく楽しいリリアナ祭の場で──このシチュエーションは、うん、我ながら扇情的で背徳的で、今さらながら赤面を禁じ得ないというか、ふたりきりの際ならともかく御幸さんがニヤニヤと、

「急用を思い出したわ」

　不意に那須原さんが言った。

　言っただけでなく、そそくさと僕の上からどいて立ち上がった。

　その表情はいつもの鉄面皮ながら心なしか青く、

「わたくしちょっと出かけてくるわ。今すぐそうする必要があるの。どういうわけだか急にそうしなければならないような気がしたのよ」

「……那な須す原はらさん？」

「というかそう、そもそもわたくし一体いままで何をしていたのかしら？　不思議なことになぜだかほんの数分前の記憶さえ思い出せないのよ。察するに、どうやらわたくしは悪い夢でも見ていたようね。いいえむしろ悪い霊にでも取とり憑つかれていたのではないかしら。ええそうよ、そうにちがいないわ」

「えーっと……」

　うんうん頷うなずく相方に、僕は掛ける言葉がない。

「だとすればこうしてはいられないわね。知り合いにゴーストバスターがいるから、すぐに面会を申し込むわ。そうしてわたくしは旅に出ることでしょう。失った何かを取り戻すための旅に。もしかしたらそのまま尼寺に入ってしまうかもしれないけれど、その際は決して探さないで頂戴。というか今日のことはすべて忘れて頂戴。いいわねあっきー？」

「あー……うん。君がそう言うならそうするよ。なるべく」

「ではさようなら。また来世で会いましょう」

　言って、駆け足で去っていった。

　気のせいかもしれないけど、横顔がわりと半泣きだったかもしれない。

「御み幸ゆきさん」

「んー？　どしたん？」

「ぜったい確信犯でやってるでしょ」

「んん～？　何の話や？　ウチぜんぜん見当もつかんわ～」

　ほっぺに人差し指をあて、ウインクしながら舌を出す御幸さん。

　うーん。

　思わず殴らなかった自分を褒めてあげたい。

「ていうか、銀ぎん兵べ衛えの時は助け船を出してくれたんだなー、とか思って感謝したりもしてましたけど。なんかどうもそういう感じでもなさそうですよね？」

「いやいやそんなことあらへんで。ウチはひたすらかわいい弟分の貞操のために、自分にできることをやっとるだけやがな。無私無欲の極致、すべては世のため人のため。今年こそノーベル平和賞をもらうために、ウチがんばってんのよ。わかる？」

「何を企たくらんでるんです？」

「せやからー、誤解やっちゅーねん。そない疑うたぐり深ぶかい人生送ってると、ウチ報告せなあかんくなるがな。鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわのお偉いさん方に『姫ひめの小路こうじ秋あき人とはとんでもない非行少年になってもうてる、是が非でも連れ戻して真っ当な道に進ませるようにせなあかん！』みたいな感じで」

「ぐぬ……」

　ちくしょうなんて鬱陶しい生き物なんだ。こういう時に限ってそういう手をちらつかせてくるとは……！

「いや、しかし残念やな～」

　僕の歯は噛がみなど知った風もなく、御み幸ゆきさんはお気楽な調子で、

「漫才やるっちゅー話やったから、ウチめっちゃ楽しみにしとってんけど。ほらウチ、関西系の人間やから」

「あんたの場合、キャラがそっち系だってだけの話でしょうが」

　うすうす感づいてる人もいると思うけど、この人の関西弁はかなりエセなのである。京都出身ではあるけど、とにかくあちこちを飛び回ってる人だったから、言語的には特にこれといってアイデンティティがないタイプなのだ。各種方言を自在にあつかえるし、四カ国語ぺらぺらだし。

「なんにせよこれで見られんくなったわな」

　僕のジト目なんてどこ吹く風、涼しい顔で御幸さん。

「アキトとアナちゃんのライブは、ウチにとって今回のメインイベントのひとつやってんけどな。観客席からヤジ飛ばしたり、アキトの恥ずかしい過去をバラしたりとか、めっちゃ面白そうやってんけど」

「んなことしたら即座に警備員に言ってつまみ出させますよ？」

「冗談冗談、そない怖い顔しいなや。……せやけどどないするん？」

「どないするって、何が？」

「アナちゃんどっか行ってもーたけど。このあと本番なんやろ？　それもけっこうでっかいイベントの」

「…………
 」

　そうだった。

　何気に頭が混乱してて失念してた。今は本番まで待ったなしの状況なんだ。ていうかリハーサル中だったはずで、なのに台本にぜんぶ目を通しているわけでさえなくて、肝心な台本の内容はご覧の有様で、

「どのみちアナちゃんのあの様子やと、最初からまともに漫才ネタやれるコンディションとちゃうっぽかったけどなー。表情こそ冷静やったけど、内心は相当にテンパってたっぽいし。ウチが出張って来ようと来まいと、たぶん結果は同じやったわな」

　かといって『しょうがないよね』じゃ済まされないのだ。

　なんせ生徒会の威信がかかってるイベントなんだし、まして銀ぎん兵べ衛えのイベントがあんな感じに終始しちゃった今、那な須す原はらさんの集客力は是が非でも必要で──というかそれ以前に、泣きべそかいて逃亡しちゃった彼女のことが心配だ。すぐに追いかけてフォローを──いやでもフォローと言ったって何をどうやって？　まさかさっきの台本の続きをやるわけにはいかないし、そうでなくとも那須原さんの気持ちに応えるのは無理が──

「行ってらっさい～。がんばってえな～」

　考えるより先に身体が動いていた。

　気づいた時にはもう、僕は控え室を飛び出していて、あわてて視線を逸そらす警備スタッフたち（那須原さんのファン）を掻かき分わけるように探し人を始めた、のだけど……。
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　以下はダイジェストでお送りする。

　人いきれでごったがえす学園内を探し回り、お手洗いの個室に閉じこもっていた那須原さんを発見したころにはもう、開演の時間を大幅に過ぎていた。

　待たされた客たちの大ブーイングが鳴り響き、リハーサルなんてもちろん間に合わず、それでもどうにか那須原さんをなだめすかして舞台へ上がらせることに成功。

　とはいえまさか例の台本どおりに演やるわけにもいかず、結局は夏祭りの時と同じくアドリブで舞台を組み立てていくことを強いられ、だけど前回とはちがって那須原さんの状態が本調子ではない、むしろあれこれあったゆえに絶不調であったために、どうにもこうにもどっちつかずな、不本意で不完全燃焼な舞台に終始した──と。

　……以上、ダイジェストでした。

　もろもろの突っ込みはどうかご無用に願います。

　いろいろアレな自覚は大いにありますので、ハイ。





十月一日（リリアナ祭⑤）









　午後三時。

　必勝して然しかるべきだった舞台が不発に終わり、茫ぼう然ぜん自じ失しつな態で消沈する那な須す原はらさんをどうにかしたいのは山々だけど、如何いかんせん今日は時間がなさすぎる。

　なんせ次に控えているのは本番中の本番、『新しん藤どう光こう一いち郎ろうサイン会』なのだ。こればっかりは代理の利かない、しかも僕の人生においては大変な一大事。まさか準備をおろそかにするわけにはいかない。

　ごめんよ那須原さん。

　励ましたりするのはできないかもだけど、ていうか筋違いかなって感じだけど、できればそばにいるとか一緒にいるとかぐらいはしてあげたい、だけど今はちょっと無理だ。リリアナ祭の一日目が終わればいろいろ話せることもあると思う。もしかすると余計なお世話だって怒られるかもだけど、できればそうしたい。そうさせてほしい。

　あーくそ。

　それだけじゃなくて本当は銀ぎん兵べ衛えも気になるんだ。あいつどうしてるかな。へこんでるんだろうな。時たま急にメンタル弱くなるからな彼女。できればどっかのベンチで缶ジュースでも開けながら、ゆっくり駄だ弁べったりもしたいけど──

　そんなことを考えつつ学園を走ってる時だった。

「おい姫ひめの小路こうじ」

「……あ。どもです先生」

　久しぶりの登場である。

　冴さえ木き静しず香か女史。この学園の国語教師、僕の副担任さんだ。

「忙しいところすまんが時間いいか？　なあに、ほんの数分で済む」

　と言われては断れない。

　なんせこの人にはいろんな便宜を図ってもらってる。授業中の内職（原稿）にお目こぼしをもらったりとか、多少の居眠りは見逃してもらったりとか。あとは僕の担当編集である神じん野の薫かおる子こさんの同期生ってこともあって、そっち方面でもあれこれと。

「生徒会の催もよおし物ものは不発だったようだな、残念ながら」

　近くにあった模擬店でホットドッグを二本買い、片方を僕におごってくれながら、

「私としてはいささか意外であり、無念でもある。今年度の生徒会は歴代でもトップクラスだろうと見込んでいたから、正直なところ成功を確信していたんだが」

「はあ、ども。恐縮です。ご期待に添えず」

「文化祭実行委員との一件は承知しているよ」

　ホットドッグのパンの部分を一ミリだけかじって、先生。

「伝統的に不仲な実行委員と生徒会が、今年に限っては上う手まくやってると聞いて、おどろきながらも感心してたのだがな。裏目に出てしまったかどうやら」

「……承知してる、っていうと？　どのへんまで？」

「おおむねすべて」

　じろり、とこちらを睨にらみつつ、

「まったく危ない橋を渡ってくれるよ。裁判所を巻き込んでの大ドッキリ大会なんぞ、一歩間違えば学園の存亡に関わりかねんというのに」

「その節はハイ、弁解のしようもなく……ホントすいません」

「リリアナ祭はリリアナ学園だけのものじゃなく、地域全体の一大イベントでもある。経済効果や政治的影響も馬鹿にならん。運営には細心の注意が払われるべきだし、生徒会の一員ともなれば前後の行動に相応の計算をしておくべきだ。まあそのあたりは私が言うまでもなく、二に階かい堂どう嵐あらしがしっかり計算してやっているだろうが……しかしまあ、色恋沙汰ひとつでよくも大おお事ごとにしてくれたものだよ」

　言って、ホットドッグをひとかじり。

　ちなみに先生のホットドッグはさっきからほとんど減ってない。長身で質実剛健で、スーツ姿のよく似合う、警視庁のキャリア組と言われても違和感ないタイプの女史だけど、食はえらく細いのである。

「とはいえ姫ひめの小路こうじ。お前の不始末については今回、一切を問わない。不問に付ふすというより見て見ぬ振りだ。学園側もこの時期の面倒ごとに首を突っ込みたくはない。もちろん生徒会長の根回しが効いていることもあるが、運がいいことだな」

「貸しのふたつやみっつ分ぐらいにはなると思ってます、今回のことは。会長さんには頭が上がらないっす」

「問題は十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かだ」

　ソーセージをゆっくりもぐもぐしつつ、

「十乗寺当人ではなく、むしろその周辺かな。あの眼鏡ッ子単体なら無害なんだが、いかんせん妙な流れを引きつける、というより波乱の中心にいつの間にか据わっている傾向があるからな、彼女の場合」

「と、言いますと？」

「見た目のオーラはまるでないが堅実に仕事をこなし、時に大それたことはやらかすが野心はないタイプ──彼女ひとりだけならおそらく何も問題はない。抜けたところも多いが誠実で結果を出せる委員長として、学園史に名前を残したことだろう。彼女ひとりならな」

「はあ。なるほど」

「面倒なものだよ化学変化というやつは。本来なら無害なものを、いくらでも毒物に変えてしまえるんだから」

「……なんかさっきから含みのある言い方ですが」

「十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かを生徒会長に担ぎ出そうという動きがある」

　ズバリ先生は言った。

　大して興味もなさそうに、カナブンの交尾でも観察するぐらいのテンションで、

「要するにクーデターだな。現行の生徒会を叩たたく材料がそろい次第、リコールを発動させて生徒会長以下の現職を解職させ、文化祭実行委員会の一派が学園の主導権を握る、というシナリオらしい」

「……それはなんとも。剛ごう毅きなことで」

「お前がキョトン顔になるのも無理はない」

　ふん、と鼻を鳴らし、

「第一に、実行委員の連中は生徒会のメンバーに比べれば遥はるかに小粒だ。第二に、当の十乗寺にその気がない。彼女のシンパが勝手に動いているだけで、いざリコールが成立したところで担ぎ出した御み輿こしが機能しない、という事態もありうる。第三に、そもそもシナリオを書いてる連中に将来の展望がない。極論すればノリでやってるだけだから、仮に成功したところで頓挫するのは目に見えている」

「つまりは茶番だと？」

「まったくもってな。そもそも肝心の二に階かい堂どう嵐あらしが生徒会を引退し、学園を卒業するまで何ヶ月もないだろう？　年明けには総選挙も実施される。仮に政権が交代したところで短命に終わるのは確実だ。まあそれがわかってるからこそ、反乱分子を気取ってる生徒たちもあくまでノリでやってるんだろうが」

　だけどその『ノリ』が許されちゃう空気があるんだよね、この学園って。

　先日の裁判ドッキリなんかが成立するあたりがいい例で、なんか今さらながらだけど無む茶ちや苦く茶ちやな校風だなとは思う。とにかくやることが突拍子もないというか、個性的すぎる生徒が多すぎるんだよな……まあだからこそ逆に、リリアナ祭みたいな規格外の学園祭もやれちゃうんだろうけど。

「というわけで、本来なら何も問題はないんだ」

　軽く肩をすくめて冴さえ木き先生。

「放っておけばいいし、なるように任せればいい。生徒の自治権が大幅に認められているこの学園なればこそ、いよいよ教師が口を出す幕はないだろう。私は現在の生徒会に肩入れしている方だとは思うが、仮にクーデターが起きて生徒会メンバーがごっそり入れ替わったところで、だからどうした、という話だが……」

「なのに先生はこうして口を出してきてますけど。その心は？」

「私は一応、生徒指導担当の教師なんだよ。立場上、生徒たちの動向に目を向けないわけにはいかん。自治権うんぬんの話とは矛盾するようだが、生徒会政権が安定して運営されないのは好ましくないんだ。主に私の査定的な意味で」

「ははあ。そういうもんですか」

「そういうものだ」

　ふんっ、と鼻を鳴らす先生。

　大人の世界は難しいな。まだ子供の顔をしていられる自分に感謝だ。

「よろしく頼むぞ姫ひめの小路こうじ？　今回のリリアナ祭で生徒会がしくじるようだと、万が一のことも起こりうる。ゆめゆめ油断しないことだ」

「忠告ありがとうございます。参考にさせてもらいます」

「猿渡さわたりと那な須す原はらの件は覆ふく水すい盆に返らずだ。あとはお前の──新しん藤どう光こう一いち郎ろうのサイン会でどう挽ばん回かいできるか、というところだろう。まあ薫かおる子こも奮闘しているようだし、順当にいけば成功は間違いない。期待させてもらうよ」

「は、ども。恐縮です」

「……で、もうひとつの本題なんだが」

　そこで先生は顔をしかめた。

　あごを撫なで、頬ほおを掻かき、頭をわしゃわしゃかき回してから、

「今から言うことは余計なお節介かもしれん。が、それでも私はお前の副担任だし、見知らぬ他人というわけでもない。やはり触れないわけにもいかんだろう。姫小路秋あき人とが新藤光一郎であることを知っている私が、教師である立場を抜きにして言う」

「拝聴します」

「お前、本当にサイン会なんぞやっていいのか？」

　探るような。

　あるいは不安そうな。

　そしてたぶん純粋に心配してる、そんな視線。

「覆面作家のサイン会とはいえ、本当に覆面を被かぶるわけにもいくまい。であれば当然、お前の正体が満天下に知れることになるだろう。むろんそれは承知しているよな？」

「そりゃもちろん。嫌というほど」

「お前が作家になる経緯や、作家になったあとの成り行きを、私は知っている。作品の内容も、お前の人間性も、お前のブラコンの妹のことも。だから私にはこう、今回の件がどうにもよからぬ予兆のような気がしてならないんだが」

「ははあ。予兆ですか」

「タイミングは考えることだ。お前がデビューしてまだ一年かそこら。リリアナ学園に転入してきて半年程度。鷹たかノの宮みや家を出て妹と暮らし始めたのもやはり半年前。短期間のうちにずいぶんいろんなことが起きて、これからもいろんなことが起きるだろう。お前はどうやらそういう星の下に生まれついてるようだしな……であればこそ、慎重には慎重を重ねた方がいい。もともとお前の人生設計に、今回の件は含まれてなかったはずだろう？」

「はい。まったくもって予定外です」

「ならばやはり一考してみるのがよかろう。今さらではあるが、それが私からのささやかな老婆心だ。一応これでも教師だからな、給料分の仕事はしておきたい」

「お心遣いありがとうございます。だけど先生……」

　鼻の頭を撫なでて、

「今さらやらないわけにはいきませんよ。大々的に宣伝して、スタッフも大勢動かして、出版社もすっごい乗り気で。サイン会目当てのお客さんもけっこう来てるって話ですし、これだけ外堀を埋められたらさすがにあとには引けない。そもそもありがたいことですからね、こういうイベントは作家的に」

「それは承知しているさ。だが──」

「僕だってこんなタイミングでサイン会だなんて、まして自分の通ってる学園で初サイン会だなんて、想像だにしてなかったですよ。周りの流れに身を任せる形になるのがベターなやり方とも思ってない。でも、なんていうんでしょうね。天命？　ってやつですかね？　ここまでお膳立てされたら、つまりはそういうことなんだと、思わざるを得ないですよ」

　いつまでも隠しておけることじゃないのだ。

　そのことは最初から想定済みだった。秘密ってやつは、ひとりで孤独に抱え込んでいない限り、どこからか漏れるものだし。まして姫ひめの小路こうじ秋あき人と＝新しん藤どう光こう一いち郎ろうという事実は、出版関係者や学園関係者の多くがもとより承知していること。正直なところ時間の問題ではあったんだ。それが『今』になるとは思ってなかった、ってだけの話で。

「第一ですね、先生的にはサイン会が成功した方がいいわけでしょ？　そうすれば生徒会の面子も挽ばん回かいできるし」

「まあそうなんだがな」

　憮ぶ然ぜんとした顔の冴さえ木き女史である。

「……うむ、やはり余計なお節介、余計なお世話だったか。すまないな、お前の決心を鈍らすようなことを言って」

「いえとんでもない。おかげさまで改めて自分の立ち位置を確認できましたから」

「せいぜい気張ってかましてこい。どうせ打ち上げる花火なら、可能な限りどでかい花火の方がいいだろう。この期ごに及およんで線香花火では興も醒さめるものだしな」

「いえいえ先生、むしろ線香花火こそが至高というべき花火ですよ。打ち上げ花火なんていう大艦巨砲主義は戦前までで滅びるべきです。線香花火の情緒にこそ、日本人本来の魂のありかたを見み出いだすべきだと、そう思いませんか」

「……そうやって揚げ足を取る余裕があるなら心配はいらんか。健闘を祈る」






　　　　＊







　冴木先生と別れたあとの僕は、校内の某所へと足を向けた。

　ちなみに学園祭中のリリアナ学園には、大通りと裏通りが設定されている。有望株と目された模擬店が左右に並ぶメインストリートが前者、ややマニアックでカルトな模擬店を集めたのが前者。こうして緩急をつけた配置にするのは、老若男女を問わない来場者に配慮したものである。ガッツリあちこちを駆け回って祭りを楽しみたい人もいれば、のんびりマイペースに回りたい人もいるからね。音楽のライブ会場なんかだと、モッシュ上等の前列と、まったり立ち見の後列に棲すみ分わけがなされたりするけど、ちょうどあんな感じを想像してもらうといい。

　配慮はそれだけじゃない。たとえば敷地内のそこかしこに案内板が立てられていて、順路を示したり、おすすめの目玉企画なんかを宣伝してたりするけど、人混みの現況に合わせてそれらの内容をこまめに替えているのだ。そんな手間をかける理由はひとつ、渋滞によるストレスを極力避けるために他ならない。おまわりさんが交通整理するような感じで、ある種のパズルゲームみたいにお客さんの流れをコントロールしているわけだ。これは文化祭実行委員が長年にわたって培ったノウハウであり、運営側がいかに気を遣ってリリアナ祭を取り回しているかを端的に示してもいる。

　……閑話休題。

　なんでそんな説明をしたかというと、臨時の実行委員として渋滞の状況を知りうる立場にある僕が、なるべく人通りを避けるルートで某所へと向かっている、ということが言いたかったのである。なんだかんだで近ごろ、僕は学園内で目立つ存在なので、下手にうろちょろしてたらすぐに知り合いに出会い、声を掛けられることだろう。そしてできることなら今、僕は誰にも見られずに行動したい。新しん藤どう光こう一いち郎ろう＝姫ひめの小路こうじ秋あき人とであるという事実は、この時点ではまだ伏せておくつもりなのだ。

　実行委員はルートに枝道をふんだんに配置し、人通りが偏らないよう巧みに調整している。そこからひとけの少ない場所を逆算して歩く。脂の焦げる匂いも、陽気な音楽や喧けん噪そうも、今の僕にとってはむしろ有害な刺激。可能な限り目にも耳にも入れず、早足で目的の場所へと向かう。

　向かっているのは控え室である。

　ダミーのではなく本物の
 。

「あっ、秋人くん。お疲れ様です」

　サイン会の会場にほど近い某所で、担当編集の神じん野の薫かおる子こさんが出迎えてくれた。第三体育館と南特別棟の間にある部室長屋の一室で、普段は様々な用具の収容場所として使われている。

「ささ、どうぞどうぞ先生。こちらへ」

　僕のために持ち込んでくれたと思おぼしきテーブルとパイプ椅子に、神野さんが案内してくれる。部屋はホコリ臭く、雑多なものを折り重ねるように仕し舞まわれていて、明かり取りの窓はついてるけどなんとなく薄暗い。

　僕らふたり以外に人の姿はないようだ。

「お疲れ様です神野さん。会場の方はどんな感じです？」

「ほとんど満員ですよっ。まだまだ開始まで時間があるのに、熱心なファンの方々でいっぱいです！」

　魔法瓶から冷たいお茶を出してくれながら、神野さんはホクホク顔で、

「もうですね、お昼過ぎぐらいには列ができはじめて、今ではすっかり行列になっていて。いちばん早い人だと、朝一番から並んでいたそうなんですよ」

「朝一番から？　でもあれですよね、サインは整理券の番号順に、ってことじゃなかったです？　どれだけ早く並んでも意味がない気がするんですが」

「わかってるけど居ても立ってもいられない、ということですよう。それだけ新藤光一郎のサイン会が待ち望まれていた、ということなんです。ねね、どうですか秋人くん？　とっても素敵なことだと思いませんか？」

「ええもちろん。素敵なことです」

　ファンの方の熱意はもちろんのこと、神野さんのハッピーな笑顔が特にね。普段から迷惑かけ倒しの人にこれだけ喜んでもらえると、それだけでもう十分に価値のあることに思えてくるというか。

「ところで秋あき人とくん。この部屋に入るところを、誰かに見られたりしませんでした？」

「だいじょうぶだと思います。そのへんはけっこう注意してきたんで」

「上々です。今回はサプライズ企画ですからね、真実を明かすステップはちゃんとした演出をしないとですからね。ああそうそう。一応ですね、大まかな流れをざっとした台本にしてきましたので。目を通しておいてください」

「ありがとうございます。謹つつしんで読ませていただきます」

　と言って受け取ったものの、あまり気の進まない僕だった。なんせ今日という日は、台本という言葉にいい思い出がない。

「それにしても驚きでしたよう」

　お茶を飲み干して一息つく僕に、神じん野のさんがしみじみと言ってくる。

「秋人くんが本当に顔出しのサイン会をＯＫするだなんて。わたしてっきり、何か抜け道を用意してくると思ってたんです。覆面をするとか、影武者を立てるとか」

「ええまあ。確かにそういう方法も考えましたけどね」

「だって秋人くんって、これまで頑かたくなに顔出しを拒んできたじゃないですか。それは『新しん藤どう光こう一いち郎ろう』をプロデュースするための手段でもありましたし、ご家庭がいろいろ複雑な事情を抱えていたからということもあって、簡単に方針が変わることはないと思ってたんです。実のところわたし、直前のボイコットまであると踏んで準備してました」

[image: ]


「うわひどいなあ。今さら尻まくって逃げたりはしませんよ。もうちょっと担当作家を信用してくださいって」

　苦笑いしてみせる僕だった。

　だけど正直なところ、ごくごくわずかな、ほとんど論じるに足らない、ほんの一パーセント未満の可能性ながら──いざ本番を前にして敵前逃亡、という選択もあり得たのだ。成り行きで（つまりは上手に外堀を埋められて）（あるいは様々な外的要因に押し出される形で）今日という日に至いたってしまったけど、まったくもって全身全霊で望んでいない展開だったからね、母校での顔出し初サイン会なんてのは。

「ところで神じん野のさん」

　話題を変えて、

「もう片方の控え室はどうなってます？　上う手まいことごまかせてますか？」

「それはもう」

　ぐいっと胸を張る神野さん。

「誰もがみんな、ダミーの方の控え室に新しん藤どう光こう一いち郎ろうがスタンバイしてる、って信じてますよ。なにせ秋あき子こちゃんが取り仕切ってくれてますから。秋あき人とくんの影武者の用意やら、サイン会場の準備やら、運営スタッフの取り仕切りやら、それはもう何から何まで完璧にやってくれています」

「ほほう」

「しかもですね、フライングで来場してくれたファンの方々へのケアとかサービスとかも、アドリブでやってくれてるんですよ。椅子を出したり飲み物を出したり、新藤光一郎のちょっとしたマル秘エピソードなんかも語ってくれたりして──あ、とは言ってもあたりさわりのない、とりとめのない内容ですけどね。でも秋子ちゃんの話し方が上手だから、ファンの人たちを上手にアゲてくれてて」

「それを聞いて安心しました。なんせうちの妹のことですから、どんなはっちゃけたことをやらかすか心配で……」

「はっちゃけたこと、と言いますと？」

「たとえばブラコンっぷりを遺憾なく発揮した、事実無根の暴露話とか？　新藤光一郎には心に決めた人がいて、何を隠そうそれが実の妹であるわたしなんです！　──みたいな感じの」

「何をおっしゃいますか先生」

　ノンノン、と指を振って、

「そんなことしませんよ秋あき子こちゃんは。彼女って本当にしっかり者で頼りになる人ですから。秋あき人とくんが不利になることはしませんよ絶対」

「そう……ですかねえ？」

　僕の記憶によればいろんな前科がある気がするんだが。

　まあいいや。

「なんだかもう、わたし秋子ちゃんから見習うことばかりで感心しきりです。ちょっとあぶないブラコンの子かなあ、とか思ってたんですけど、そんなマイナスを補って余りある妹さんですよね。将来はうちの出版社に来てくれないかなあ」

「僕としてはまともな職についてくれるなら何でもいいですけどね。学園を卒業したら、そのまま専業主婦になるつもりでいるっぽいですから」

「秋人くんの？」

「ええ。残念ながら」

「彼女らしいですよね」

　くすくす笑う神じん野のさん。

　この様子だとぜんぜん真面目に受け取ってなさそうだな……けっこう深刻な問題だと思うんだけど。

「ともあれがんばってくださいね、今回のサイン会はきっと大きなターニングポイントになりますから。新しん藤どう光こう一いち郎ろうにとってだけでなく、なにより秋人くんにとっての」

「そう……ですね。ぜひそうあってもらいたいです。僕としてもせっかくリスクを背負ってやる企画ですから。見返りがないとやってられない」

「ええと、実はその件なんですが」

　言いにくそうな顔をつくる神野さん。

「さっきも話題に出ましたけど、想定以上にたくさんのファンの方が今日は来ていらっしゃいまして。だけどサイン会には定員というものがありまして、整理券は事前に配り終えているわけで、その方々は会場を遠巻きに眺めるだけ、ということになるんですが」

「ええ。そうなっちゃいますね」

「さっきも言ったとおり、そんなみなさんにも秋子ちゃんがいろいろケアしてくれて、とても好評を博しています。でもですね、やっぱり妹さんのファンサービスだけじゃ足りないと思うんです。みなさん納得も満足もしてくれてるようですけど、でも本当の充実はもっと別のところにあるはず、といいますか」

「ふむむ？」

「実はですね、今日は先生の著書をですね、かなりの冊数確保して持ってきてるんです。というのも、やっぱりサインというのは書くのを失敗しちゃうこともあるわけで、そのための予備が用意してあるんですね。特に今日は初サイン会ということで、ミステイクの確率も高いだろうってことで、けっこう多めに持ってきてるわけです、はい。ちなみにその用意を提案してくれたのは秋あき子こちゃんなわけですけど」

　……なるほど。

　どんな流れに持っていきたいのか、さすがに見えてきた。

「時間とかスペースの余裕はあるんですか神じん野のさん？」

「えっ？」

「お客さんの人数を増やすとしたら、収容するスペースなり何なりが追加で必要でしょうし。当然ながら会場を占有する時間も長くなっちゃいます。まずはそのあたりがクリアにならないことには──」

「その点は大丈夫です！　時間は延長できますし、収容スペースも広げられます。そんなこともあろうかと、あらゆる事態を想定してあらかじめ準備はしていました。主に秋子ちゃんが、ですけど」

「あとはまあ、抽選で外れてしまったファンの人たちがどう思うか、ですよね。いろいろクレームが来る可能性がなきにしもあらずなんじゃ？」

「その点は確かにちょっと心配ですけど。今回は初回ですし、特例ということで。やっぱり主催する側としては、できるだけファンサービスはしてあげたい、という気持ちがありますもん。わたしも一編集者としてそう思いますし」

　ふむ。

　そういうことなら大丈夫かな、どうやら。

　どうせあとには退けない状況なんだ。だったら少しでも前向きに、気分よくいきたいよね、作家もファンのみんなもお互いに。毒を食らわば皿まで……と言っちゃうと失礼かもだけど、構図としてはそういうことである。

　あとは僕が予定より多く働けば済む話、ってこと。

「そうですか！　受けてもらえますか！」

　神野さんの顔がぱあっと輝く。

「じゃあわたし、さっそく準備をしてきますね。秋あき人とくんはもうしばらくここで待機していてください。何かありましたらすぐ携帯に連絡を！」

「はい。よろしくお願いします」

　控え室（本物）を飛び出していく神野さんを見送り、僕は一息つく。

　部屋には僕ひとりきり。ちいさい窓がひとつだけの室内は、蛍光灯をつけていてもなお薄暗く、まだ陽ひが高い時刻であることを忘れそうで。祭りの喧けん噪そうもいささか遠く、なんだか訳もなく何かに騙だまされたような気分になる。

「さて。今のうちにやれることをやっておこうかな」

　独り言をつぶやいて、テーブルの上に用意されていたノートとペンを手に取った。

　なんのためのノートとペンかって？　そんなの決まってる、サインの練習のためだ。時間がなくてあまり練習できなかったんだよね……手先はそんなに器用な部類じゃないし、今のうちに少しでも上手に書けるようにしておかないと。

　……。

　…………
 。

　………………
 。





　こん　こん　こん





　そうして黙々とノートにサインを書きつけることしばし。

　控え室のドアをノックする音がした。

　神じん野のさんが戻ってきたかな？

　あるいは秋あき子こが交代でこっちに──





「残念！　嵐あらしちゃんでした～！　お邪魔させてもらうぜ？」





　顔を上げた視線の先にいたのは。

　予想したふたりのどちらでもなく。

　そしてお世辞にも歓迎できるとは言えない人物の姿。

「いよーう、どうした姫ひめの小路こうじ秋あき人と。ケーキ屋さんに入ったのに脂たっぷりのステーキを出された、みたいな微妙なツラしやがって」

　生徒会長だった。

　二に階かい堂どう嵐。ここにいるのが不自然なはずの。

「……どうしたも何も」

　数拍テンポを遅らせて、ようやく僕は反応する。

「まさにそういう状況なので。微妙なツラもするってもんですよ」

　むしろ猫カフェに入ったらライオンに出迎えられた、ぐらいの感覚である。なんでこの人がここにいるんだ？　僕、けっこう尾行には気をつけてたはずだよね？　もちろん関係者でもないよねこの人？

「なんでも何も」

　会長さんはひょいと肩をすくめて、

「ぜんぶお見通しだからに決まってんじゃねーか。お前さんが新しん藤どう光こう一いち郎ろうで、今日の学園祭で初サイン会を開くってことは、とっくに知ってた、ってなもんよ。あ、ちなみに情報源はオフレコな？　守秘義務ってやつだ」

「…………
 」

　ちょっと立て直す時間が必要だった。

　こういう事態を想定してなかったわけじゃないけど、いきなりこられると、ちょっと、うん。けっこう利くね。不意打ちダメ、ゼッタイ。

「……最初に確認しときたいんですが」

　動揺を抑えながら訊きく、

「今日はそっちのバージョンで通すんですか？　いきなり『それ』で来られると、わりとどんなテンションで出迎えたらいいか判断に困るんですけど」

「んん？　何の話でえ？」

「キャラですよ会長さんの。日本刀と眼帯はどうしたんです？　ウィッグもそのままでいくつもりで？」

「……おーおー。そかそか、そういやそうだった」

　ぺしりと額を叩たたく会長さんだった。

　今朝の開会式の時もそうだったけど、今日の二に階かい堂どう嵐あらしは深窓のお嬢さま調の格好で登場している。ブラウンカラーのウィッグで赤髪を封印、制服はいつものやつだけどちゃんとリボンタイを締めている。こっちのバージョンを知らないわけじゃないけど、このスタイルでべらんめえ口調をされると、こう、どうしても面食らってしまうというか。

「まーでも今日はこっちのファッションで通すつもりサ。なんせＶＩＰ連中の接待が立て続けにあるもんでな、いつもの格好じゃなんせウケが悪い。かといっていちいち着替えてる余裕なんざありゃしねえ」

「はあ、なるほど。接待ですか」

「どこぞの議員やらＰＴＡのお偉方やら、社長に役員に医者に弁護士まで、そりゃもうよりどりみどりってもんよ。いやはや、もー肩が凝るのなんのって」

　そう言って首回りを動かして、ばきぼき鳴らしてみせる会長さんだった。なるほど、辟へき易えきしてる様子はたっぷりうかがえるけど、疲れた様子がないのはさすがってところか。

「生徒会長にとって、リリアナ祭におけるメインの仕事はまあ、これなわけさ。公務をしっかりこなしながら、祭りもがっつり楽しまなきゃならんという、けっこう器用さが必要とされるポジションなんだぜ？」

「ご苦労様です。頭が下がります」

「来年はお前さんがこのポジションに立つんだからな。しっかり予習しときなよ？」

「はい。それはもう重々に承知してます」

「安請け合いだねェ」

「だって、安発注には安請け合いで応えるしかないでしょ？」

「かかか、そりゃ違いねえ」

　お嬢さまスタイルで豪快に笑う会長さんだった。なんかすごい違和感だ。

　しかしまあ、ひどいマッチポンプだと思いませんか？　さんざん人を動揺をさせておきながら、動揺を収めるためにこうして与よ太た話に付き合ってくれるという……だったら最初から動揺させないように配慮してくれ、ってなもんだ。気遣いと無遠慮が自然に同居してるんだよなこの人って。器はでかいと思うけど。

　さておき。

　おかげさまで立ち直ることができた。話を進めよう。
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「とりあえずですね」

　動揺でかすれがちな声を咳せき払ばらいでごまかしながら、

「もろもろ訊ききたいことはあるわけですが──というか会長さんの方から何かと突っ込みを入れたいところだと思いますが」

「まあな。なんせ新しん藤どう光こう一いち郎ろう＝姫ひめの小路こうじ秋あき人とだからよ。作風をいちおうは承知してる身としては、人生初の関西弁で『なんでやねん！　すぱーん！』とやらかしたいところだが……今はおいておく。お前さんを困らせたくて来たわけじゃねえ」

「じゃあ何をしに？」

「決まってんじゃねえか。陣中見舞いだよ」

　言って、会長さんは持っていたコーラのペットボトルをテーブルに置く。

　それと模擬店で買ったと思おぼしき、ケバブと鯛たい焼やきとりんご飴あめ。

「かわいい後輩の晴れ舞台だ、何はともあれ激励のひとつもしなきゃなるめえ。本来なら花輪のひとつも贈るところだが、今お前さんに必要なのはこういうもんだろ？」

「お察しの通りで。ありがたくいただきます」

　礼を言い、ぷしゅっとペットボトルを開ける。

　なんせ今日は喉が渇く日なのだ……秋だけどけっこうな陽気だし、本番前だから緊張してるし、今もこうして心ない先輩の後輩いびりに遭ってるし。

「で、お前さんをもろもろ問い詰めるのは後日にするとしてだ」

　椅子を引っ張り出してきて僕の前に腰掛けて、会長さん。

「一点だけ。ここでお前さんの正体を明かすってことで、本当にいいのかい？　これまで世間様に黙ってたからには、それなりの算段があったと思うんだが」

「そのへんはまあ、なんといいますか、予定外の出来事ではあるんですが」

　僕は頭を掻かきながら、

「なんせきれいに外堀を埋められちゃいましたからね。こうなってはもう、がむしゃらにやるしかないという」

「まあねェ。ぎんぎんと副会長がきれいに肩すかしやっちまったからなあ。お前さんが最後の砦とりでになってる今となっちゃ、確かにやるしかない感はあらァな」

「生徒会の面子は立てないとですからね。僕も生徒会メンバーの端くれですし、それになんせ、ええ、たくさん借りをつくってる身ですから」

「そこにつけ込むような形になるのは、あたしにとっても本意じゃねえんだが」

　今度は会長さんが頭を掻き、

「チラッとどこかで話した気もするが、近ごろキナ臭い雰囲気がそこかしこでしたりしなかったり、でな」

「文化祭実行委員の話ですよね？」

「おうよ。お前さん何か聞いてるかい？」

「ある程度は。実際、委員会の方でもそれっぽい空気がちらほらありまして」

「だろうな。連中としては、せっかく出向してきてくれてるお前さんを味方に引き込まない手はねえからな。十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かとの関係も考慮すれば当然の流れだ」

　やれやれ、と伸びをする会長さん。

　それから自分用のコーラを開けて、

「まーあたしとしてはだな。任期も残り少ないことだし、ちょいと早めの政権交代が成ったところでどうってことはねえんだ。那な須す原はらも姫ひめの小路こうじ妹もぎんぎんも、そしてお前さんも、身の振り方は自由にすりゃいい。今期と同じメンバーが次期生徒会に居残って、前会長派が来年もまた権力をふるう、って構図も悪くねえが、あたし個人としてはそこに執着があるわけでもねえしな。お前さんもそう思うだろ？」

「いえ。僕はどうせなら、せっかく縁あって集まった今のメンバーのまま、ちゃんと任期を勤め上げたいと思ってますけど」

「お、そう言ってくれるのかい？　うれしいねェ」

　顔全体に笑みを広げ、『かっかっか』と大笑する会長さん。

　だけど──なんだろ。その表情にはいつもの精彩が欠けてる気がする。この豪傑をしても時にそういうこともあるのか、と思うとなんだか複雑な気分だ。やっぱりこの人にはいつだって豪放磊らい落らくな人物であってほしい。勝手な願いとは承知しつつも。

　なんせね。

　二に階かい堂どう嵐あらしはもう、僕にとって他人じゃあないんだ。

「つってもな、ハイそうですかと会長の座を明け渡してやるつもりもねえよ」

　と、さらに会長さんは続けて、

「せっかく連中が悪巧みしてくれてんだ、痛い目を見てお引き取り願うのが礼儀ってもんさ。もとよりあたしは自分の役割を放棄するつもりはねえし、そうじゃないとあちらさんも拍子抜けするだろうしな」

「それでこそ会長さんです。及およばずながらお手伝いさせてもらいますよ」

「期待してるぜ？　なんせ構図的にはお前さんが最後の砦とりで、ってことになるからな。今回のリリアナ祭できっちり生徒会の存在感を示して、現政権以外に学園の頂に立つ資格のあるものなし、ってな具合にアピールするのが望ましい」

「あんまり期待されても──ってのが正直なところなんですが。なんかそうも言ってられる感じじゃなくなってきましたから。お任せください、と応えておきます」

「おうよ。頼りにしてるぜ」

　ばちこーん、とウインクして、親指を突き出してみせる会長さんだった。

　お嬢さまスタイルでこの仕草だから違和感ありまくりだけど。この人に背中を押してもらうと、何かしらの保証を得たように思えるというか。これから進む道が正しい選択だったと錯覚しちゃうというか。

　いやほんと素敵な人だね。

　忙しい身だと言いながら、こうして様子を見に来てくれたりとか。

『お前が何とかしないとやばい』的なプレッシャーをかけつつも、『現生徒会が存続しなくてもいい』的な発言をして負担を軽くしてくれたりとか。

　僕が新しん藤どう光こう一いち郎ろうであることを隠していたことに最低限しか言及しないあたりとか。

　うん。

　きっと姉さん女房っていわれるタイプは、こんな風に日に陰に支えてくれながら、伴侶となる男を盛り立ててくれるんだろうな。肉食系の表向きとは別にこういう気遣いができるからこそ、二に階かい堂どう嵐あらしはたくさん敵をつくりつつも、いろんな層から多くの支持を受けているんだろうし。

　……いや、誤解しないでね？

　こんなこと言ってると、まるで近い将来に結婚を考えてるみたいな、そんな風に受け取られるかもだけど。まったくもってそんなことはないので。なんというか、近ごろはいろんなことがありすぎて、うん、正直言って疲れてまして。でもそんな中で、むしろ要注意人物だったはずの会長さんが心のオアシス的なポジションに来てくれると、こっちとしてもフラッと気持ちが傾かないでもないというか──

「いよーし！　そんじゃまあ、陣中見舞いの本番といくか姫ひめの小路こうじ秋あき人と！」

「はい？　本番って？」

「そりゃお前さん、本番つったら決まってんだろ。生命の根源、生きとし生けるものの大原則、男女の営みってやつをここらでブチかまさないわけにはいかねえ」

「……何を言ってるのか理解できないんですが」

「だーかーらー。古来より戦中の陣中見舞いと言えば、美女を差し入れるのが定番中の定番ってもんだろ？　オンナを抱き、以もつて戦意の向上を図り、天王山へ向けての英気を養う──どうでえ？　いかに朴ぼく念ねん仁じんのお前さんでも、決戦を前にしては昂たかぶりを抑えきれねえよな？　だったらあたしの身体に思う存分欲望をぶちまけてくれや。もとよりこっちは準備万端、いつでも」

「お断りします」

　即答の僕だった。

　まったくこの人は……褒めたそばからコレなんだから。

「まあ落ち着いて考えてみなよ姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

「僕は落ち着いてますよさっきからずっと。その上で言います。お断りです」

「時間のことなら気にすんなって。あたしのテクなら一分もあればヌいてやれる」

「そういう問題じゃありません」

「一分でもまだ長いってか？　せっかちだねえお前さん。よーしわかった、だったらあたしも奥の手である『悶もん絶ぜつ曼まん珠じゆ沙しや華げ』を使おうじゃねえか。これだったら三十秒もあればキメられるぜ。まして童貞のお前さん相手なら」

「陣中見舞いありがとうございました。ほんと助かったです。僕はまだやることがあるので、今日はこのへんで」

　強引に会長さんを立たせ、ぐいぐい背中を押す。

「おいおいこらこら。せっかくあたしが一肌脱いでやろうってのに」

「ありがたいですけど今は遠慮します。また今度お願いしますね。千年後ぐらいに」

「さすがのあたしもそんなに長生きできねえよ！　……まあいいや、とりあえずがんばってくれよな！　陰ながら応援してるぜ！」

　ばたん。

　ドアが閉じて、笑顔で手を振る会長さんの姿が消える。

　やれやれまったく。

　こういう人なんだよなあ、ウチの生徒会長は。最後にはきっちり空気を二に階かい堂どう嵐あらしの色に染め、それでいて毒消しをしてから去っていく
 。

　さすがにもう僕もわかり始めてるよ。この人のバランス感覚、調整役としての努力によって、ずいぶんといろんな人が助けられてることに。自分が損すると承知しながら、あえて道化を演じることで、曲くせ者ものばかりの周囲に調和をもたらしてることに。

　まったく頭が下がる。

　真ま似ねができるとは思わないけど、少しでも見習えればいいと思う。

「さて。いよいよ退けなくなったなこりゃ」

　ため息とともにひとりごちる僕。

　度重なる恩義を受けた二階堂嵐の望みとあっては、応えないわけにはいかない。いい加減、貸し借りの収支も釣り合わなくなってるところだし、ここらで少しはいいところ見せておかなきゃダメだよね。なんか本番が始まる前にいろいろあってぐったり疲れてる気がするけど、贅ぜい沢たくは言ってられない。不ふ肖しようの身ながら微力を尽くすのみだ。

　まずはそう。

　さっきの続きだな。サインの練習。これがしっかりしてないと何も始まらない。せっかく楽しみにしてくれてるファンの皆様をなるべく失望させないよう、少しでも努力しないと。

　……。

　…………
 。

　………………
 。





　こん　こん　こん





　そうして黙々とノートにサインを書きつけることしばし。

　控え室のドアをノックする音がした。

　今度こそ神じん野のさんが戻ってきたかな？

　それともいい加減、秋あき子こがぼちぼち──





「呼ばれて飛び出てじゃじゃじゃじゃーん！　お姉ちゃんでーす！」





　顔を上げた視線の先にいたのは。

　予想したふたりのどちらでもなく。

　お世辞にも歓迎できるとは言えないどころか、全身全霊でＮＯを突きつけたい人物の姿。

「可愛かわいい弟分の陣中見舞いに来てやったでー。ほれほれ、もっと歓迎したってや歓迎。パーッと盛り上がっていこー！　いえーい！」

　酒が回ってるのかすっかり上機嫌な様子で絡んでくるその女性は、残念ながら赤の他人ではない。鷹たかノの宮みや御み幸ゆき、歴れつきとした僕の縁者である。

「……ちょっとちょっと。何やのんその顔は」

　御幸さんがくちびるをへの字に曲げて、

「期待に胸をときめかせてストリップ劇場へ足を運んだら、五十歳ぐらいのマダムが出てきて頭真っ白、みたいな顔して。ウチ、そこまで悪くないと思うで？　脱いだらけっこうすごいねんで？」

「……何やのんも何も」

　数テンポ遅れてようやく僕は口を開く。

「なんでドアに鍵をかけておかなかったのかな、って後悔してる顔ですよこれは。おまけにたとえはひどいわ突っ込みづらいわで、ほんと最低ですね。あと別に呼んでもいないから今すぐ帰ってもらえませんか」

「わちゃー！　こんちこれまたご機嫌ななめ！　あかんであかんで、人間笑顔がいちばん、笑う門には福来たる、ウチとアンタのコンビで世界を取るためにはこんなところで躓つまずいちゃおれん！　さあいざ目指そう約束の地を、Ｍ‐１の新たなる覇者になれるのはウチらしかおらへんのやから！」

「すいませんが間に合ってますんで」

　そういうのは那な須す原はらさんだけで沢山だ。

　ちなみに御み幸ゆきさんが腕に抱えてるのは一升瓶。着実にさっきより悪化してる。いちおうお祭りってことで大目には見てるけど、泥酔は困るんだよな。もうつまみ出してもいいんじゃないかな。

　……うむ。

　さて。

　そろそろ態勢を立て直さなきゃならんね。

「ところで御幸さん」

「ん～？　なんや？　やっぱウチが脱いでるところ見てみたい？」

「いーえ。そういうのは会長さんだけで間に合ってます」

「だったら何やのん。何が訊ききたいのん」

「なんかもう今さら驚くのも馬鹿らしいから素で訊きますけど。なんでここに？　あとどこまで知ってるんです？」

「なんでと訊かれたら、そら陣中見舞いやがな。さっきも言うたけど。どこまで知ってるのかと訊かれたらこう答えるで。『ウチはなんでも知っとる！　なぜならお姉ちゃんやから！』ってな。いやしかし、もったいぶって覆面作家してたヤツが顔出しサイン会ってのはなかなかおもろいやんか。アンタにそないお茶ちや目めなセンスがあったとは、人間変われば変わるもんやなあ！　にゃはははは
 ！」

　ぐびぐびぐび。

　一升瓶を一気にあおる御幸さん。その姿はどこからどう見ても立派な飲んだくれだ。こんなロクデナシを尊敬してるありさには、いずれ教育的指導が必要だと思う。

　しかしなんだ。

　こうまで情報がザルになってると、焦りを通り越してちょっと凹へこむな。もちろん事実を知ってる人間はこの世に何人もいるわけだし、本気で調べればどこかで足がつくのは道理なんだけどね。妹にだってバレちゃったわけだしさ。

「まあとりあえず飲みいな。ほれ、こいつが差し入れ」

「はあ、ども。ありがとうございます」

　御み幸ゆきさんが手渡してくれたのは、例によってノンアルコールのビール的飲料。

　封を開けて一気にあおる。やけ酒がわりだ。酒では先日やらかしたばかりだけど、こんな展開だと飲まずにはいられない気分。いやむしろ不ふ貞て寝ねしたい気分か。ゆっくり眠ってリフレッシュしたい。今は無理だけど。

　……よし。

　ぼちぼちいろんなことを問いただしていこう。

「なんで知ってるか、どこまで知ってるか、はとりあえずおいておくとして」

　飲んだくれ姉に向き直り、

「問題はどうしたいのか、ですよね。御幸さんの目的はどのあたりに？」

「んん～？　目的？　何のこっちゃいな？」

「おとぼけはなしですよ。見計らったようなタイミングで現あらわれといて何もなし、ってことはないでしょう。というか毎度毎度、どえらいタイミングで現れてるじゃないですか。今日一日ずっと」

[image: ]


「そらアンタ、そうやって登場した方がおもろいし。アンタのおどろいてる顔見るのも楽しいし」

「そんな動機で邪魔しに来ないでください。迷惑です」

「ま、ちょうどええ頃合いやったのは確かやわな」

　ぐびぐび。

　一升瓶をあおりつつ、

「どっかで機会をつくって改まった感じで『アンタ、新しん藤どう光こう一いち郎ろうなんやって？』って訊きくよりは、こうやってフワッとキメた方がええと思わん？」

「思いません」

　即答する。

　なんせこう見えて僕、けっこう緊張してるんだよ。ぜったい失敗できないプレッシャーがどんどん積み重なってきてるし、舞台慣れしてるわけじゃないし。それに微細ながら迷いだって残ってるんだ。追い込まれた状況でやむにやまれず今日を迎えたけど、ほんとにこれでよかったのか？　ほんとに別の選択肢はありえないのか？

　それにサインの練習はもちろん、精神統一の時間だってできれば欲しい。こんな折にあんまりたくさんタスクをかけられてもパンクしてしまう。キャパシティオーバーなのだ、はっきり言って。御み幸ゆきさんに構ってるヒマはないのだ本当なら。

「せやかて、ウチにも仕事っちゅーもんがあるからなあ」

　ポリポリほっぺたを掻かき、

「仕事っちゅーか、やらなあかんこと、っちゅーか。もちろんウチ自身、おもろーてやってるわけやけど、これでもアンタのことはちゃんと考えてやってるつもりやねんで？」

「考えてくれてるならもうちょっとやり方ってもんが──」

「おっきな潮目やでここは」

　ぐびぐびぐび。

　僕の抗議をスルーして御幸さん。

　その目がわりと据わり始めている。まずい傾向だ。もとよりこの義姉が本腰を入れたなら、僕ごときがどうこうできる相手じゃない。

「アンタが今日ここで正体を明かしたら、当然ながら鷹たかノの宮みやにも有あり栖す川がわにもその情報は伝わるやろ。アンタがどんな小説を書いて糊こ口こうをしのいでるか、ってことが白日の下にさらされるわけや。そいつはお世辞にも望ましいことやないんとちゃうか？」

　おっしゃるとおりで。

　まるでその光景が目に浮かぶようである。一族の主立ったみなさんが、まなじりをつり上げて僕を糾弾する姿が。『この男は実の妹にけしからぬ感情を抱いている。このまま放置しておくのは家名の穢けがれ云うん々ぬん』みたいにね。こんなでっかいエサを手に入れたからには、僕を快こころよく思っていない連中がこぞって叩たたきにくる。秋あき子この方は堂々たるブラコン宣言をしちゃってるから、せめて僕だけでもちゃんとしたイメージを保たなきゃいけないんだ、本来なら。

　そう本来なら。

　にっちもさっちもいかない今みたいな状況になる前なら、の話です。あくまでも。

「ま、この件に関してはこれ以上言わへん」

　と言って、懐ふところから取り出したするめをむしゃむしゃする御み幸ゆきさん。

「言われるまでもなくさんざん考えてることやろうしな。あとはアンタ次第やろ。細心の注意を払いつつも、あんじょうやるこっちゃで」

「ご忠告、謹つつしんで承うけたまわります」

　異口同音とはこのことだろう。

　なんか今日は、いろんな人から同じ心配をされてる気がする……と同時に思うのは、なんだかんだでこれだけ気にかけてくれる人がいる、ってことで。

　お世辞にも素直とはいえない僕だけど、素直に感謝しなきゃいけないよね。激励、陣中見舞い、ありがたく受け取りたい。

「ウチとしてはやな」

　ぐびぐびぐびぐび。

　一升瓶を飲み干して（すげえ）御幸さんは続ける。

「アンタと鷹たかノの宮みや・有あり栖す川がわの連中が、もうちっと仲良うやれたらええな、って思うてるんよ。この広い世の中でせっかく縁があった連中なんや、険悪なままよりも仲良うした方が得やと思わへん？」

「……その話、いま必要です？」

　激励と陣中見舞いはともかく、けっこう忙しいんですが今。もう何度も言ってるけど。

「むしろ今がええ。ウチの口が滑らかな今が」

　僕の対面に座り、鼻を鳴らして、

「まあアンタの言いたいことは承知しとるで。名家の連中ってのはおしなべてプライドに凝り固まったいけ好かんやつらばっかやし、経済的その他もろもろから独立したアンタからすれば何を今さら、ってなもんやろ」

「ええまったく。今さらな話です」

「ウチとしては、あんたが握ってる悪事の証拠やら資産やらを返せとは露ほども思ってへん。一族の総意とはちゃうやろけど、ウチが全権大使になった時点でんなもん知ったこっちゃないわ」

「じゃあそちらの言う『和解』の条件は何なんです」

「ない。なーんもない」

　ぶんぶん首を振り、

「この件に関して、鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわがアンタに何かを要求することは一切ない。実家に戻ってこいとかも言わん。こいつは最大限の譲歩や。ちゅーか無条件降伏やハッキリ言うて。なんならむしろ、アンタの方から要求してもええぐらいやで？　謝罪の要求とか金銭の要求とか」

「ないです。欲しいのは無関心と不干渉だけです」

「せやろな。アンタはそういうヤツや」

　言って一升瓶をあおろうとして、空であることに気づく。

　しぶしぶ御み幸ゆきさんは魔法瓶のお茶を淹いれ、ぐびぐび喉を鳴らした。僕も見習ってお茶で一息つく。しかし今日は喉が渇くな。濃ゆい来客のせいもあるだろうけど、塩辛いものを食べすぎたか？

「しかしまあ、ガンコなやっちゃでほんま。昔からその傾向はあったけど、歳としを取るにつれてひどくなってるわ。アンタ実はもうおじいちゃんなんとちゃう？　せやないと説明がつかへんガンコさやで」

「更年期障害は間違いなくそっちの方が先ですよ……で、要するに姉さんの目的は、僕を懐かい柔じゆうすることと認識していいわけで？」

「それはアンタ次第やろ。嫌なものは嫌、って言うとけば済む話なわけで、確かつ乎ことした立場を維持し続ければええ。ウチはせっかくやから仲良うせえ、ってゆーとるだけでそれ以上でもそれ以下でもあれへん」

「悪いけど興味ないです。金輪際、その話は遠慮して──」

「アンタの親父おやじさんとお袋さんはどう思うやろな」

「…………
 」

　一瞬、息が止まった。

　つとめて表情には出さないようにして御幸さんの目をうかがう。

「鷹ノ宮の現当主夫妻──ウチのオトンとオカン。それと有栖川の現当主夫妻。でもって姫ひめの小路こうじの前当主夫妻。この六人は友人同士やった」

　空になった茶ちや碗わんをくるくる回しながら御幸さん。

　僕の身体に走ったある種の緊張にはまるで興味のない様子で、

「アンタのご両親が消息を絶つまでは、なんやかんやで上う手まくやっとったわな。元から険悪やった鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわの関係を、仲が悪いながらも友人の関係に留とどめとったのは、間違いなく姫ひめの小路こうじのおかげやろ」

「…………
 」

「で、その姫小路家に不幸があって、鷹ノ宮と有栖川の仲が微妙な雲行きになった上に、妙な見み栄えやら政治の力学やら利害関係やらがごたまぜになって、さらには不届きな親戚連中まで首を突っ込んできたあげく、アンタと妹が割を食うはめになったわけやが……」

「…………
 」

「アンタのご両親はホンマえらいと思うで？　犬猿の仲の両家の当主を、なんやかんやで上手につなぎ止めとったんやからなー。ウチのオトンとオカンも、未いまだに話題に出しよるもんな、アンタのご両親のこと。『あいつらには本当に手を焼かされた』みたいな愚痴なんやけど、明らかにツンデレ発言やもんな。あんまりよくは知らんけど、有栖川の方も似たようなもんらしいで。秋あき子こちゃんに会ったら訊きいてみよかな今度」

「…………
 」

「で、もういっぺん訊くけど。アンタの親父おやじさんとお袋さんはどう思うやろな。いまの鷹ノ宮と有栖川と姫小路の関係を知ったら」

「…………
 」

　茶ちや碗わんの端を指でなぞりながら、御み幸ゆきさんは言う。

　たぶん、キレてもいいところだろう。間違いなく昔の自分ならそうしてた。

　けれども僕はこの時、頭を掻かきながら、苦笑いとともに、ひとことだけ述べるにとどまったのだった。

　いわく、

「……それをここで持ち出します？」

　とだけ。

「せやな。この場にふさわしい話題ではないわな」

　御幸さんはあっさり認めて、

「にしたってあんま意地張るもんやないで。気持ちはわからんでもないけど、それを言うなら周りのモンの気持ちかて、わかってやってもええんとちゃうか──いや、どうもあかんな。説教じみてるな。ウチらしゅうもない」

　酔いを覚ますように首を振る。

　お茶のおかわりを淹いれて、これまた一気に飲み干してから、

「ほんまキャラやないわ。我ながらしょうもない役割を引き受けたもんやで……堪忍してえなアキト。一生に一度くらいはウチにもこういうことがある、っちゅーことで水に流したってや」

「いえ。お気になさらず」

「今日のところはこのへんで仕し舞まいにしよ。なんや酒が回ってきたんか、急に眠うなってきたわ」

　言って、大あくびをしつつ立ち上がり、

「ほな頑張ってえな。何をどうするにせよ後悔のないようにするんやで？　アンタにとって今が人生の分ぶん水すい嶺れいなのは確かなんやから」

「説教くさいのは歳としを取った証拠ですよ御み幸ゆきさん」

「ウチはまだ若手やもん！」

　御幸さんは口を『いーっ』とさせながら、ぷんすか控え室を出ていった。

　ふう、とため息をつき、僕もドアに向かう。何をするのかって？　そんなの決まってる、鍵をかけるんだよ。陣中見舞いはありがたいけど、これ以上はちょっとさすがに困る。こういう時こそマネージャー役の秋あき子こか神じん野のさんがいてくれれば、と思うけど、いささか贅ぜい沢たくな望みだろうか。

　ふたたび席に戻り、お茶を一服。ようやくサイン練習の作業に戻る。

　しかしまあ、この大事な時にいろんなことを言われたもんだ。もっと別の機会にしてくれるか、もしくはこんな一気にまとめて来なくても、と愚痴りたくなるよ。出物腫れ物ところ嫌わず、の典型かなこれは。

　とはいえ。

　認めざるを得ないかな、とも思う。

　いろんな人たちから重ねて受けた指摘は、まったくもって図星を突いている。

　この一歩を踏み出せば、僕が新しん藤どう光こう一いち郎ろうであることを明かせば、僕を取り巻く環境は否いや応おうなしに変化を強いられるだろう。

　というか認めないわけにはいかなくなるんだよな。秋子のことをとやかく言える立場ではないことを──僕が徹頭徹尾、三百六十度どの確度から見ても、完膚なきまでに、『ど』のつくシスコンだってことを。

　さすがにごかましは利かない。あまりに厳げん然ぜんたる現実が、ウソによる糊こ塗とをはるかに超えてしまう。これまで僕が全力で否定することによって保ってきたバランス、どうにか目を逸そらさせていた現実は、さぞかし均衡を取りづらくなるだろう。

　取りづらくなるというか、取れなくなる。

　生徒会の仲間たちが知り、一族関係者がみな認識する。もとより存在していることと、その存在が明るみに出るのとでは、天と地ほどの差がある。

「やっぱ間違いだったのかなあ……」

　ノートに何度もサインを書きつけながら、ひとりボヤいた。

　追い込まれる形で情報開示を見切り発車するのもさることながら、『禁じられた愛の物語』なんていう小説を書いちゃったことが。あるいはそもそも過ちだったのか。

　でも他に選択肢がなかったんだよな……魂をかけて、存在ぜんぶをかけて小説にぶちあたらないと、とてもじゃないがデビューの壁を突破できなかったんだ。僕にとってもっとも自然で、もっとも関心のあるテーマだったからこそ、曲がりなりにもサイン会を開けるぐらいの作家になれたわけで。

「参ったねえ、こりゃ」

　生あくびをかみ殺す。

　御み幸ゆきさんの主張、あるいは心配は、至極もっともなことで。鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわの両家といつ和解するか、というのは切実な問題だ。

　僕ＶＳ鷹ノ宮＆有栖川の紛争は、いちおう僕が勝利を収めた形で落ち着いてるわけだけど。戦いに勝ち、平和が訪れたのにまだ戦争状態、ってのは健全じゃあない。それに誰が相手であっても言えることだけど、仲が悪いよりは仲が良い方がマシに決まっている。第一、あまり相手を追い詰めてしまうと窮きゆう鼠そ猫を噛かむ事態も発生しかねない。

　さらに言うなら、完勝した側が敗者側に何の温情も示さないというのも、いささか道義にもとる気がしなくもない。

　トドメにもうひとつ。確かに好きにはなれない相手だけど、鷹ノ宮にも有栖川にも恩義があることもまた事実なんだ。いつまでも後ろ足で砂をかけるみたいな真ま似ねはできないよなあ、やっぱり。でも首根っこを掴つかんでる状態だからこそ、あちらさんは下手に出ている、という見方もできるわけで。こっちが柔軟な姿勢を見せたが最後、たちまち調子に乗ってくるんじゃないかという不安が、なきにしもあらずな。

　しかし返す返すも御幸さんの指摘は痛かった。

『アンタの親父おやじさんとお袋さんはどう思うやろな』

　ときたか。

　まったくもって、これだからあの人は嫌なんだ。的確に急所を突いてくるにもほどがあるだろ。

　恩義という話でいえば他の誰からでもない、父と母からこそ、僕は最大限の大恩を受け取っている。血の繋つながらない僕を引き取り、消息を絶つまで全力で育ててくれた。どんな経緯で僕を引き取ったのかは知らないし、かなりファンキーな教育方針だったとも思うけど、それでも父と母から受けた愛情には一点の曇りもない。僕は心の底から義理の父母を敬愛し、尊敬している。

　その父と母はさて、今の僕を取り囲む状況を見てどう思うんだろうか？

　ケツの穴の小さいやつだ、と笑い飛ばすのだろうか？

　で、僕は秋あき子こをどうするべきなんだろう？

　僕と彼女の血縁関係を知ってる人間が僕ひとりで、他に漏れる心配がないなら放っておいてもいい。だけどすでに会長さんが知ってるわけで、二に階かい堂どうの人間が複数にわたって知っているのも確実。情報を共有している人間が複数である以上、秘密はいつどの瞬間にも漏れうる──その事実はついさっきも証明したばかりだ。

　となるとやはり、いつかは明るみに出てしまうのか？

　であれば、状況を自分でコントロールできるうちに、あえて情報をリークしてしまう手もあるんじゃないのか？

　仮にそうしたらどうなる？

　僕と妹は晴れて結ばれたりしちゃうのか？

　だけどそれは果たして、今は亡き父と母の望むことなのだろうか？　『秋子のことを守ってやってくれ』と笑顔で頼ってくれたあの人たちの意に、背くことになりはしないだろうか？　仮に首尾よく結ばれたとして、鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわはどう出る？　僕の出身である二階堂の動向は？　生徒会の仲間たちはどんな反応をするんだろう？

　そもそも僕は秋子と結ばれたいのか？

　実はよくわからなかったりする。

　妹ではなく異性として彼女を見ているのは事実だけど、僕のこの気持ちはいったいどんな種類のものなんだろう？　何よりも誰よりも大切にしてるのは間違いない、でもその感情は妹に対してのものでもあり、従兄妹いとこに近いもののようでもあり、幼なじみへ向けるのに似ているものにも思えて──だけどやっぱり歴れつきとした女性としても見ていたりして。

　思えば複雑すぎたのだ。ここへ至いたるまでの経緯が。

　僕と秋子は実の兄妹として育てられ、だけど実際は血が繋つながってなくて、その事実は周りに伏せられていて、当事者である秋子でさえ知らなくて、なおかつ六年もの間にわたって僕と秋子は離ればなれで、その結果秋子は僕に対して純然たる恋愛感情を抱くに至っているという。

　あらためて考えてみるとこれ、状況がややこしくなるのも当然じゃないか？

　だから僕自身、感情を持て余し、その正体を掴つかめず戸惑い、どこかしら行動に一貫性を欠いてるような、あるいは行動に積極性を欠くような気がしてならず、





「あっ。目が覚めましたかお兄ちゃん？」





　気づくと目の前に秋あき子こがいた。

「よかった。お身体はだいじょうぶです？　どこか痛いところは？　苦しいところなんかありません？」

　にこやかに、それでいて心配げに声を掛けてくる妹に、とっさに反応できない。

　……なんで秋子がここに？

　いや、そりゃまあ彼女はサイン会のメインスタッフだし？　新しん藤どう光こう一いち郎ろうの控え室にいるのは当然なんだけど。でもいつの間に登場したのやら。だってさっきまでここにはいなかったはずだよね？

　というか何か頭がくらくらするんだけど？　これは一体？

「あっ。まだ動かない方がいいですから」

　身体を起こそうとした僕を妹が止める。

　というか身体を起こそうとする、ってどういうことだ？

　僕は今サインの練習をしてたはずじゃ？

[image: ]


「聞こえてなかったかもなので、もういちど訊ききますねお兄ちゃん。お身体はだいじょうぶです？　どこか痛いところは？　苦しいところなんかありません？」

「…………
 」

　妹から視線を外す。

　秋あき子この後ろには、同じく心配げな様子の神じん野のさん。他に人影はない。テーブルと椅子、サインの練習をしてたノート、いずれも記憶にあるものと同一。ここは確かに見覚えのある控え室で、だけどあれ？　なんで僕は椅子ではなく、ソファに寝転んでいたんだろう？　というか視界が妙にぼやけるのはなぜ？　手足もいまいち言うこと聞いてくれないような気がするよ？

「お兄ちゃん。おーい。お兄ちゃんー」

「…………
 」

　目の前で手を振る秋子に、どうにか頷うなずきながら、

「あ。うん。え。なに？」

「お身体はだいじょうぶです？　どこか痛いところは？　苦しいところなんかありません？」

「ああ、おお、うん。だいじょうぶだけど。ていうかなんでお前がここに？」

「……ふむ」

　そんな僕の様子を確認した妹は。

　真剣な目をしていたのが一転、ニヤリと笑って、

「了解です。つまりお兄ちゃんは、身体のあちこちが痛くてあちこちが苦しくて、ぜんぜんだいじょうぶじゃないんですね？　わかりましたさっそく全身マッサージを施しますので、今すぐ着ているものを脱ぎ脱ぎしましょうね。あ、下着もぜんぶ脱ぐんですよ？　それとすいませんが、神野さんはしばらく外へ行っててください。コトが終わるまでは決して中に入ってこないで──」

「なんでやねん」

　ぴしり。

　妹の胸元に突っ込みを入れる。

　なんかこう、一連の流れが板についてきたというか、身体が勝手に反応したというか、お笑い方面に着々と毒されてる自分がちょっと嫌だ。那な須す原はらさんがこの光景を見ていたらぜったいほくそ笑むだろうな……。

　さて。

　ちょっとは頭が冴さえてきた。

　と同時に、現実がだんだん身にしみてきて血の気が引いてきたんだけど。勇気を出して現状を確認していこう。

「なあ秋あき子こ」

「はいお兄ちゃん」

「ちょっと訊ききたいんだけど、いいか？」

「もちろん何なりと」

「じゃあ訊かせてもらうよ。あくまでも念のためだけどさ」

　言いながら僕は視線を横に走らせる。

　そちらの方向には、この部屋にただひとつの窓があって、そこからは外の様子が一目で確認できるんだけど、

「今って何時だ？」

「夜の八時を過ぎたところです
 」

　間を置かずに妹は答えた。

　たぶん彼女なりの優しさだと思う。様子を見守っている神じん野のさんともども、烈火のごとく糾弾されても文句は言えない状況なんだからね。

　もはや確かめるまでもない。

　ふたりに焦った様子がないことからも結論は明らかだろう。いや、窓の外が真っ暗な時点で
 お察しするべきなんだ。新藤光一郎のサイン会は終了した
 、ということを。僕が眠りこけている間に、開催されることなく。

「マジか……」

　頭を抱えざるを得ない。

　サイン会がコケた。

　生徒会の威厳をかけ、那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛えの失敗を挽ばん回かいするはずだった、新しん藤どう光こう一いち郎ろうのサイン会が。

　新藤光一郎が現場に立つことができなかった──というか形としてはボイコットしたことになるという、あまりにも信じがたい理由で。およそ考え得る限り最悪の結末を迎えたのだ。

　僕が不覚にも居眠りをしたおかげで。

　居眠り。はは。居眠りときたもんだ。

　血の気が引くのを通り越して、心臓が動きを止めてしまいそうな勢いだよ。社会的にあまりにも失格な行為すぎて、なんだか呼吸する気力すら失いそうだ。

　いやでもおかしくないか？

　別に起こしてくれればいいじゃないか。僕が前後不覚になっていたのなら、叩たたき起こしてくれればそれで済むはず──いや。そうか。なんてこった。鍵をかけちゃったじゃないかさっき自分で。

　バッドタイミングのドミノ倒し現象である。

　もし、新しん藤どう光こう一いち郎ろうの登場でサプライズを企画していなければ。人も物ももっと動員して、もっと早い段階で僕を起こすことができただろう。だけどダミーのものではない、本物のこの控え室に僕＝新藤光一郎が居ることを知っているのは、秋あき子こと神じん野のさんぐらいのもので、しかもふたりはサイン会会場に巻き起こったであろう混乱を収拾するためにも動かねばならなかったはずで、会長さんと御み幸ゆきさんにここがバレてたことも知らなかったはずで、あーもーとにかく。なんと間の悪い……。

　と、そこでふと気づく。

　やっぱりおかしいぞ？

　肝心なところで、ほんとピンポイントで寝こけてしまった僕は死罪に値すると思うけど。そして確かに今日と今日に至いたるまでの経緯で疲労も溜たまっていたとは思うけど。それにしたってこんなに寝てしまうものか
 ？　騒ぎにはできないにしても、僕を起こすべく大声を掛けるくらいはできただろうし、電池切れになるまで携帯を鳴らすこともできただろうし、それだけされれば居眠りから覚めるくらいは可能だったんじゃないか。僕はそこまで寝起きが悪い方じゃないし、というか居眠りと呼ぶには時間が長すぎる。ざっと三時間ぐらいか？　それだけ休息を取ったなら、起こされずとも勝手に目が覚めるはず。

　とするとつまり？

　これって居眠りではなかったんじゃ
 ？

「やめましょうお兄ちゃん」

　秋子のささやき声が思考をさえぎる。

「今はそのことを考えなくてもいいと思います。誰がやったかなんて後回しです。他にやるべきことがありますから」

「…………
 」

　テーブルの上に目をやる。

　お茶が入ってた魔法瓶。

　コーラが入ってたペットボトル。

　ノンアルコールのビール的飲料が入っていた缶。

　どれだ
 ？

　どこから一服盛られた
 ？





　……穴があくほど疑惑の対象を見つめるけど、今ここで答えが出るはずもない。

　窓の外に視線を移せば、リリアナ祭一日目の月が無言で下界を見下ろしている姿が、冷え冷えと僕の心にしみてくるのだった──。






あとがき











　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』の十一巻をお届けいたします。





　十一巻の内容については本文を読んでいただくとして、近況を少し。

　けっこう早いペースで酒瓶を買い集めていましたが、最近は円安と世界的なウイスキー高騰を煽あおりを受けて困っている──というのが前回の話でしたが。買い控えすると言いながらも、ぼちぼちお値打ち品を見つけては新しいコレクションを手に入れています。

　世の中にはまだ、ひっそり倉庫に眠っていたボトルがいくらか残っているんですね。

　そういった埋もれた品を掘り起こすのが近ごろの楽しみですが、いいかげんボトルを保管する場所がなくなってきて、今では天井裏が保管場所の定位置になってしまいました。





　モバマスと艦これはまだ続けています。

　どちらも無課金を貫いています。

　一円も使わずにどこまで楽しめるかが勝負です。運営会社的にはひどい客です。





　あと将棋も始めました。

　中学のころ趣味としてやっていたものを再開したんですが、あらためてやってみるとやっぱいいですね。将棋面白い。奥が深い。ただし真剣にやりすぎて知恵熱が出るのが悩みの種です。一局終えるとめちゃくちゃぐったりするので、あまり長い時間はやっていられません。まあ何十年でも続けられるゲームなので、のんびりやりたいです。

　確実に趣味はおっさん化していますが、本業の方は若々しいままでいられるようがんばります。






　　　　＊







　以上、今回のあとがきでした。

　それではまた、近いうちにお目にかかれることを祈りつつ。






２０１４年吉日　鈴すず木き大だい輔すけ
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